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日本建築協会企画 ・販売

出版図書一覧

191711' .3 月に創設された 日本建築協

会( 、''!II年 ・|則附建築協会) (.t. ， すでに

II s ..J' n初期には大阪近辺でf主主;1尊覧会や

建築講演会を聞く一方、叩l年( . t . 入手し

にくかった娃築の↑ !? 報討さiL117のn'.版と

いう形で会i lに提供していた。

*  

日本建築 協会 創立 60周年 記 念 事業

建築技術選書

白茶室の話

A 5 判 ・130頁 - 160頁 発 行:学 芸出版 社 本 体制絡￥ 1. 200- ￥1.400

岡田孝男

国向干ゴ:11こよる構造設計のすすめ

( 改訂版) 魚木騎夫

回すまいの語録

茶 谷 正;羊

白 書造計画とやさしい力学 1

須賀好富

国建具の知識と意匠

山片三郎

回 エレベータ・工ス力レー夕 立 体 駐 車 場

村和l J t在

回構造計画とやさしい力学 2

須賀好富

国医院 ・診療所の計画と設計

池田有隣 ー船超鰻由

回設計のコンビュータ一手法

飯塚突筏

回石垣と石積壁

窪田箔

固設備技術者のための建築再入門

光安義光

回鉄骨構造の話

金多潔 ・甲j霊lJJ 天 西 沢 英

国建物と地震災害

竹内吉 弘 島 国 税 一

国建築金物の知識

国住宅三備心得帳

立野 ｾ ￟＠

以後、f : II ，'[l m年記念事業として、その

ｉｉｈｾ の動きをとら λ て単行本を ＱＧＱＧ ，版し

ている。

501i ，j
i
f ， ＶＰＱ 司年、 ＷＰＱ ｩ ，ｾ 年、そして ＸＰ 周

年に、| 文lJl -のlH版が介1'"1され、呪.(E b

料品 ｩ して ｾｗ Ｇ ｉ 以ゾ乙されている ＱＱＧ ， 版物

は、以 一卜の t お り。

*  

防人希望者( . t . 、 (初日本建築協会ヲ]:; 務局

(TEL06 - 6348 - 0635、F A X06-

6348 - 0634) ま で。

11-1主主tt 築 協 会制 立:60);'; 1年 記念 ｴ ｊ ｾ .)長 「主tt 築 技 術 選 書J 姉妹n

〈プ口のノウハウ〉シリーズ

T Q Cから見た建設業

|川六. t' l 12 色jjill リ発行' 戸 . L( 出版 社 本体 ft fti 絡 ￥1.600- ￥2，500

荒木陸彦 石田満喬

指体工事監理のチェックポイント100

須賀好寓

空調設備のトラブル50

建築設備トラブル研究会

衛生設備のトラブル50

建築設備トラフル研究会

現場マンのアイデア発想

合原

建築基準法の実際

矢吹茂郎

ニュー組積建築のすすめ

f富 島 孝 之 他

建築物の消防法在読みこなすコツ

高木{ 壬之

鉄筋工事 ・本音の現場学

荒川j台徳

建籍選活の豪語条文を読K 尉コツ

高木任之

鉄骨工事の現場学

建築紛争の実際

岡本辰義

仕上工事監理のチェックポイント

日建設計監理業務研究会

ゼ口災への道

建設i見湯の安全管理活動 表 一 郎

木造住宅のしくみ

在来工法の基本と応用浅野平八 ・東 敏憎

コンクリート工事のチェックポイント100

加賀秀j台

インテリアコーデイネートの100ポイント

町田ひろ子監修/ 松 本 茂 ・村元俊子著

新版 建築基準法を読みこなすコツ

高木{ 壬之

木づくりの常識非常識
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国建築塗装の手引き

兜島修二

国建築式典の実際
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A 4 判 企 画 ・発 行 : 日 本 建 築 協 会 本体 ft fti 絡 1. 5001'J

日 本住築協会建築クラフぉ朝食会 ＳＰＰＱｮｬｾ 己念

講附録集 話のはなし l 如 年

8 6 朝 日 分 冊 企 同l 日本建築協会建築クラブ l セy ト5.000円 (消費税別)

民間J ( 旧問会) 迎合協定

工事請負契約約款 A 4  Ｇｲｾｊ のみ ｊｔ ｸＮｬｊ ｴＦｬ
工 事 務 負 契 約 書 ・仲 裁 合 意:，Jf Ｎ 契約千ｩＭｉ史月 ｬ 卜ーの官 Ｑ 怠 τ ｉ ｾｊ 貞

l 剖i￥230 ( 消費税 合 ) 送 料 実 質

川本，述築協会創 立70周 年 記 念事 業

選書特装版

8  5  'fJJ  先行 Ｚ Ｂｻ｟Ｚｾ ｮｬ ， 版 社 -t>: f+: fl lli 桁￥2.800- ￥3.800

構造コストと経済設計 建築テザインのための構造計画

須賀好冨 須賀好富

新 ・建築と設備の接点 場所打ち杭の設計と施工

宮脇 殺 ・南 部 武 阪口 i里

建築設備の健康診断 建築と緑

入門 ・建築積算

校 野 茂 漉 光 夫

外壁構法チェックリスト

飯塚五郎蔵

水にまつわるトラブルの事例 ・解決策

( 建築篇) r建築漏水j 編集委員会

連築 ・司市 ・住宅 ・土木一筒アクセスブ‘Yク

菊岡倶也

11 本主主築 協 会自11な70周 年 記 念出版

住宅近代化への歩みと日本建築協会 l 郷 年

A  .1・|司 令 1，1;1' 先行 11 本主主築協会 本{判 所給 1.500円

生島道春

水にまつわるトラブルの事例・解決策

( 設備篇) r設備漏水j 編集委員会

日本 建 築 協 会 創 立75周年記念，'I J，版

工高生デザインコンクール川豊作晶集 l 削 工

A  '1  Ｇｲｾｊ＠ 合1，1;1' 先行 Jl 本建 築 協 会 iE  fl Hi2  .000fl 1  

11 本姥築協会自lげ'1: 801古! 年記念，'1'，版

建築を志す人びとへ

A  5 '1当J Jl 本 建 築 協 会出版 委n会 編 者 本体 i凶作fl ，800円
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平成12年6月
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平 成 12 年 度 第 1回 通 常 総 会

( 平成12年6月28日[ 水] 17時30分開催に)

出 席 ・ 欠 席

該当するものをOで囲んで下さい。

ご返信は6月27日( 火) までにお願いします。

※ ご欠席の場合は委任状を必ずご提出願います。

委 任 状

社団法人日本建築協会第1回総会における議案

の議決に関する権限を下記の者に委任します。

議 長 文は、 出席正会

※  Oで囲んで下さい。

平 成 年 月 日

正会員

主TYi-

氏名
n

H

F

 

r

r

r

 



平成12年度

第1回通常総会開催

- 出欠の返事は綴じ込みハガキで!

4 色 E コ; 1 " ¥主立市出

云 員ω叉 員

新住友病院

見学会

日本建築協会

& 邑

耳 目

平成 12年度第 1 回通常総会を右記の

とおり開催いたしますのでご出席下さ

るようご案内申し上げます。

出欠のご回答は、本号に綴じ込みの「は

がきj にでお知らせ下さるよ うお願い

します。

と き 平 成12年6月28日制

午後 5時30分から

ところ 社団法人日本建築協会

大会議室

大阪市北区梅田1-1ふ 引 00

大阪駅前第 3 ビル21階

このたび右記会員の諸氏は建築界にお ・勲三等端宝章

ける多年の功績によ って、表彰を受け 川 上 絡 氏

られました。 (戸田建設似樽務)

ここに誌して 、その栄誉をお慶び申し 小 泉 昭 氏

上げます。 (元大阪瓦斯倣逼リ社長)

・勲四等瑞宝章

山梨i青松氏

(綜合設計事務所代表取締役)

- 勲五等瑞宝章

大井市郎氏

(五丘船由方建設局営繕部営総監督室長)

野口健三氏

(野口建設剛t 表取締役会長)

住友達携会社による企業病院で、関連 扇型の病篠は 、病棟廊下の中央に立つ

企業以外の一般患者さんが大半を占め て廊下端までの視線か確保できる範囲

る499床の総合病院。現病院から西に での曲面を描き 、南側の土佐堀川沿い

200mの、新装な った大阪国際会議場 にビスタが拡がる多くの病室がとれ、

の隣接地に移転新築された。あみだ池 更に、国際会議場等の近隣建物との窓

筋と南岸道路が鈍角で交わる角地にあ の直簸の対面を避けるべく 、全ての病

り、それぞれの街並みがそれぞれの道 室が角度を持 ってい る。 1 フロア60

路に平行であることから 、その違和感 床の病棟単位は、将来の小単位に向け

を解決するための曲面の外観を特徴と ての段階的なものであり 、 2 から 3 に

する。 分割可能とな って いる 。全体の4 5 %

を占める個室病室は、窓台のライティ

ングテーブルや各室にシャワ一、 トイ

レを持ち 、そ の他、デイ・サージエリ

ー ( 日帰り手術) 周の待機室、回復室

等の最新医療への対応がなされた。

また併せて 、同一敷地内に、病院との

デザイン的な一体感を持たせたり4円

の円狽を描く看護学院が建設された。

- 建策概嬰

所 在 地 大 阪 市 北 区 中 之 島 与2-15

発 注 者 住 友 グ ループ'20制

設 計日建設計・竹中工務庖

監 理! 日強設計

施 工 竹中。 住 友 藤 木J V

敷地而積 10. 234. 95m'  

建築而積 4，769. 81m'  

延床而積 47，9閃 15m

2

精道脱線 S 'S RC- R C、B3' 16F' Pl  

工 )01 1998年 9 月一2000年 5 月

1m 院 2( 目的年 9 月 l 日 ( 予定)

議 案 ・第 1号議案

平成11年度事業報告

- 第 2号議案

平成11年度収支決算報告

- 第 3号議案

定款変更 (案)の診決承認の件

その他 ・第5回日本建築協会賞表彰

. 藍綬褒章

中村喜久男氏

備岡村製作所社長)

. 黄綬褒章

大塚守康氏

( 側へッ ス代表取締役)

松丸哲也氏

(豊園建設側代表取締役社長)

- 大阪府知事表彰

金井弘次氏

(アーバン ・エース)

日 時 初 ∞ 年 8 月3 日開

14沿ひー16:30

講 師 久 保 田 秀 男/ 日建設計

医療福祉統括担当

藤井政継/ J V所長

集 合 開 也/ 大阪市北区中之島5 - 2-15

*J R i新福島j 駅・地下鉄「阿

波座」駅より徒歩約10分

定 員 50人* 申込多数の場合は抽選

参加費会員 1脚 円、一般 2，{XXl円/ 税込

申 込 7 月27日附までに 、ハガキ、

F A X、電話でお申込み下さし、。

①催し名新住友病錠見学会

②氏名

①個人会員団体会員 ・一般の別

④職場・学校名

⑤参加証郵送先

⑥連絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を 7 月2 8 日倒に発

送します。

申込先 制 日本建築協会事業課

大阪市北区梅田1- 1-3-2100

TEし06- 6348-0633

F AX. 06毛348- 0034

〒530心001

主 催 (初日本建築協会

事業委員会見学会小委員会

担当主査 . 坂田雄二/ 竹中工務底

闘 と 社 会 ・2棚 6 1  



平 成 1 2年 度

日 本 建 築 協 会 評 議 員 (敬称略)

平 成 1 2年 度

日 本 建 築 協 会 役 員 会 務 分 掌 (敬称略)

一 ( 建築工勝利車屋)

男( サングロープ)

(管工部門)

甲 子 雄 ( 扶 桑 管 工 業 )

俊 雄 伏 阪 城 口 研 究 所 )

達 夫 術 研)

守弘( i i i /I 日 工 業 社 )

篤 傾 賀 工 業 )

(建材部門)

尚 雄( J 1 ( 洋シャッター)

稔 ( ゼ ネ ラ ル 化 成 )

ニ ( ユ ニ オ ン )

男 仰7 東 洋 合 成 )

(京都支部)

治 榊 治 屋 )

栄 一 ( 京都市建築相談)

照 雄備品建築設計事務所)

昌 次 悩 型 遊 園 )

( 中 国 支 部)

弘 美 ( ア オ サ ン )

剛 一 ( 消 回 工 務 庖 )

敏 男 ( 福 永 建 設 )

究( 教育施設研究所)

(東海支部)

淳 之 介 ( l f 知lill 築事務所)

英 一 ( 鴻 池 組 )

金 之 ( 愛 知 工 業 大 学)

泰 造( 相聞務造建築11>務所)

壮 一 郎 ( 愛 知 工 業 大 学 )

貰ｾ勇Ｈ丸普深見建装Ｉ

富 士 男 ( シ ー ド)

明 久 ( ー )  

(和 歌 山 支 部)

良一 哉併村建築設計11>務所)

泰 秀 悦 山 組 )

支 部 所 属 評議 員

打垣内

志 目

立 野 純

月 城 則

瀬

口

中

谷

弁

谷

川

島

田

上

田

永

竹

本

田

本

四

回

山
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山

昭
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川

城

田
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藤

神

井

森

山

弁

消

福

吉

谷

寺

林

福

松

盛

森

芳

井

北

回

木

(技術部門)

健 治伏阪符山短期大学)

昭 一 ωi 築工房事l 泉届)

徹 ( 消 水 建 設 )

博( 大阪市都市制問)

敏 男 ( サ ン グ ロ ー プ )

幸 三 郎( 村上デザインi J > 務所)

政 PE] t大 阪 芸 術 大 学 )

(総合部門)

久 夫 ( J /U 組)

良 之 ( 藤 木 工 務 脂 )

裕 造 ( 三 井 辿 設 )

日出 夫( 浅 沼 紛)

f吉 ( 松 村 組 )

司 ( 銭 高 組 )

郎 t大 林 組 )

司 ( 奥 村 組 )

健 G i 本 工 務 庖 )

勉 ( 西 松 建 設 )

fitl  ( 中 道 組 )

勝( 鉄 ill 建 設 )

ニ 伏 日 本 土 木 )

一 ( コーナン挫設)

筒 ( あ め り か 鹿 )

利 男 ( 戸 田 建 設 )

お3 司 ( 鴻 池 組 )

変 二 ( 竹 中 工 務 庖 )

浮 右 ( 安 藤 建 設 )

(電気部門)

伸 之 ( 浅 海 電 気 )

貞 雄( 八千代電設工業)

宗 吾 ( 近 畿 工 業 )

克 彦 ( き ん で ん )

卓 生 { 中 央 電 波 )

鶴議 長

副議 長

本 部 所 属 評議 員

昭

嗣

哲

正

宣

慾

浜

村

田
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阿

木

上

形

回

目
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本
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本

国

道

本

野

田

崎

回

潔

海

橋

山

一汗

尾

野

下

鶴

中

平

三

村

山

槌

上

遠

大

坂

塩

高

谷

辻

任

中

沼

林

原

前

松

宮

宗

柳

浅

岩

高

成

矢

名 誉 会 長 塚 本 猛 次 (元 日 建 設 計 )

"  
佐 野 正 一 ( 安井建築設計事務所)

4z2zh z  

長 市 川 宏 ( 東知l 建 築 事 務 所 )

副 会 長 井 上 登
( 大阪大 学 大 学 院 ) 1編集研修担当

"  
薬 袋 公 明 ( 日 建 設 計 )

"  
銭 高 善 雄 (銭 E五

組) f 会勢 lJ>業担当

"  
荒 巻 恭 士 (き ん で ん)

"  
芝 野 博 文 (大 阪 ガ ス) 総務会計 ー事務局担当

理 事 (0 印常任理事)

(総 務) 6名
t  久 米 宏 和 ( 大 阪 建 設 業 協 会 )

大 林 芳 郎 ( 大 林 組 ) : 鴻 池 一 季 ( 鴻 池 組 )

恩 庄 二 郎 ( 大 阪 化 工 ) 古 林 敏 郎 ( 中 悶 支 部 )

栗 原 信 英 ( 栗 原 工 業 ) : 0小 宮 三 辰 ( 東 海 支 部 )

鈴 木 l吹 男( 日本建聾総合試験所) 菅 谷 節 ( ダ イ ダ ン )

0 伴 OE] 秀( 西原衛生工票所大阪底) 遼 松 展 弘 ( 日 迷 設 計 )

0 松 村 雄 吾 ( 松 村 組) {二 弁 正 ( 大 晃 設 備 )

( 会 計 ・ 決 算 ) 5名
原 因 孝 太 郎 ( 原 田 セ メ ン ト 化 工 )

奥 村 正 太 郎 ( 奥 村 組) 村 上 謙 一 郎 ( 消 水 挫 設 )

0 小 林 四 郎 ( 住 友 電 波 ) ; 0111 下 健 一 (大 林 組)

清 水 義一 郎 ( 消 水 工 業 所 ) :  (事 業 ) 7名

友 原 議( 1m 組) 井 上 利 美( 熊 谷 組)

0 松 丸 哲 也 ( 銀 閣 建 設 ) ; 0多 弁 幸 男 ( 多 弁 建 築 研 究 所 )

( 編 集 ・出 版) 9名
岡 田 隆 臣 ( 都 市 基 盤 整 備 公 団 )

内 田 直 樹( 日本也事構造技繭者協会) 坂 雅 勝( 大阪市都市整備局)

0 小 島 雄(Il l ' . b造 建 設 ) f山 田 良 行 ( カ ン ダ ン )

佐 野 吉 彦 ( 安 井 建 築 設 計 事 務 所 ) : 0原 因 敬 三 ( 7 ‘ノ‘・ タ)

竹 中 統 一 ( 竹 中 工 務 庖 ) 藤 木 銀 三 ( 桜 木 工 務 脂 )

畠 山 祐 治 ( シ ン コ ー ) (研 修) 路

広 原 盛 明 ( 龍 谷 大 学 ) 遠 藤 郁 夫 ( 大 成 建 設 )

0 松 村 皮 三 (溺i 辺 殺 到 ) :0 片 倉 健 雄 ( 元 近 畿 大 学 )

0 宮 田 照 久 ( 昭 和 設 計 ) : 金 井 弘 次 ( ア ー バ ン エ ー ス )

0 山 田 修 ( 修 建 築 事 務 所 ) :  松原有武雄Ｈ大阪府主ｾ築都市部Ｉ

( 会 勢 ) 13名
:0 永 原 義 夫 ( 王 建 工 梁 )

浅 沼 誠 夫 ( 浅 沼 組) :0 和 田 克 朗 ( 日 本 建 築 セ ン タ ー )

0 川 口 )1慎 弘 ( 竹 中 工 務 庖 ) :  

0 河 口 允 昭 ( 戸 田 建 設 )

常 務 理事 加 藤 三 郎

(監 事 ) 伊 藤 俊 夫 ( 総 村 組 ) 前 田 隆 司 ( 前 田 商 会 )

平 成 1 2年 度

日 本 建 築 協 会 支 部 長 (敬称略)

望 月 秀 祐( モチケンコーホ・レー ショ ン)

古 林 敏 郎 ( 佐 藤 総 合 計 画 )

小 宮 三 辰( 安井建築設計事務所)

黒 田 征 四 郎 係1m一級建築設計11>務所)

京 都

中 国

東 海

和 歌 山

平 成 1 2年 度

日 本 建 築 協 会 特 別 委 員 会 委 員 (敬称略)

- 企画委員会

協会の今後の巡蛍を検討、策議する 。

委 員 長 片 倉 健 雄 ( 元 近 畿 大 学 )

委 員 小 林 四 郎 ( 住 友 電 波 )

鈴 木 映 男 ( 日 本 建 築 総 合 試 験 所 )

高 木 嗣 郎 ( 大 林 組)

松 村 度 三 ( 浦 辺 設 計 )

三 木 敏 男 ( サ ン グ ロ ー プ )

和 田 克 朗 ( 日 本 建 築 セ ン タ ー )

2  



平 成 12年 4 月26 日開催の定例理事会において、下記のとおり各常設委

員会委員を委嘱いたしました。( 敬桃略。印委員長 O印副委員長 A 印幹事

職場名は略称を問いました)

平成 1 2年度

日本建築協会常設委員会委員

( 大臣府立西野UI 工車高位)

(  1: 1 建 設 計 )

( J i ! l 1県立尼崎工星高校)

( 緋市立工業高校)

( 愛知1 産 業 大 学 )

( 大阪市立工主日佼)

{ 安井建築設計事務所)

( J l ' I 市立工業高校)

( 東畑建築事務所)

3  

- 出版委員会

建築に関する図書の企画 編集ー刊行、「建

築技術選告J 特装版および〈プロのノウハウ〉

の企画 ー刊行、ならびに股座の企画 実施

( 修弘ll 1 t ; 事務所)

( 竹 中 工 務 庖 )

(董Jl I 官接技師コン，ルタント)

( 安逮英俊銭察研究所)

( 住まいの研究室)

(.k阪府立今宮工最高校)

( 熊 谷 組 )

( 昭 和 設 計 )

( 松 村 組 )

(111[ t : ， 挫 設 )

( 止阪工E 技術専門学校)

( 大 林 組 )

( 消 水 l i ! 股 )

{ 竹 中 工 務 底 )

( 大 成 立II 殻)

( 以 前 大 学 )
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史
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( 大 成 雄 投 )

( 銭 高 組 )

{ 熊 谷 組 )

( / l I i 市基盤盤備公団)

{ 大阪府建築m市部}

{ 大 建 設 計 )

( NTI 77 シリティーズ)

( 松 村 組 }

( 安井建築設計事務所)

{ 消 水 量II 被)

(.!I!知m策事務所)

{ 奥 村 組 )

{ 住友大阪セメント}

公

雇主

1幸

雄

敏

和

尚

苑

景 山

小 池

小 久 保

小 山

武 田

出 雄

永 島

山 岡

吉 井

。 山 田

O上 原

荒 川

安 達

井 上

植 村

粕 木

楠 本

小 島

田 中

谷 川

千 築

中 川

仲 本

藤 井

安 田

松 浦 剛 士

松 本 剛

杢 谷 通 夫

森 田 芳 次

・情報小委員会

O川 村 民 次 ( 関西舗市整備センター)

ム 小 笹 光 彦 ( ランテリ計画11暗所}

ム 酒 井 重 治 ( ) < 阪坦聾防虫七円ー)

ム 瀬 戸 川 篠 ( 関 西 電 力 )

ム 塚 田 静 春 { き ん で ん )

ム 中 西 稔 { 西 日 本 旅 容 鉄 道 )

天 野 直 樹 ( 竹 中 工 務 庖 )

上 田 淳 一 ( 野 村 建 設 工 業 )

大 弁 昇 二 { 大 林 紛

奥 村 進 ( 白 紙 建 設 )

紙 西 孝 彦 ( 昭 和 設 m

紛 部 調( 大阪市緑化縫進邸)

木 場 公 典 ( 大阪府控策郎市部)

下 前 裕 一 ( 東畑建築事務所)

下 村 健 治 { 大 阪 )11山短期大学)

竹 内 利 明 { 浅 沼 組 )

三 上 不二 夫 { 銭 高 組)

宮 内 宏 ( 宮 内 商 会 )

・若い会員の集し、小委員会

0 杉 本 兵 一 ( 大 阪 芸 術 大 学 )

ム 石 井 太 志 ( 昭 和 設 計 )

ム 阪 田 弘 一 ( 大 阪 大 学 大 学 院 )

ム 樋 上 新 治 ( 刷 プ ラ ント什 7 0 )

ム 山 限 直 人 (Kt一級建築上事務所)

ム 米 弁 j I ( 束知l錐築事務所)

芦 凹 智 之 ( 日 建 設 計 )

有 国 吉 弘 ( 阪 急 i U 鉄 )

植 田 博 之 ( 安井建築制十事務所)

岡 崎 誠 ( 東 却u主II 策事務所)

笠 原 正 代 ( 大 阪 工 業 大 学 院 生 )

河 合 哲 夫 ( 竹 中 工 務 自 )

小 林 直 紀 (安J H開設計事務所)

佐 々 木 IIj'i 子 ( 大阪市郎市強制局)

ぬ 隆 男 ( ぬ 臨 引 越 第 研 究 所 )

飽 野 荻 利 (.k富市立住まい削セント)

田 中 康 ( へ y ズ)

田 畑 重 明 ( 板倉雄策研究所)

松 限 主 主 ( 竹 中 工 務 応 )

三 砂 隆 史 ( 大 総 設 計 )

宮 崎 ひ ろ 志 ( 兵庫県立λ 比 例 帥 陣 )

廻 はるよ ( 京情工芸繊維k 学院生)

山 田 和 弘 ( N. Y 総合事務所}

吉 武 宗 平 ( ヘ ッ ズ )

(n'j 水 雄 投 )

( 大阪府主II 築郷市部)

( 大 成 雄 投 )

(安J H! 策担社事務所)
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O
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A
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太 刀川

十 念

能 美 敏

増 田 信

福 井 茂

法令分科会

伊 勢 照 男 ( 京都府建築指導諌)

池 口 和 維 { 神戸市住築部帯査課)

亀 谷 周 二 ( 大阪府建築指型車深)

衣笠春幸Ｈ兵 ＱｾＱ 県建築指噂課Ｉ

黒 木 省 二 ( 京帰市建築指型車部)

ムm 名 辰 之 ( 大阪市建策相場部)

・作品作風小委員会

0 赤 木 隆 ( 日 建 設 計 )

浅 尾 宏( 大阪府建策締市部)

朝 倉 一 晃( 兵庫県住宅鍛悦漂)

居 内 章 夫 ( 醐 昌 克 服 制 事 酬 )

川 上 比 奈 子 ( 夙川学院短期大学)

倉 襖l 奈 千 子 ( 問中啓文龍告盟聾研究所)

寺 岡 宏 治 ( 安井建築制f事務所)

中 村 文 紀 ( 東 側 建 築 事 務 所 )

前 川 治 彦 ( 前川治彦建築研究所)

牧 野 雅 一 ( 大 林 組 )

嶋 田 敏 彦 ( 住友 fJ 託 銀 行 )

増 田 俊 哉 (竹 中 工 務 自 )

山 田 俊 紀 ( 昭 和 設 計 )

吉 間 健 二 ( 消 水 述 設 )

. 会員企画小委員会

llii 木 総 子 { 大阪建設専門学佼)

大 谷 由 紀 子 ( 奈良女子大学大学院生)

河 崎 敦 子 ( 竹 中 工 務 応 )

O高 閲 伸 一 ( 昭 和 設 計 )

高 田 光 雄 { 京偲大学大学院)

高 級 腿 子 ( デザインオ1i 1 . レイ)

辰 巳 消 ー ( 日 本 投 開

塚 口 明 洋 ( 塚 口1'1洋建築研究室)

辻 川 ひ と み { 大 阪 市 立 大 学 )

福 田 瑞 穂、 ( 大 越 般 的

. 広告企画小委員会

小 申 請 義 明 ( 鹿 島 建 設)

加 納 仲 太 郎 ( がi 水 建 設 )

勝 一 弘 ( 大 林 組 )

小 山 llli ( 東側I l i ! 築事務所)

斉 藤 治 久 ( 昭 和 設 計 )

O武 田 修 示 ( 大 成 建 設 )

千 葉 耕 作 ( 竹 中 工 務 庖 )

平 松 勉 ( 鴻 池 組 )

福 西 延 招 ( 訟 村 組 )

前 回 術 ( 日 建 設 a t )

波 治 浩 文 ( 創 出 集 制f事務所)

( 竹 中 工 務 庖 )

( 日本建築総合試験所)

( 1 1 1 [ 向建設)

( 大阪府総築郎市部)

( 大 林 組 )

間

毅

男

久

利

. 事業委員会

見学・講演税町l 展 示 映 画 悠 貌 会 ー

若い会員の集いなどの企画および実施

。 多 弁 幸 男 { 多 弁 建 築 研 究 所 )

O原 見 昌 志 ( 定安井建聾設計事務所)

O三 好 瞭 { ア ト リ エ 浴 )

O南 次 郎 { 日 本 建 築 協 会 )

. 見学会小委員会

0 福 島 紛 失

ム 伊 藤 博

ム 小 林 一 成

ム 坂 田 雄 二

ム 福 家 敬

伊 東 史 郎

久 保 田 秀 男

熊 野 健 司

坂 本 良 高

崎 伸 夫
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日本建築協会誌「建築と社会j では、

新世紀の幕開けとなる2∞1年初頭より 、

本誌掲載の建築作品、論文、記事を対

象に本会会員の投票による顕彰制度、

読者と選ぷ f建築と社会賞j を実施し

ます。

本賞は 、 「建築と社会J という本誌の

趣旨にふさわ しい、 社会性、環焼など

に配慮 した有意重量な建築作品や建築に

かかわる論文、記事などを顕彰するも

のです。なお、その選考方法は、会員

参加を考え 、会員読者の投票による第

一次選考及び、編集委員会で定めた選

考委員会での第二次選考を経て決定い

たします。
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6 月号については、下欄の読者アンケー卜用紙をご利用下さい

〔選考対象〕

読者と選ぷ第 1 回 『建築と社会賞j は、

2000年 1 月号- 12月号の本誌 「建築

と社会J の「作品作風頁J r本会支部

作品頁及びそれに準ずる作品頁J に掲

載された建築作品及び、 「特集頁J rシ

リース買J r実務の頁J r投稿欄j

その他頁に掲載された論文、記事の中

から選考する。

〔選考 ・スケジュール〕

. 第一次選考

「建築と社会J 2000年1月号- 12月号

の各号に読者アンケー卜用紙 (F AX送

付周) を掲載し 、会員読者から送付い

ただく 。 また 、2000年12月号には会

員読者の投票用ハガキを綴じ込み 、双

方に準鎚し第一次選考を行う 。12月

号には、選考委項、選考委員名などを

掲載する 0

・第二次選考

「建築と社会j 編集委員会で定めた本

賞選考委員会で、第一次選考を通過し

た作品、論文、記事などを該当者より

提出された審査資料に基づいて選考す

る。

. 発表

入賞者は、本人に通知するとともに、

「建築と社会J 2001年 4 月号で発表。

同年 4 月に開催される編集委員会総会

で表彰予定。

〔表彰内容〕

作品 1 - 3 点

論文 ・記事 1- 3 点

各入選作品・論文・記事に対し 、賞状、

記念品を贈呈する。

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一 切り取り線 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ー一一一一一一一一一一一一一

「建築と社会J I  r建 築 と 社 会J では 、読者の方々のご意見を参考に 、充実した誌面づくりをめざしております。今月号で 、 とく

- I にょいと思われた作品、記 事、 その他についてのご意見を FAXでご送付下 さい。

読者アンケート l なお、 このご意見は 、読 者 と 跡 事1回 『建築と社会賞j の1次選考に反映されます。

2∞0年6 月号

口とくにょいと思われた作品

ょいと思われた理由

口とくにょいと思われた記事

ょいと思われた理由

口その他、 本誌についてのご意見や、取り上げてほしい内容などがありましたら ご記入下さい。
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今月のぷ紙

表紙デザイン/ 笹村欽也

建築写真/ 河合止措

. 大丸大阪，心斎橋庖

設計/ ヴォーリズ建策事務所

施1 : / 竹中 i 務的

綾工/ 1931年( 第l 開1)

所 11地/ } ; 阪 .Iill' 央民心斎鳩筋

. 御堂筋側のファサードは、情やか

な主主飾で全体:nC
附われて t 喝 通

りの向かい側から見ると街路樹で

低府部の大半が隠れ . / . 日目府部の ifl

1平なデザインが見えてくる距艇や

1J
，' J r により峨々 な必怖を比せるのり! ' .

このi l ! 物の魅)J でもある

内外にｾ織な技飾をちりばめながら

も品絡を欠くことのなかった作自の

姿併と下法に今、学ぶものはｾ，、と

思う。 ( 笹村)

. 特 集 予 告

7月号/ 改正建築基準法一パート ll -

8月号 / 100年櫨へのメッセージ

回避股計創聾1∞周年

9月号/ 来世紀に引き継ぐもの
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印 刷 2 0  0  0 年 5 月 25 日

発 行 2 0  0  0 年 6 n  1 日

発 行 入 社 開 法 人 日 本 建 築 協 会

発 行 所 社 I司法人 U 本i l ! 策協会

，ｫ 阪『市 Ｑ首 ｩｾ 北 ｴ 区悔凹ト

訴 0 6 - 63訓4ι 0635

告怯t仔 rI 鹿 0∞0ω91(ιト凶9. 39975

印刷所" 汀'1 熔 印 刷 除 式 全 社

日本データネ γ ト株式会社

定 価 12∞1'1 (本体価駒 1143円]

建築川会 企
1917年創 刊 第81集/ 通巻939号
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特集・ スケ l しトン& インフィ l し

[ 総 論 Il

[総論2l

[集 合 住 宅]

スケル トン& インフィル ( S&I) に盟まれる JJ;1tJl 的、社会的行長 ・石 福 昭

スケルトン& インフィノレ、ンステムの可能性

一 多縦性の舵保からまちづくりの仕掛けへ- ・高田光雄

ふれっくすコート吉田におけるスケルトン・インフィル

一 次 世 代 型 集 令 住 宅 の 供 給 に 対 応 す る、ンステム・吉村篤ー・荒木公樹

次世代インフィルの' 愉郭が見えてきたーリフォーム ・リサイクル・建築

2 6  

22 

24 

[オフ ィス]

/ 設備のインテク'レーション・近角真一 30 

ｅｘ 幻 ｉη ＧＲ羽 Ｒ紅 Ｑ の主辺建ｾ築‘ンステムと第 Ｒ フエ一ス

青都|目l市公! 臼団宝到1におけるスケルトン& インフイルの取り組み

- ，'J].!，oフローラルタウン ・佐騒勝紀
34 

スケルトン・インフィル方式による集合住宅の現行法制度上の諜題・小西二郎 36 

インサイドアウトデザインのすすめ

[ トピックス]

オフィスにおけるスケルトン& インフィルー ・加藤 力

オフィスにおけるスケルトン& インフィルの設備投計・今井安郎

オフィスデザインにおけるインフィルのl長1m・村上三吉

オフィスのスケルトン貸しに対するピルオーナーとしての見解・吉 田 武

小学校の再生: 太l王l市 立 休 泊 小学 校 の 例・白江健三

。
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平成 1 2年度通常総会開催会員の受賞新住友病院見学会平成 12 年度日本雄築協会役

会務分掌、自平E韓民、支部長 、特別委員会、常設委員会委員続者アンケートにご回答下

さし、
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堺 市 役 所北 支 所 - 北保 健 セ ン タ ー ・北 図 書 館

武 庫川 女 子 大 学附 属 中 学 校 ・高 等 学 校 セ ミ ナ 一 棟

大 林 組 花 ; 阻寮

北 ピ ワ コ ホ テ ル 住 文 グ ラ ツ ィ エ

関 西 エ ア ポ ー トワ シ ン ト ン ホ テ ル

ア ー テ ッ ク 幕 張 ロ ジ ス テ イ ク ス

本郷の家一木のぬくもりを感じる公共住宅 (才本線二) ・朝倉一晃

現代人と康人の遣い. 宮崎興ニ 生きる . 中山幹三

震のゆくえ ・退腹秀平 Il ¥音. 桑 田 和 明

18  

20 

gall ery  

建築の眼

法 令 コ ナ

情造の頁

設備の頁

施工材料の頁

基礎講座A

基礎講座B

R E P OR T  

R E P OR T  

大 阪 市 の 中 間 検 査 制 度・椎名辰之

知!iI !mfJ f用 耐 波 改 修 工 法・奥本英史

倍 の 給 湯 圧 力 と な っ た 電 気 温 水 器・岡部正義

建 築 外 壁 用 光 触 媒 コ ー テ ィ ン グ 材・井 上 総

実 例 そ の 2 ・炊 飯 探 の パ ン フ レ ッ ト よ り ・山 田 修

誘導灯- 2 - ・小野慎吾

5存在Q会 / 吉 村 行雄 ・ 設 計 に 役 立 つ 写 真 の 船 り 方・酒井重治

4 月 の 出版 委 員 会 だ よ り ・山 田 修

。
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刀
inf or mati on 学校 トイレセミナー広島大会.都市7 ス・フォーラム .バーナード ・チュミ rV EC T OR S A ND  

E NV E L OP E SJ .病院建築基礎論座/ 福祉建築基礎講座 ・劇場を経験しようV . E MSの初級

者セミナー. 海岸通ギャラリー今秋開業へ HA SS206シンポジウム大阪府、景観形成地域を指

定. スポーツセン空ーに「コスモアートJ. 第10回松井源吾賞受賞者東京建築士会入賞作品展

ーギャルリー・女イセイ展覧会ー. 建築リフォーム&リニューアル展 rPr i meー記憶された色と形J

A meri c an Wo o d  Desi gn  A wa rds  2000受賞者決まる第1回 『印猪村野外芸術展 I N いに

は野』で作品公

各 地 に み る 建 築 作 品8点

平成 12年 3 月分

60 

62 

S ket ch  Book  

月間の動き

盤築と社会 ・20∞6 5  





作 E司E

Eヨ風

言宣言十監理.

士 界 市 建 築 局 建 築 部

昭 和 ・高 橋 ・ダ イ セ ン 共 同 企 業 体

施 工・

( 建 築 工 事) 住 友 ・ 南 海 辰 村 ・ 橋 爪 建 設 工 事 共 同 企 業 体

( 電気設備 ) ユ ア テ ッ ク ・西尾 電 設 建 設 工 事 共 同 企 業 体

( 空 調 設 備) 大 気 ・ 泉 陽 建 設 工 事 共 同 企 業 体

( 給 排 水 衛 生 設 備) 大 成 設 備 ・経 塚 ・ 大 同 建 設工 事 共 同企 業 体

( 昇降 機 設 備) シ ン ド ラ ー エ レ ベ ー タ

( 瓦 斯 設 備) 奥 村 組 土 木 興 業

堺市役所北支所-

北保健センター・北図書館

当施設 l立場市の京の玄関となる北地区の支所、保健センター及び悶

3 飢の惚合施設である 。

リｾｪＨｪＭ也は 、 地下鉄御堂￭ｦｊ ｪ 線新金問題 ｒ 駅前のｊＧ ｊｾｉ 附 ｲｲ 金阿南 ＱＩ 日発地区 ､ ｬ 下旬

区 域);/; )の* 幼iに位位し 、大阪府住宅供給公社分譲住宅( アルティス

新 金!日; ] ) と 一 体に盤怖されたものである 。

思 ｒ ｬ￬ ￭ Ｉￏ也区として、ゆとりのある 笠 川 を 附保 するとともに、ｬｬＮｾ而後退

により公共空1:¥1である道路等と 一 体 となる歩行者空1:.[1 . 緑地を昨似

している 。

、可施設は、基本理念である" いきいきふれあい広場. のシンボルと

もなる 5 T;1吹抜けのエントランスにより各胞設にアプローチし、 rli

民が気軽に利用できる文化・↑ 10;報機能の拠点を目指している 。

外観は、水平線 ・筋子等日本的. k 立; 践を継ポする j彰( 絡調 j瓜絡

歴 史 性 ItJ lrii 性) を表現し、また裂なる Hl途毎に各々 のJ . l t った形態

の他物榊成により、惚合用途であることを表現している 。

色彩は、利休ねずみに代ぶされる グレーを必淵に、ポイントとして

メタリ ック( 金属) を配し、歴史性. /i'l ldi f l: ・未来へのイメ ージ を

踏践している 。

(fIr.: 木々 ｾｾ ・ 大野 ｉｉＢｾ Ｏ ｕｾ 利 設［ＱＱＢＩ

@  

所 在 地 一一一 大阪府1界市新会岡町五丁 1- 4

敷 地 面 積 一一- 4，755.99rrl  

建築面積 一一- 3，310. 75rrl  

延床面積 一一一 12，452.46同

偽 造 規 慎 一一一 R C、5 F、B 1 F

工 期 一一一 1998年 2 月- 2 0 0 0年 2 月

愚 寄 駅 一一一 大阪市営地下鉄御堂筋線 ・新金岡駅

織 影一一一河合止揚

左頁工ントランス、右頁よから、外観/ ギャラリー/ 図書館

1踏 平 面 図 1:  1500 





作E 彊

Eヨ風

設 計 監理 .

竹 中 工 務l苫

施 工.

竹 中 工 務 庖

武庫川女子大学問属中学校高等学校

セミナー棟

[ エコスクール] 一一 ILI!'!.¥との融令を LI 指 して一一

'1' ・内等学校学習指 導1町民の改 定に対応した 「少人数の選択段業」

を行う校舎の計 IllJ で‘ ある 。 ここでは、 111明性」 を活かした IfJ;1J党」

っくりが IJ 指 された。生徒←→先生だけでなく、生徒←→生徒、ノt

f定←→白然の|員|係により、生徒の感受性を刺激することが試みられ

ている 。

放地は凶' 白浜に近い紙泣かなキャン パ スにある 三 角形の ｊｆｾ 状の敷

地 に、少人数教室のブロ y クが雁行して配也、される 。 南北のボリ ュ

ームの川 にある 中庭により、総 . )9l¥ . 光とい った11然の2t i ; 誌がえJ f 物J

l村ftlSに導かれる 。 この 2 棟 は、 i皮廊 F で、結ばれ、そこを修動 す る生

徒の I!fVJ き」 は、施設全体のアクティピティを 113めている 。

れ教宅の1判l而する大きな 1;，111は、 ( 1然を いl f; jSにづ |き込み、 外ぽにあ

たる光は、 11寺山の流れを )O::! ，議させる 。 作 所にとられたスリ ッ ト窓に

より、1 ' 1然の胤 が通り抜け、教室- Iflli F一外部へと悦線も流れてい

く 。 これらの配置 ー 平 ｬ 伺 ｾｩｬ ￯ｬｬｬｪ により、生徒は、お互いや ￎ ｉ 然とのつ

ながりをより怠識することになるであろう Ｉｾ上Ａ延岡や氷お熱によ

る空調 システムなどの胞設川 1'町と併せ、この佳物は[ エコスクール]

とi立白づけられた。エネルギーを 1i ) J 化するとともに、 ILI!'!.¥とのか

かわりをより感じられる環境が制られた。

この[ エコスクール] に対して、今年1瓜ーより文部ず?で始められた 「私

立学校エコスクール抱Vi llff を進 事業J の|五IJoi l fisn)J の 申 請を行い、兵/011

ｾｉｾ では 初 めてその認定を受けた 。

< 現在、全凶で 10校が認定を受けている 。 >

ＨｾｦＧ干保犬 ・ 長谷 川 Ｑ Ｇ ［ｦ . 久 武JflYJ/ 竹中 工務脂)

所 在 地 一 一 兵 庫 県西 宮 市 綾 川 町28，29. 1 ，29.2，35

敷地面積 一一一 67，437. 26ni

建築面積一一一 650. 12ni  

延床面積 一一一 1，484.03ni  

4荷造規模一一一 R C、3 F

工 期一一一 1999年 8 月- 2 0 0 0年 3 月

霊 寄 駅 阪神電鉄本線・甲子園駅

織 影 一一一松村芳治 (左頁)、 竹中工務后 (右頁)

小教室

大教室

ホール

中庭

宣外機置場

1階 平 面 図 1  :  1000 
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言宣言十 監 理圃

大 林 組 本 j苫 一 級 建 築 士 事 務 所

施 工・

大 林 組

大林組花壇寮

ill 物 は 自 社 の 'ifl が老桁化したことにともない正l ! 替えられた、 宝 数

ＱＴＰ ｾ の 独身 寮である 。

今回の計画では、熊を lii.な る個室の集合体ではなく、 コ ミュニケー

ションの場としてとらえ 、その 中心 となる共用空 間の 価値を高める

ことを設計の目 標 とした。 また屋上総化や各till 省エネ技術の採用な

ど、地球環境に対する負荷の低減にも取り組んだ。

施設は策室を東 西 2 事I ! に平行配位し、中央部分を共用空I ' IIIとした H

型プランである 。 この中央部分に設けられた斜めの車曲線が、共用空

間 を 食 堂 ラ ウ ン ジ 浴 室 の3つの機能に分別 し、同時に北 iJll I;1i oj.而緑

地 までつながる視線の抜けをパースペクティブに強調している 。

また食堂ラウンジー浴室とそれらにつながるルーフテラスは半階ず

つのレベル差を持ったス キ ップ配位 とし、そ れぞれを階段でつなぐ

ことで、垂直方向にも スパイラル状に辿統した空間l面白白としている 。

中央に設けら れた絡円形のシャフトは伎になると柔らかな光を発し、

シンボ リックなタワーとして寮生たちの州りをやさし く迎え入れる。

建設にたずさわる若者が過ごす場所 として、 快適で誇りを持って住

める寮になればと思う 。

コ
所 在 地 一 一 大阪府吹田市山手町 3 丁目 1-3

敷地面積 一一一3，072.1 7 m

建築面積 一一- 975. 81  m 

延床面積 一一- 3，738. 77m

構造規模 一一一 R C、一 部 S 、5 F、B1 F

工 期 一一一一 1999年 2 月 - 1999年 12月

最 寄 駅 一一一 阪急電鉄北千里線・豊津駅

撮 影一一一河合止 揚

(i主野英治/ 大林組)

④ 

1階 平 面 図 仁 1000
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設 計 監 理・

大 林 組 本I苫一 級 建築 士 事 務 所

施 工園

大 林 組

北ビワコホテル住文

グラツィ工

北 ビワコホ テ ル住文は滋 Ｑｾ ＱＧｒ Ｎ 北 部、長浜 市 の琵琶湖潟 ｩ 間半 に｀つ客 室

数 67のリゾートホテルである 。 この度、湖北観光の拠 点、として、矯

礼施設の更なる充実 と大規模宴会のニ ーズへの対応、宿泊部門の 拡

充を狙いとして 、新館を建設することにな った。

3 方が湖聞に図まれた立地環境を最大限に活かすために、すべての

客室 は琵琶湖が望めるように配白し、また、 当建物のシンボルであ

る天井 高 8 mのチャ ペルは琵琶湖に突き 出 したような形として、 内

部からは大関口ガラス面を通して淑! との一 体感 が味 わえるデザイン

としている 。 また 、ホテルコン セプトの 「催 、美 、1凌」に主主合した

空間 とするために 、 「人に優しく、美 しく、心 を浴ち着かせるホテル」

をテーマとして、人を圧倒 するような空間 は作らず、ア ッ トホ ーム

で美 しく 、暖かな雰 囲気を作るように心がけた。

インテリア計画においては、長浜市と ｾｩｉｩ 妹 都 市である 北 イタリア

ゥーエ ローナ市のイメー ジを取り入れ、パ ブリ ック部分のl宋タイルや

壁装材、照明器具等はイタリアの輸 入 tt171を探周したほか、家具 やカ

リヨン、ガゼボ、彫刻類はイタリアで特注して製作した。特に、ス

イー トルームはイタリアの代表的な地方の名前 を冠する部屋 が 6 室

あり、そ れぞれの地方のイメージテーマに沿 った イ ンテリアで コー

ディネー 卜をおこな っている 。

セう

(岩 F博美 1韮l国弘史・摘回 久/ 大林組)

長選ヨy トハーパ

ｾ＠

ー

所 在 地 一一一 滋 賀 県長 浜市 港 町 牛17

敷 地 面積 一一- 9，658.29ni

建 築面 積 一一一2，680.07ni

延 床 面積 一一- 8，522.80ni

備 造 規 模 S . S R C、7 F

工 期 一一一一 1999年 2 月- 2000年 1 月

最 寄 駅 J R北 陸 本線 ・長 浜 駅

撮 影 一一一福 漫 昭 嘉

左頁ー湖と一体となったチャペ J レ

右頁上より、湖上ヵ、ら望む東面遠景/北東面外観11踏 工ントランスロビー/

チャペ J レ内観 (左上 チャペJ レタ景 (右)





if 11司E

E圃 風

言宣言十監 理・ 坂 倉 建 築研 究 所 東 京 事 務所

施 工 ・ 鹿 島 建 設 ・同和 工 営 ・岩 出 建 設共 同企 業体

電 気 設 備 : き ん で ん 衛 生 設 備 三 機 工 業

空 調 設 備 ー 新 日 本 空 鯛 建 設 資材 : 大 興 物 産

関西工アポートウシントンホテル

口 r/i 新 で rl ' i i 穀感のある外観 |北|商 工 ア ポ ー ト ワ シ ン ト ン ホ テ ル は

| 刻阿国際空 港 の 対 岸 に i立位するり んくうタウンに立地している 。

［Ｚ ｊ ｾ ｉ 判 の 海 と空そして 山，ｬ ￭ ｾ との ，ｾ｜ｉ［ｦ ｮ 、 ｼ北 ｬ 西 空港から イメ ージさ れる先

進 性 と の 融 合 、 エ アポー トホ テルとしての消潔感と消新さ、これら

を-&JJl するようデザイ ンを組 み立 て て いる 。

また、りんくうタウンの反則 的な lJ i っくりにおいて、将米も周辺の

術必みに調布lす る よ う 、 全 体 のj形態はシンプルな形状とし、ホテル

の ｲｭ 紫Ａ必をｾＮｉｽ ｬ するために、外壁は ｼ ι ｬ いタイルで桜っている 。 また、

2 紐 郊の形状の施荊hタイルを使うこ とにより、一時避餓バル コニ ー

の 繊細|なメタルワークとともに、泉南の太陽を受け微妙に変化しな

がら光郎く外壁を生み出している 。

口 ナチュラルな色調とポ材感のインテリア ホテルのパプリ y ク

スペースは、お客様を l暖かく迎え入れ、送り出せるよう、大旦II 石と

スタッコによるナチュラルな色［ｴｉＧｩｪと素材 ｩ Ｇ ｾ をベースにインテリアを

村 ｉ ｾｽ 求し ている 。

主5会均はりんくうの空と海をテーマに内装をまとめており、 '存 室 は

すI' ii 紫感のある白い内装と白木の家具で統一 し、カーぺットに鮮明な

色を使うことにより 、?: i ぎの な か に 爽 やかさが感じられる客室とな

って いる 。

口 1;日かれた現代美 術空 間 ホテルに併設されているのが、大阪府

りんくう現代美術空1111 ( ルーカス) である 。 この美 術 展 示 スペース

は 、.l} l代美 術を身近かなものとするために、収蔵庫を内包し外周を

股 示 ス ペ ー ス と す る こ と で 、 ホ テ ル利 用者と 地 域 に |井lかれた* j ，l ii 空

|品! となっている 。

今f後去、ホテルと美術飴館' による相 釆

(;京J紅E 泰規/ 坂念主挫i主E築砂研f究F所月)

人工地盤

所 在 地 一一一 大 阪 府 泉 佐 野 市 り ん く う 往 来 北 1・7

敷 地 面 積 一一一 6，1 9 0 m

建 築 面 積 一 一 - 4 ，544肘

延 床 面 積 一一一26，604 m

構 造 規 模 一一一S 、R C 、一宮BS RC

工 期一一一一1998年 3 月- 2000年 3 月

ーう

i: ;( 

2踏 平 面 図 1  :  14∞ 

最 寄 駅 一一一 J R関 西 空 港 線 、 南 海 空 港 線 「 り ん く う 空 ウ ン J 駅

郷 軍ヨ ー一一島 修 一

‘ エントランス廻リタ景

大 阪 府 り ん 〈 う 現 代 美 術 空 間 ( )レ カス )
V 宴 会 場
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設 計 監 理・

大 林 組 本 庖 一 級 建 築 士事 務所

施 工・

大 林 組 ・フ ッ ト ワ ー ク 建 設 共 同 企 業 体

アーテック幕張

口ジスティクス

当立ｾ物は、 づ ｉａ 迭しの最大予、アートコーポレーションによ っ て、づ ｼ

越しの|員|京地区基地の拡大、.1(，びに、新しい P作業分野としてのロ ジス

ティクス Jj部 制 倒的、 '11の '11検均を合む惚介胞設として訂阿 された。

計 ｉｬｬｩｪｊ 也は、千Ｎｩｉｬｩ県習志野 ､￯ にあり、 ｴｬＤｾＮ 民主 ｦｩ ｬｩＧｬ ｬ 心の阿世 Ａｉｉ の端にｻ 立位し

ている 周 Ｑｭ にはまだ雫地が ＱＱ 立ち、 ｊｒＩ［ｲｾ 線・東関東 ＨＱ !rijJ  'ITlli か

らよく 1t! .える F斤にある 。

訂阿に先立ち止ｊＡ築主から求められたことは、 一 般的な ｦｲＮ Ｑｾ ｾ 配送セ ン

ターのコストの範囲内で

① J R);r 袋線から認識できる特徴ある外似を持つこと

② fr./oi l 配送センターに比えない外観にすること

であった

そこで、 Jif ! i l i 線から見える外li ! l lの' u:のI1J iと ィ亙の阪に劇的な変化を持

たせて、強いサイン完1) *を持たせようと与えた。

伐の11J! は、回線に使川するガルバリウム折板を外壁に使川 し、金凶

質の' 限f犬な感じを勺えるようにした。 また、 'dl ' II の市1)、lからでもは

っきり泌誠できるようにアーチ盟の大H日な榊成を取り入れた 足元

ｦｾｩｓ 分は折板を Ｑ 枚 ｩｐ きに抜いてルーパー状としてリズミカルで透 明

感のある! 必じにした。 1 ・2附の竹四日(1分は、カーテンウオ ールとル

ーパーをi JIねあわせて似111 した

伎の1111は、大仰の映像装; 白により、 |台1f tのト ラック形状をコーポレ

ー トサインで浮かび t がらせることを試み、かなり強いイン パク ト

を持たせることができたと jぶっている

(ギJ下防災、片岡儀ー/ 大林組)

投彫機

す

l

l

h

目提
出
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暁{ 融サイ ン概意図

所 在 地 一一一 千葉県習志野市芝図 2 丁目 1- 18

敷地面積 一一- 5，000.0 4 m 

建築面積 一一一 2，928. 72m

延床面積 一一一 11 ，932.75 m

機 造 規 模 一一- 5 、5F
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嫡 影 一一一(紛ヲ ドウ フ ォ ト 工 藤 政 志

北 面 外 観 (夜 景)







AR CHI T E CT's  E Y E  

現代人と原人 の違い ¥生きる

宮 崎 興 二

ある辿築学生が、初めての設計諜題で 、 ノＧ ， ｪｻｬＩｲ ｾ をつないだ住

宅案を教授に比せたところ、お ｬ 清はミツバチか、人 ｲｾ り だ っ た

ら凹角に ＨＱＧ ｛せ、としかられた 。 ここには、立ＮｬＡ ｾ 誌は凶 ＱＨ Ｑ い、と

いう前識の議 ) J が見え隠れしている 。

ではなせ' II4f f J がよいのか、と問い詰められると、じつは返

事に|杢|る。作りやすく住みやすいから、とは 1ij 純にはいえな

L 、からである 。 たとえばfnJ の技術も道以もなか った大 けの 庶

民の竪 穴式住民などは、だれでも知 っているように、 IIqタl と

は天 とJ也ほども述う円)1ヲプランにな っている 。 それどころか、

u>i 近つぎつぎと_ Ii 角形の控穴式住居跡が比っか っている 。

1i j
l
l といえば、四角どころか六 角や 1

I

J よりも、ず っと応川

しにくく J ｬ ￵ ｩｊＡＺ ｾ 詩的である 。 だからもし五角形を使 っ た案を設

計課題で:' 1:!Jl H' ，したらその泌で手伝第するに迷いな L 、。何を| 思そ

う唱者も、 401'1' .近く l1i i、AEJ 党市 'Jc務所入社のための而接試験で、

日角 JI予を組み合わせたコンサートホ ール 案 を 持 ってい って 不

合絡にな った。

そんな小の今年 2 月末、辺、去をつく 50) } 年前の原人の ( 1:)，所跡

ら しいものが崎玉 県秩父で二 つも見つか った。 それが|市/j と

も五角 ｊ ｲ ｾ だっ た 。 現代人と原人の最たる述いは凹 ｪ ｪ｟ ｉ ＡｊＮ Ｍｦ みか Ｕ

j(1好みかというところにあるかも知れな L 、。 それから判断す

ると準寸行は、知抜人のようなJ!fll貌を凡せるまでもなく II¥JJ!i1;い

なく原人である 。 京都大学人間 ・環境学研究科教綬

雲のゆくへ

遠 藤 秀 平

丘) J の述休の令聞 にオルレアン( フランス ) での辿築会 議

仇RCHI l AB) に参加 した。 11本と |司じように 11射 しの強 い 1-1

が続いていたが、後半は1: 1 < 1 が多く急激に2どくな ったかと !ぷえば

径が降 ってきた。ZEが5ZLになり 芸 を眺めていると |二l本で-のぷ't，';

とは少し )li占うように思えたが、やはり糾! 度に関係するのだろう

か北海道で li，m真に芯を経験したことを!ぷい山 した。

また、 ＱＱ 本を発つ ｉ ￌￍｩに Ｒ ＱＧ Ｑ Ｚ の波工写点の ｾＱＱ ｾｬｩｾ に立合 っ ており

これも安を眺める H寺間が多い。 いつも 行空と良い雲 が山てくれ

ることを則っているが、ち: 点の山予|そをle布するi J ! 2 k ' な要素であ

り ｈ 寺にそれを川る人の込ｬＡ築に対する印象にさえ Ａ ｪ ｾＮ 宇してしまう 。

述度に; n われて 11常では宅をあおぎ見ることを忘れがちである

が、単純な水ぷ 気の変符態であるのに多織な4長引? を持つ'長には

心主主かれる不思議な魅力がある 。

江1111'.] の会議では総々なテ ーマで、協議が行われたが、興味あ

る議論にロ ーカルとグローパルがあ った。特にヨーロ ッパの住

築家にと っ てのここ数年は、歴史的 差 Ｉｾｬ を共有してきた状況の

変化が大き く、 均質化するl f ! ldi に危機感さえもちながら討議が

行われていた。IT' 革命などにより '防報の均質化が進む1 ' 1' 、地域

の多様性の一郎をになうはずの建築の可能性が屯裂である 。 タ

主 ｉｊ に 会 議が終了し屋外にでるとまだまだ ｉ ｙｊ るく ｩＧＨ ｾ 、をに、地球

のどこでも均質な科学記けffiOで・出来ているはず、の雲 がぶ↑ Jf12

かに浮かんでいた。 遠藤秀平建築研究所

20 建築と社会・2∞0.6

中 山 詳 三

ノk ，='=i の昔から、人が究極望んできたことは 「永述に生きる

こと J であ った。

ほんの数十年前までは、食べることや生活することに精一

杯で、 「生きることとはJ ["人生とはj などと深く考えてみる

ゆとりなどなか った。 しかし、人生五 ・六 十年と 言 われたも

のが、今や平均寿命が延びてみんなJ乏主主きできるようにな った。

それで、栄たして人は幸せにな ったのだろうか?

元来あまり深刻に物事を思い詰める性格でなか った私が、

五卜歳を過ぎた頃から l時々考えるようにな ってきた、 「生きるJ

つてなんだろう? と 。 八十歳を過ぎた親父がしきりと墓のこ

とを% にするからなのか、 )j 沈服した娘が家を出たからなのか、

公務日生活も余すところ十年を切 ったからなのか、よくは分

からないが何か 「寂し L 、J のだ。

「人生とは孤独なもの」 かも知れない。 でも長い人生、誰

も一人では生きられない。 たくさんの人と出会っ て、たくさ

んの人に支えられて歩いてきた。 この先は、男でも女でもいい、

一人でも多くの “惚れ込める人，. に会 いたい。(，'1一杯、生きて、

人生が終わる 11寺、ああ、素敵な人に出会えて楽しく過ごせた

なあ、と思いたい。

みんな一人なんだから、せめて 「生きている 今 このとき J

を一緒に過ごそう l 京都府土木建築部住宅課長

嵐 日

桑 田 和 明

昨年 ・ 今 年の Ｒ 回、出築を 学 ぶ 学 ｾ ｴ たちの作品 ｬ こ ｦｱｾＨ れる機

会 があ った。 111主イ1三は切 りI I も表J J UJ も変化 に佐;んで ) J 作 が 多

L 、1=11象だ ったが、今年は葬祭場など、の作品が特に目 立 ち、H脅

さが気になることを議論することとな った。展望が見えない

ままの不安な 由紀末の状況を 映 して究極の安箪を鑑みている

若者の淡は、やはり ［ＮＮＮ ｾ ｾ ＧＱＭ ｩ Ｏｾ ではない 。 今 世紀 が残してきた戦争

と平和、破壊と建設、 。1，他 と尊敬の 間 にある、共生や思いや

りやT f f 't とい った次代の方向を示す鍵を積極的につかみこみ、

梢必を展開してゆくエネルギーを感じたか ったのは私ひとり

だっただろうか。

|ι |い'王:の浮 かぶ万全のドで、野イチゴを頬張りひざをめく

っ て浅瀬に水遊びした頃に ｦｱｾＨ れた私の建築は、ｼ哲 ｊｉ 問 のある土

壁の隣家の縁側 と、たまにしか山ない街の、道に回線の架か

った尚! 日月の突き、11，たりにある百貨脂の屋上の小 さな遊園地

だ った。個性の時代といわれながら、建築や者11$は '=1"性化 の

道を歩んでいる 。特に地方のそれらが、地方を忘れるほどに

小火的 なことは寂しい。 グ ローパル化が進み情報イ ンフラが

急述に作及した今 こそ、その上地 にあ った材料や色や)1予の、

)!fll lニの! l l i : 史をつなぐ表象が燦く 。

松村組品質環境管理本部長

建築の眼
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総 論 I

スケルトン&インフィル (S&I) ｾこ望まれる環境的、社会的背景

石 福 昭

早稲田大学忍11工学総合研究センター客員教授

建築にと ってS &Iは古く、かっ新しい謀題である 。 このS&I に、

今新たに地球環境保全 という 重大な使命が課せられた。 また、 S &I

を成立させる社会、経済、政治、技術も 今、大きく変貌している 。

S &Iは、建築の生産、流通、所有、維持、管理などのシステムの変

革をも促している。

1  . かつて超高層ビルで採用された8&1は妥協的で

不徹底なものだ。

S&Iを 「建築の躯体や共用設備! と内外装や専用設備を分離して計

画すること 」 という単純な定義に従えば、 S &Iは現代建築において

は古くから用いられた計画手法の一つである。

筆者は、かつて、わが国においては初期の超高層 ビルである世界

貿易センタ ー (竣工1969年、東京) の設計に従事 したことがある 。

その時、この設計チームに課せられた最大の技術課題は、 更新性の

確保だった。一方、超高層 ビルを笑現させるための構造上、設備上

の技術課題は、わが国の従来の技術の延長、あるいは先進諸国か ら

の技術の移il! i によ って、それほどの困難もなく処理された。だが、

超高層オフィスビルを陳腐化することなく 、その価値を永続させる

ための更新性の確保は、それ以上に重要でかつ困難な謀題であ った。

そして、その時に到達した更新性を確保するための手法がS &Iだ、っ

たのである。

当時、建築界では、人口土地、代謝建築、司変住宅などS&I をコ

ンセプ トとする提案が活発だ‘ った。だが、不動産投資としての採算

性に基づいた現実のプ ロジ、エ ク トは皆無に近かった。 したがって、

超高層オフィスピルが実現したS &I の初期のものといえるだろう 。

このような事情から、当時の経済的、技術的、法規的な ilj!J 約のもと

で実現した超高層オフィス ピルのS &I は、極めて妥協的で

ものだ、つた。とはいえ、 霞が関ピル、世界貿易センタ ーピルなどは、

最近、いずれもその大規模な リニューアルを完了し、陳腐化するこ

となく現在に至るまでその機能を十分に果たしている。これは、当

H寺のS&I を意識したコンセプ トの賜物といえるだろう 。

2 .  8&1 には地球環境保全という新たな使命が課せ

5れた。

このように、初期の超高層オフィスビルにおける S& I は、更新性

の確保に よる陳腐化の防止、すなわち商品価値の維持がその目 的だ

った。だが、今 日のS&I には、 地球環境の保全 という新たな使命が

課せられるようにな ってきた。地球環境問題には、表 1 に示すよう

な多くの諜題があるが、その中で現在は、温暖化問題が最大の課題

とさ れている 。そして、 この温暖化|坊11: には、 人類活動によるco

22 建援と社会 ・2∞0.6

表 1 主 な地球環境問題

分 類 L C Aで定量化される広〈認められた環境問題

枯 渇

( 1  ) 非生物資源の枯渇

( 2  ) 生物資源の枯渇

( 3  ) 地球温暖化効果

( 4  ) オソン層破 壊

( 5  ) 人 に対する 毒性 (大 気 、水 、土i裏)

( 6  ) 生 態 毒 性 ( 水圏、 陸圏)

( 7 ) 光 化 学 オキシダン卜の生成

( 8  ) 酸 性 化

L雪 染 ( 9  ) 富 栄 養 化

( 10) 放射線

( 11 ) 廃熱

( 12) 騒音

( 13) 臭 気

( 14) 作業環境

( 15) 砂i莫化

( 16) 生態系の物理的ダメージ

ダメ ー ジ ( 17) 景観的ダメージ

初期建設

言宣言十

運用

光熱水

保守管理

修繕

改修

( 18) 直接的 ・間接的犠牲

43.4  

11  オランダ ーライデン大学の研究グ Jレープによる

省エネルギー化対策に よって

医盟理盟

30.9 省エネ十長寿命化対策で

医盟理ヨ

也岨E 軍司記事 濁 司止温

廃棄処分 回

さらなる しC C O，

削減のために

産 業

廃棄物

Cas eA Case B  Case C  

図 1 LC C O，の比較

(ill築残上は除 く) 単位 Kg/ i l' nf  

更 新 時 t: 12.5::: :  

修繕時 oi l l : 三

建 設 時 t:10.0: : : :  

61. 7 

A : 平均的 目。 省エネ

オフ ィス モデル 長寿命モデル

35年寿命 50%省エネルギー 50%省エネルギー

35年寿命 100年寿命

図 2 床面積 リライフ サ イク ル廃 棄物 の年平均値の比較
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図 3 事務所ビルの寿命実態 (東京都中央区)
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人口密度 (人/ ha) i環境研究 (1992) J 名古屋大学教授 林良嗣

図 4 人口密度と一人当たり交通エネルギー消費量の関係

放出の削減が最も重要であることが世界の共通の認識となってい

る。

建築活動のなかで、 CO
2

放出を削減するための手法とその効果を

L CC0
2  

(生涯二酸化炭素放出量) として比 i肢したものが図 1 であ

る。図 l に示すようにL CCO，削減に最も効果的な手法は省エネル

ギーである。日% の省エネルギーでは、 LCC0
2

の29%が削減される。

そして、次に効果的な手法が建物の長寿命化なのである 。従来の35

年寿命を 100年寿命とすることにより、 LCCO，は、更に 10%削減さ

れる 。また図 2 に示すように長寿命化は、廃棄物の削減にも効果が

ある 。このように長寿命化はL CC0
2

や廃築物の削減に効来的では

あるが、この比較の基準とした従来建物の寿命は35年であった。こ

の35年は、少し短いようにも見える。だが、この寿命は図 3 に示す

東京都中央区の事務所ピルの笑態に基づいたものなのである。

建物の寿命には、物理的寿命と社会的寿命がある。物理的寿命は、

建物の部位ごとに異なり、適切な設計と周到な保全が行なわれれば、

その物理的寿命は、図 3 に示した実態より遥かに長い。一方、社会

的寿命は、現代の急速な社会の変化と技術の革新により極めて短い

ものとなっている 。図 3 に示された建物の寿命は、その大部分が社

会的寿命によるものである。この社会的寿命を延長するものが更新

性なのである。そして、この更新性を確保する計画手法がS &1なの

である。 したがって、 S&I は、地球環境保全のための重要な技術と

なってきた。

3 .  S&I は高密度立体展開都市の実現にとっても不

可欠な技術である。

者11市空間の高密度利用は、最小の環境負荷と最高の資源 ・エネル

ギー効率を可能にする。 また、この高密度化により、農地、森林な

どの自然環境の確保が可能となる。資源 ・エネルギー効率の一例と

して、人口密度と 一人当たりの交通エネルギー消費の関係を図 4 に

示す。高密度化は、都市交通エネルギーの原単位を減少させる。こ

のように、都市空間の、日w，:j立利用は、地球環境保全に対してイT効

なのである。この高密度利用は、者11市空間の平面的な利用では述成

されない。平面的な利用には限界があり、過密化により都市環境は

悪化する。この平面的な利用に対し、良好な者11市環境を維持しつつ

高密度を達成する手法が者Ilili の立体的な利用である 。者IlTli を立体的

に展開することにより、周辺緑化が可能となり環境共生型の都市が

実現する。この立体的に展開する都市の架構が人口土地なのである。

人口土地は、都市インフラを完備した梨構であり、 S&1における躯

体や共用設備にあたる。そして、この共用設備には、環境負術低減

のための高度なインフラ設備としての中水道、ゴミ発電、コ ージェ

ネなどを完備することができる。

このように、地球環境負術を低減する高密度立体展開都市の実現

にとって、 S& I は不可欠な技術なのである。

4 .  S&I は 、 建 築 の 生 産 、 流 通 、 所 有 、 維 持 、 管 理

などのシステムの変革を促すものである。

前述したようにS& I は、地球環境保全にとって重要な技術である。

一方、それと同時にS&I は建築の不動産としての所有システム、流

通システムに対しても大きな影響を与えることになる。

&1においては、スケルトンとしての躯体と共用設11111が人円上地

として機能する 。そして、インフィルとしての内外装や専用設備が

通常の建物のように建設され、更新され、流通する 。 したがって、

インフィルは、単独に不動産としての財産権が法的に設定されなけ

ればならない。 しかし、従来の区分所有法では、最終的な専用部分

の所有者が、土地、躯体、共ＩＱ Ｚ ｊ 設備などのスケ ｬ レトンを ｾｈ￭ するこ

とになる。 したがって、このスケルトンを切り離したインフィルだ

けの所有権が設定できる合理的な法制度が必要となる 。スケルトン

には、都市のインフラストラクチャーとしての高い公共性が袈求さ

れる 。 したがってスケルトンは、安全確実にかつ永続的に機能しな

ければならない。この目的を達成するためには、その所イTと維持管

理のために新たな社会的システムの導入が必要となるだろう 。この

;場合、都市基盤整備公団などの活用が期待される 。 このように、

S&1により建築の所有システム、流通システムが変革されれば、そ

の生産の技術と体制、維持管理! の技術と体llj lJ も変革される。 また、

建築基準法をはじめとする凶述の話法規もその改正を余儀なくされる

だろう 。その外、最近は、資金調達のために、不動産の証券化が加

速している。この場合、不動産の物的、法的、経済的な分析・調査

のためのテ、ユ ・デリジ‘ エンス (Due D出gence) が必要となる。スケ

ルトンとインフィ lレを明確に分離したS&I は、従来の不動産にみら

れる不確定要素を減少し、デユ ・デリジ‘ ェンスにと って有効な資料

を提供することになる。このようにS &1は不動産証券化の推進要因

ともなっている。

このようにS&1は、建築の生産、流通、所有、管理などのシステ

ムの変革を促すものなのである。また、これらのシステムの適切な

変革なしにはS& I は、その期待される役割を果たすことはできない。

(いまふく あき ら)
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総 論 2

スケルトン&インフィルシステムの可能性

一 多 様 性 の 確 保 か ら ま ち づ く り の 仕 掛 け ヘ ー

高田 光 雄

京都大学大学院工学研究科建築学専攻助教授

. 1. スケルトン&インフィルシステムのルーツ

(  1  ) 二段階供給方式

1970年代の後半、 筆者は京都大学巽研究室で集合住宅における一

段階供給方式の研究開発に従事していた。二段階供給方式とは、集

合住宅を公共的性絡が強いスケルトンと私的性格が強いインフィル

に分けて供給しようとするもので、近年では、スケルトン住宅やSI住

宅などともよばれるようになったハウジングシステムのことである。

二段階供給方式の開発のきっかけは、これに先行して行われた共

同研究 「住宅供給における 『公共化j に関する研究j の中での構想に

基づいて、その後引き続いて研究開発に取り組んで、いた革新的ハウ

ジングシステムである「公共化住宅」システムが、実現を前提とす

るにはあまりにも理念的かつ複雑で、、当時の社会情勢の下で笑| 僚の

住宅供給に適用することが極めて困難であることを、様々な事業主

体に対する聞き取り調査を通じて痛感したことにあった。当H守、公

共住宅か民間住宅か、持家か借家か、といった二分法的な住宅供給

論に多くの矛盾が見えはじめ、新たな公民の役割分担と権利関係の

再構築が模索されていたが、公共化住宅システムは、者1I 市の集合住宅

を異なる性質を持つ多くの財の集合体として認識し、それぞれの財

の性質にふさわしい供給方式を組み合わせて住宅を供給しようとし

たところに革新性をもっていた。二段階供給方式は、これを可能な| 浪

り単純化し、現実の住宅供給への適用を平等易にしたもので、あった。

段階供給方式を適用したわが国最初の積層型集合住宅は1982年

に竣工した大阪府住宅供給公社による泉北桃山台 B 団地であった。

総戸数98戸の団地であるが、こ の内20戸弱が住まい手参加設計によ

る二段階供給方式で建設された。その後、この方式はエステ南千里

(大阪府住宅供給公社) などのプロジ、エ ク 卜で発底的に継承され、

いくつかの地方住宅供給公社で、も類似の試みが行われた。また、賃

貸型の二段階供給方式である住宅 ・都市雄市首公団のフリープラン賃

貸住宅や、近年では定期借地権を活用した定イ昔型の二段階供給方式

であるつくば方式なども開発されている。

( 2  ) 近世大坂の裸貸し

住宅を二つの部分に分けて供給しようとする考え方は、 二段階供

給方式が必ずしも初めではない。たとえば、大阪では、江戸時代よ

り「裸貸し」と H予ばれる住宅供給方式が普及していたことがよく知|

られている 。これは、いわば、木造長屋のスケルトン賃貸であり 、

大家はシェルタ ーだけを所有し、内部造作は、 畳、襖、| 寧子などに

加え、かまど、流しなどの住戸内設備に至るまでrg子が用意してい

たのである。大阪でこうした供給方式が発達したのにはいくつかの
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理由があった 。 第 ー には、極めて ＱｾＧ￮ い借家率である 。 江戸時代の終

わり頃、大阪の都心部では全世帯fの 8割以上が佑二家で、あったと 言わ

れている。いわゆる裏長屋だけでなく、表通りに面した表長屋 (表

借家) も数多く存在し、多様な業態と流動的な都市居住に対応して

いた。 また、保貸しは、大家と市子との賃貸借契約上のトラブルを

回避した合理的なマネジメントシステムでもあった。第二に、京1M]

を基本とした畳割り、つまり内法制による建築構法である。これに

より畳や建具などのインフィルが規格化されるため、それらに互換

性が生まれ、庖子の業態や居住条件に伴う間取りの多様性や可変性

が硫保され、転居などへの対応も容易となった。 また、インフィル

の見込み生産が可能となり 、中古市場も成立した。第三に、自: やE12

具などのインフィル産業の発達である。見込み生産が可能となり 、

1-1' 古市場が成立すると、既製品のインフィルが流通し始め、インフ

ィルのリサイクル産業も活発化 した。国建道具売買所などと呼ばれ

るインフィル ・ショッフ。では新品と ':1] 古品の両方が売買されていた

ようである。

こうした裸貸しを支えた条件は近代になって徐々に崩壊してきた

が、それでも、第二次世界大戦前まで、は大阪の借家 (1941年の統計

では全住宅数の 9芸IJ を超える) の 3 分の l 程度は裸貸しで、あった。

( 3 )  N.  J . ハブラ ーケンと S A R

一方、ヨ ーロ ッパでは、 19印年代初めに、オランダ人建築家 N. J  

ハブラーケン (現在はh担T 名誉教授) によって、支持椛造 (サポート )

と分離可能ユニ ッ ト(D U) に分けて住宅を供給する方式が、工業化

によるマスハウジングに対する建設的批判として提唱された。また、

ハフザラーケンの提案の実現をめざしたS AR (建築研究財団) では、

関連技術の研究開発やその普及が凶られた。ハフ。ラーケンの提笑は、

住宅生産の工業化を否定することなく、マスハウジングの弊害を取

り除こうとするものであり、 D Uつまりインフィルは居住者の意思

決定によって選択される工業製品が想定されていた。二段階供給方

式が言十回供給論的アプローチによるスケ j レトン& インフィルシステ

ムであったとすれば、 S AR方式は生産技術論的アプローチによる

スケ Jレ卜ン& インフィルシステムであ ったといえるだろう 。

この方式は、ヨーロ ッパ各国で多面的な議論を呼び、オランダ、

フランス、イギリス、旧西ドイツ、オーストリア、スイス、ベルギ

一、スウェーデンなどで実験的プロジ‘ェ クトが次々と展開された。

また、わが国における住宅生産の工業化・部品化に閲する研究開発、

特に、日本住宅公団による KEP (Kodan Experi mental  Project ) な

とずに影響を与えた。ハブラーケンの提案は、建築単体の設計手法だ

けで、はなかった。それは、自治体から住宅の個室に至る様々なレベ



ルでの物的環境に対する意思決定がそれらを利用する主体によっ

て行われるべきであるという考え万を基礎としながら、隣接する

レベル間の調整の合理的方法を示したものであった。 これに関連

して、ハブラ ーケンは都市計画と建築設計との関係や建築家の職

能などについても数多くの示唆におんだ発言を行っている。

2. スケルトン&インフィルシステムの意義

(  1  ) 多様な住要求への対応

一段階供給方式は、住宅のシステム的認識と適正な役割分担に

より「生活的社会資本形成j と「多様な住要求への対応j を同H寺

に実現することを目標としていた。 しかし、 70年代の後半から80

年代のはじめにかけて、 この方式が社会に受け入れられたのは、

主として後者、つまり、多様な{ 主要求への対応、あるいは、住宅

設計への住まい手参加という意義が評価されたからで、あった。

その背景には、まず、 1973年の第一次石油ショックに伴う価値

観の大転換があ った。ハウジングの分野でも、従来の画一的なマ

スハウジングが否定され、住まい手参加lや地域性が重視されるよ

うになった。つぎに、住宅の量的充足があった。第一次石油ショ

ックの起 こった 1973年は、 5年に l 度の住宅統計調査が行われた

年でもあった。 この年の調査に よって、わが国の全ての都道府県

で住宅数が世帯数を上回っていることが確認された。住宅は祉の

| 時代から質の| 時代に移行したといわれ、住戸規模や住環境ととも

に、住宅の個別性、多様性の確保が政策課題としても重視される

ようにな った。

多様な住要求に対応するために、スケルトンの柱型や梁型をで

きるだけ住戸内には出さないで間仕切りの自由度を確保する工夫

や、共用配管を住戸内空間には入れない設計とするとともに住戸

内床下に配管スペースを確保し、住戸内設備のフレキシビリテ ィ

を高める工夫が行われた。 また、インフィル設計に対する住まい

手参加が試みられ、その支援ツー ｬ レも ｉｾ 日発された 。 しかし、法制

度の盤備が不十分である上、スケルトンとインフィルの分離は初

期コストの増大につながり、また、 j対住者参加方式は手間がかか

ることから、これまでの社会システムの下でのスケルトン& イン

フィルシステムの普及には一定の限界も認められた。

( 2  ) 長期耐用型集合住宅実現の手段

近年、スケルトン& インフィ lレシステムは再び注目を集めるよ

うにな った。 これは、地球環境問題の深刻化を背景として、この

方式が長ｽｾ ｝ 耐用型集合住宅実現の手段となるという期待が高まっ

てきたことによっている 。スケル トン& インフィルシステムカf普

及し、スケルトンの耐久性が高まり、インフィルの更新も容劾に

なれば、建て替えによる資源の浪 ｾｴ を最小化することが可能とな

る。笑際、わが国のハウジングは、スクラ ップ ・アンド ・ビルド

からストック ・マネジメントへの転換が求められているといえる 。

加えて、阪神淡路大震災以降、マンション建て替えの困難性に対

する認識が一般に拡がり 、この観点からも長期耐用型集合住宅の

必要性が指摘されるようにな ってきている。

これまで筆者がかかわったスケルトン& インフィルシステムに

よる集合住宅の中では、 実験集合住宅NE X T21 ( 大阪ガス) 、ひょう

ごl ∞年住宅サンライフ 三回 (兵庫県) 、ふれっくすコ ー ト吉田 (大阪

府住宅供給公社) などの賃貸集合住宅において、長期耐用型集合住

宅としての側面が強調されてきた。包括的な環境共生住宅を目指

した実験住宅NE X T 21では、長期耐用型スケルトンとフレキシビリ

テイの高いインフィルの徹底した分離が行われた。長寿命化に対

応して、将来における住戸規模や用途、権利関係の変更可能性を考

慮した結果、外壁や戸境壁の可変性も確保する必要が生まれ、スケ

ルトン、クラデイング (外壁、戸境壁等) 、インフィルという物財の

三段階構成が提案された。同様に三段階構成を採用したサンライ

フ三田では、住宅の長寿命化に焦点を 当てつつ、公的賃貸住宅とし

て成立するコストによる現実的解決が模索された。さらに、ふれっ

くすコ ー ト吉田では、インフィル工事に複数の企業からの技術提案

が募集され、最終的には 3社のインフィル工事業者が参画して事業

が進められるとともに、インフィル ・マネジメン 卜という観点から、

当初だけでなく経年後のインフィルの設置や移動、リサイクルが実

現しうるようなソフトシステムが整備された。

(  3  ) 地域のまちづくりの仕掛けとして

こうした長期耐用型集合住宅の開発は国レベルの政策の中でも

大きな位置づけを占めるようになってきている 。建設省は、総合

技術開発プロジェクト 「長期耐用型集合住宅の建設 ・再生技術の

開発J (マンション総プロ) を 1997年度から 5 カ年の計画で進めつ

つあり、通産省も生活価値創造住宅開発技術研究 (ハウスジャパ

ン) の一環として「次世代構造住宅開発事業J を促進している 。

また、都市基盤整備公団 (旧住宅 ・都市整備公団) は、 KSI ( 公団

型スケルトンインフィル住宅) の研究開発を推進している。

スケルトン& インフィルシステムの再評価は国際的にも進んで、

いる 。近年ではオープンビ lレディングという概念で、オフィスや

住宅を含めたスケルトン& インフィルシステムの建築をとらえる

ことが一般化しつつある。CIB ( 国際建築研究情報会議) の中にも

ワーキンググループが設置され、活発な活動が行われている。

もっとも、わが国のスケルトン& インフィルシステムは、多様

な住要求への対応や長期耐用型集合住宅実現の手段としてのステ

ージから、さらに次のステージに移行しつつあるように思われる。

関西のいくつかのまちづくりの現場で、この方式に、地域のまち

づくりの仕掛けとしての役割を求める動きが現れてきたからであ

る。たとえば、神戸では、あるNPOが、スケルトン賃貸住宅の中

で、 一次事業者であるスケ ルトン供給者に対する 二次事業者とし

て、コレクテイブハウジング事業を始めようとしている 。京都で

は、住民、企業、行政のパートナーシ ップに よる地域共生土地利

用検討会での議論をふまえ、まちづくりの文脈に合致したスケル

トン建築が計画されつつある 。大阪では、都心居住の拠点整備を

地域産業や地域文化との連携を図りつつ、まちの骨絡としてのス

ケルトンの中で進めようという構想が生まれている 。単なる住宅

建設技術から脱皮して、まちづくりにいかに貢献できるかが、こ

れからのスケルトン& インフィルシステムには問われることにな

るのではなかろうか。 ( たかだみつお)
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集合住宅

『ふれっくすコート吉田J におけるスケルトン・インフィル

一次世代型集合住宅の供給に対応するシステムー

吉村ー篤一 荒木 公樹

奈 良 女 子 大 学

はじめに

「ふれっくすコート吉田」は東大阪市吉田に言I-j 面された53戸の特定

優良賃貸住宅である。本計画の事業主である大阪府住宅供給公社で

は約20年前に泉北桃山台で、全国で、最初Jの二段階供給方式による分譲

住宅の供給を行っているが、今回は同方式による最初の賃貸住宅と

して苦| 画された。そして、基本計画に先立ち次の 5 つのテーマを設

定し、設計に反映させている。

1  ) フレキシビリティの高い l ∞年耐用集合住宅

2) インフィル供給への企業参画と入居者参加

3  ) 立体街路におけるユニバーサルデザイン ( さまざまな人に対応

できるデザイン)

4) 団地周辺との関係性を考癒した交流空間計画

5  ) 環境に配慮した計画 ・管理システム

上記のテーマに基づき例年10月より 2年半にわたり公社次世代都

市型集合住宅建設委員会による研究 ・計画が行われるとともに、イ

ンフ ィル企業参画のためのコンペや施工者選定のための技術提案コ

ンペを経て、 98年 3 月に着工、99年 6 月に竣工 した。なお、現在も

建設省マンション総合プロジ、エクトの一環として簡易可変型インフ

ィルの入居者調査が行われている。

1  . スケルトンについて

本計画では 「フレキシピリテ ィの高い100年住宅」 というテーマが

あげられており、資源問題や建替えに伴う種々の社会問題 (周辺環

境の激変など) を生んできたスクラップアンドビルドに代わる新し

い賃貸集合住宅の実現を目指している。100年という長期間にわたっ

て個々の居住者のニ ーズに応えるとともに、住宅市場や社会的要請

の変化に対応できるスケルトンが必要とされる。そこで二段階供給

方式を採用し、インフィルの更新のし易さ等のフレキシビリティを

考慮して、住棟内部に柱や構造壁がないことを前提とした。柱梁梨

lz コヨ±白ゴ|

1  I  '1 11一寸 I Ir寸

「 」一円I _ JつJ

建 築 環 境 研 究 所

Wt は耐 震壁を全 く設けない純ラーメンで計画を行い、将来の住戸規

模の変更に容易に対応できるようにな っている。

従来の集合住宅の設備配管方式はスラブ上配管が通例とな ってい

るが、そのために水廻り部分の床が上がってバリアフリーとならな

いことが多い。 また、バリアフリーの実現のために部分的にスラブ

を下げるとい った施工上のわずらわしさや、横引きスペースがない

ためにパイプスペースが住戸内に出てくるとい った問題が生じる 。

このような計画では、将来のインフィルや専有及び共用設備の更新

11寺に支障が生じるので床下に設備の横引きスペースを設け廊下側に

竪引きスペースをまとめて取ることが望ましい。

そこで本計画では部分的ではなく、 l スパン全体にわた ってスラ

ブを下げる部分と、下げない音11分を交互に設け、桁行方向の柱間隔

を小さくすることでスラフ、の下がったスパンは梁をなくして小断面

のリブ程度のものにできるという構造を検討した (実施案では梁を

設けることとな った) 。このようにスラフ守の下がったスパンとそうで

ないスパンが上下左右に交互に配置されることにより、建物縦断面

ではスラブの| 倍高が高い部分と低い部分が市松状になり、階高の高

いスパンに水廻りを配置すれば配管により床を上げる必要もなくな

る (図 1 )。これらの結果、水廻り部分は l スパンおきに設置できる

こととなり、水廻り以外の居室では床下収納や掘ごたつ、あるいは

床面を下げた高天井の空間を計画することができる 。二段階供給の

スケルトンとしてよく用いられる逆梁形式との違いは、階高を小さ

くできることと、デッドスペースを最小限に抑えられることである。

また、| 清高が高い部分には設備ユニット (住居ユニット ) 等 を挿入

することも容易であり、将来の工業化が進んだ際にも対応できる 。

この方法では階高を大きくすることなくユニット挿入方式のスケル

トンが実現でき、高さ制限のある条件でも最大限の容積を硲保する

ことができる (図 2 )。

なお、当初J はプレキャストコンクリートによる高品質 ・高性能の

スケルトンの実現を目指していたが、諸般の事情により現場れちコ

E二二コは設備ス ペースを示す。

設備配管ス ベースとなりユニ ッ ト ｉ ｾ 一一 寸ロ ＱＱ し
を挿入することも できる 叫 は」

図 1 スケルトン桁行断面図 図 2 スケルトンアイソメ 写真 1 スケルトン工事写真
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ンクリートとなった。コンクリート 設計基準強度を27N/mm、重要

度係数を 1.1、 高性能A E減水剤の使用や増打25mmによる中性化の防

止等、計画耐用年数を 1Cゆ年とする対応を行っている。

2. インフィルについて

二段階供給においては私有財的要素の強い住戸部分 ( インフィ

ル ・クラデイング) と地域公共的性質の強い躯休部分( スケルトン)

に分けられるが、それぞれの生産 ・供給を切り離し前者をハウスメ

ーカ一等の民間企業の参画を得て市場メカニズムを活かしながら実

施する計画で、あった。また、現在の日本の集合住宅建設においては、

総合請負建設業者 (ゼネコン) への一括発注がほとんどだが、先の

方式をうまく実現するためには専有部の設備を含めたインフィルと

スケルトンの分離発注を行うとともに、これをきっかけとしてイン

フィル産業の立ち上げをめざす計画であ ったが、現在の我が国の建

設事情によりそこまでは至らなかった。そして、居住者の入れ替わ

りや入居後のニーズの変化への対応を含めた入居者の自由なプラン

選択を笑現するとともに、 DI Y (入肘者自身による) 方式 ・可変イ

ンフィルの売買等多様な供給方式の導入も考えられている。基本計

画時の95年 2月にハウスメ ーカー及び建材メーカ ーよ り本計画のシ

再皆員 ｪｾｾ
a l  1  L DK 可... 1 L DK+ F  

民-l 劃
2  L DK 1  L DK 

図 3 可変インフィルのプランバリエーション

-・
圃'

可宜インフィル工事前 且出 し

ー・

圃.

姐て方 1 i量て方 2 仕上がり{ ピニルクロスは楽施工)

写真 2 可変インフ ィル工事写真

ゴt

図 4 住戸 ・間取り選択支援システム

ステムに適合する技術提案を求め、そこで選定された民間企業とと

もにインフィルの開発を行い、スケルトンの設計にフィードバ ック

していくという方法がとられた。また、各メーカ ーの独自性を活用

するために性能規定のみでインフィルの開発 ・施工をおこな ってい

る。

本計画では問定インフィ j レと可変インフィルの 2種類を設定して

いるが、固定インフィルは表装壁 (外壁の内側にあたる壁) 、7] ( 廻

り、押入等の固定収納、天井及び床等でクラデイングとほぼ同等の

ＲＵｾＳＰ 年の耐久力を保持し、可変インフ ィ ルは可変パネル ・ 建具・

可動収納等で15年程度の耐久力を持つものしている。インフィルの

更新は約30年ごとの全面更新、居住者の入れ替え時、そして居住者

自らが随時行う DI Y更新の 3段階のサイクルが設定されている 。全

面更新では固定 ・可変部分を合わせたインフィルをクラディングと

ともに更新することで時代や社会の要請に応えることが可能であ

り、その時は住戸の規模も変えることができる。居住者の入れ替え

更新は可変部分のみの更新で、新しい居住者の要望にあったプラン

を実現することができる 。そして、 DI Y更新では家族構成やライフ

スタイルの変化に応じて居住者が自由にインフィルを更新すること

が可能である (図 3)。

平面計画としては入居当初は l 室のみを固定インフィルとして供

給し、可動収納が備え付けられていて、これによって室を間仕切る

こともできる。また可動収納にはキャスターがついているのでDI Y

で容易に移動ができる。さらに壁によ って間仕切りたい場合は可変

}'i ネル ・建具を団地のメンテナンスを担当している大阪住宅公社サ

ービスに設置依頼する (このパネルと建具については入居者の所有

物となる)。 なお可変パネル ・建具の製作はインフィルメーカーが

担当する。

またプラン変更については京都大学高田研究室に より開発された

「住戸 ・間取り選択支援システム J を用いてパソコンの画面上でわ

かりやすく判断できるようにな っている( 図 4 )。

3 .クラディングについて

構造体は耐久性の高い柱梁構造で、その他は将来的な更新を想定

するという考え方が計画の基本となっているが、特に乾式工法で行

う外壁 ・サッシ ・戸境壁 ・パJレコニ一二重床等をクラデイングと総

称している 。クラデイングはインフィルを包み込む外皮と考えられ

ているが、多様なバリエーションを持つインフィルに対して柔軟に

追従するシステムを持つ ことが重要である 。またクラデイングの更

新サイクルを25年から30年に設定しており 、物理的寿命もこのあた

りに設定できる建材を選定している。さらに、耐候性 ・耐火性・断

熱性 ・遮音性に優れることも求められた。

外壁としてバルコニー ・委側は抑出成形セメント板厚印竪貼 (素

地仕上) 、廊下側はAL C版厚100 ( 塗装仕上) 、戸境壁として乾式高

性能遮音壁 (軽鉄下地の上繊維混入強化石官ボード二重J!占) を採用

している。なお、バルコニ一二重床は薄型プレキャストコンクリー

ト板厚印 (素地仕上) で、支持脚はスチール溶融亜鉛メッキ仕上と

している。 ( よしむら とくいちあらき まさき )
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ふれっくすコート吉田

- 基本計画

公社次世代都市型集合住宅建設委員会

(委員長 . 巽和夫)

・基本設計

公社次世代都市型集合住宅基本設計委員会

(高田光雄、吉村篤一、近角真一)

建築環境研究所、集工舎建築都市デザイン研究所

山田建築備造事務所

供給管理アドバイザー 脅稜広子

. 実施設計

吉村篤一+ 建築環境研究所

築工舎建築都市デザイン研究所

実施設計協力 大林組本庄設計部

・監 理

大阪府建設監理協会十建築環境研究所

・施 工

大林組

・ィンフィル開発 ・施工
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集合住宅

次世代インフィルの輪郭が見えてきた

ー リ フ ォ ー ム ・ リ サ イ ク ル ・ 建 築/ 設 備 の イ ン テ グ レ ー シ ョ ン ー

近角 真

集工舎建築者11市デザイン研究所

インフィル「内箱工法」の復権

高温多湿の気候条件下で コンクリートの住宅内部を打ち放しのま

まで仕上げる ことは決して良い結果を生まない。コンクリ ー ト住宅

の繁明期には失敗も多かったのであろうが、木造の「内箱工法J 、

つまり在来木造でインフィルをつくるという工法の発達により、ょ

うやくコンク リー ト住宅がこの風土で許容されるようになったとい

える 。にもかかわらず、歴史の教訓|に反して、 コス トダウンと合理

化の名のもとに内装のミニマム化の試みが過去数十年にわたって続

けられてきた。換気 ・杢調設備の進歩や、 コンク リート の打設技術

の向上が後押しする形で、 コンク リー トの剥き 出し部分は確実に増

えてきており 、内装は音 ・熱のための必要最小限のカバーだけにな

ってしまった。逃げ坊を失っ た設備配管が構造躯体内に鉄筋と 一緒

に打ち込まれるという異常-な工法までが登場し、危険性が指摘され

るに至った。

阪神淡路大震災以降、構造的欠陥がコンク リー ト構造物を如何に

脆く崩壊させるか、マンションの再建が 如 何にま ｕ ｾ しいかが広く知ら

れるところとなり、躯体性能に対する関心は一気に高まった。この

関心が引き金 となって内装仕上げの工法も根本的に見直される こと

になった。内装のミニマム化と いった行過 ぎた傾向が是正 され、歴

史的にみて長く受入れられてき た 「内箱工法」が次 世代インフィ ル

として復権する方向に事態は進み始めている ようである。

終のすまいの条件

震災が人々の集合住宅離れを引き起 こさなかったのは幸いで、あっ

た。むしろ逆に、集合住宅の良さに着目し、良質な集合住宅を育て

なければという方向に世論が動いたように見える。集合住宅を一時

の仮住まい的存在ではなく、 一生に一度めぐり合い、そ して親から

子へ受け継がれていくべき 100年を超える寿命を持った信頼にたる

存在として捉えなおそうとする契機となったのではないかと思われ

る。将来の買い替えのため、 一時的に所有する資産 としての住まい

ではなく 、長期にわたって安定的継続的に利用価値を持ちつづける

頼りになる住まいが強く求められている。その条件 とは、

① 躯体が長持ちすること

② 柱や壁に邪魔されない広々とした空間を持つこと

③ ライフス テー ジにあわせて間取り変更か可能であること

④ 年を取ってからも快適なバリアフリ ー仕様であること

⑤ 設備のメンテナンスや部品交換が容易にできること

躯体の性能は勿論であるが、内装のあり方にも十分な関心が向け
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られ始めている。特にインフィルに求められるものを貰いて「可変

性J がキーコンセプ トとなっている。

リフォーム性能力1基本となる次世代インフィル

スケル トンは一旦作ってしまえば、変わらずに 100年以上の耐久

力を持つものであるが、インフィルは新築で作られた後は、短期に

繰り返し可変されるものである。仮に10年毎に リフォ ームがくりか

えされるものとすると 、l∞年間で新築需要は1@だけで、リフォ ー

ム需要はその10倍あるということになる。つまりインフィルが リフ

ォーム工事と して求められる頻度は桁違いに多いという ことにな

り、次世代のインフィ ルはリフォームを主眼に世いた工法として組

み立てられるべきだという結論に至る。新築から リフォ ームへとイ

ンフィルの主眼が移行すると、当然住まいながらの改造が前提とな

り、工事騒音を 出さない、少人数で施工、工事期間を短く、資材は

小割にして搬入、廃材をなるべく 出さないなど要求される工法条件

は大きく変わってくる。つまりこれらを総合的に可能にする為には

工業化工法によって徹底して部品のリサイクルを主眼としたインフ

ィルシステムを構築すべきであるという方向が見えてくる。

可変性ランクに応じたインフィルのシステム化

リフォ ームに際して、住ま い手が要求する可変性は決して一様で

はなく、 施工頻度や施工難度に次の よう なランクがある。

① 仕上げを変える 哀面材を変える

② 間取りを変える一一一一 一可変間仕切壁 ・建具を移動する

③ 水周りの位置を変える一一固定間仕切壁 ・住宅設備機器を移動

する (床 ・天井も)

④ 窓の大きさを変える一一一表装壁を変更する

⑤ 外壁を変える 哀装壁を移動する (床 ・天井も)

このランクは①から⑤に向かつて施工難度が上がっていく順に掲

げられている。可変性が望 まれる機会の頻度数は、 この順で低くな

る。つまり希望頻度の高い リフォ ームは施工がやりやすいような工

法を選択すべきであり 、希望頻度がそれほど高くないが必要な リフ

オームは施工難度が上がっても、つまり 人工とお金がかかっても安

全確笑に遂行できる工法を選択すべきであるという序列が見える 。

つまりこの ことはインフィ ルすべてにわたって、工業化やリサイク

lレを進めるのではなく、 ① と②の簡便な可変性のレベルにおいてま

ず取り組み、告活渇のあ まり頻度の高くない可変性 レベルでは、当

面は新築とそれほど代わらない工法でも良く、徐々に改良をすすめ

ていくという開発戦略を暗示している。



建築と設備のインテグレーション

どのリフォームのランクにも必ず設備の変更が絡んで・くるという

事実は案外無視されてきた。迂② の簡易な可変インフィルのランク

でもコンセント ・スイッチ ・照明器具の移動は必ず必要になる。そ

して也泡X訟のランクではより重度な制iii機器類すなわち、給排水機

器 ・配管 ・ダクトなどの移動が絡んでくると考えるべきである。こ

れまで設備配管や機器は、将来の可動を前提として施工したものは

ほとんと。無かった。つまり新築でもリフォームでもまったく同じや

り方が採用されてきたわけである。安全機保のため、専門工が入念

に施工することのみを主URに置いた施工基準が法律や制度として定

められていたため、まったく動きが取れなかったのも事実である。

今後リフォームを推進していく上では設備をどのように施工するか

が鍵になるとおもわれる。設備の専門工ではなく建築に携わる多能

工の手によって設備もワンタッチで施工できるような、器具 ・百11，日

のIJ f. J発が望まれるとともに、現行の法制度の枠組みを変えていくこ

とが大切である。現在、いくつかの実験プロジ‘ ェクトで試行的に} J !

築と設備を音11品レベルでインテ グレートする試みが始まっている。

住戸プランニング手法も変化する

インフィルの工法が変わることによって、インフィルのプランニ

ング手法も変わってくる。固定インフィルと可変インフィルという

区分け概念をその まま空間に敷桁して、固定インフ ィルゾーンと可

変インフィルゾーンに区分することで、可変性のランクにあわせて

空間を秩序付けるというプランニング手法が可能になる。可変イン

フィルとして可変間仕切 ・可変建具・可動収納 ・可動空間] ユニット

などの各種装置類を開発し、可変インフィルソ、ーン内はこれらの装

世を自由に移動させることによって、将来のライフステ ージ可変に

ｾｴｊ，･［［させる試みである 。

固に示したNEXT21の405住戸の例は、可変間仕切、可変厨房、

可動収納で可変空間を構成した例である。KSI の101住戸では、 可動

床、可動箱という大型装置を可動することで、ライフステ ージ ・ラ

イフスタイルに対応する試みである。以上の 2つは実験プロジ. ェク

トであり、部分的にではあるが建築と設備のインテグレーションの

司能性を探求した試みを含んでいる。3番目の事例はふれっくすコ

ート 有国のもので、可変間仕切 ・可変建具 ・可動収納をセットにし

て 3つのメーカ ーに同一仕様でIJ f. J発を依頼したもので、市場価格を

設定して、実際に居住者に購入してもらい可変性の実験に取り組ん

だものである。 (ちかずみ しんいち)

大阪ガス NE XT21 (※ 1  )  

405住戸

Ml  可変間仕切+ 引戸

E

 

0¥1 2  可動収納

皿

E 1: 11匝E iM品

盟主笠

区三ヨ固定インフィル際幽可変インフィル

1.:-:.:-:-:. 1固定インフィル医圏可変インフィル

都市基盤整備公団 (※ 2)  

KSI  101住戸

Ml  可動箱

内

叩

h

倫
明

正

肝

「

I

l

d

司

吋

l

剖

大阪府住宅供給公社 (※ 3)  

ふれっくすコート吉田

Ml  可変間仕切パネル

U  

目白

M3  可働収納

インフィル設計 ※ 1 ※ 2  近角建築設計事務所 ※ 3 集工舎建築都市デザイン研究所
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集合住宅

NEXロ1の建築システムと第 2フェーズ居住実働こ向けた改修

加茂みどり

大阪ガス附営業技術部NEXT21プロジェクト係長

1  . はじめに

NEXT21は21世紀にむけた笑験集合住宅として建設された。1993

年l OrJ に竣工し、 1994年 4 月より 1999年 3 月まで第 1 フェーズ居住

実験が実施された。2C別 年 4 月から第 2 フェーズ肘住実験が予定さ

れている 。本稿ではI ¥TEXT21の建築システムの特徴を述べるととも

に第 2 フェ ーズ府住笑験に向けた改修について報告したい。

2 .  NEXT21 の建築システム

NEXT21では、住宅を共用部分として社会性の強い構造躯体 (ス

ケルトンー耐用年数は約100年) と、私的性格の強い住戸内装部分

( インフィル 耐川年数は約25年) とに分離して建設し、さらに外

壁部分等をクラデイングとして位世付けている。NE XT21はより魅

力的な都市居住の実現のため、居住機能のみでなく業務商用文化な

どの多円的な者11市機能を持つ可能性も含めて計画された。スケルト

ンは、商業や業務などの都市機能用の低府階部 (地階・ 11階21倍)

と住宅! 日の上層階部 ( 3階- 61渚) に分かれ、 m途に合わせ| 併日 ・

スパンが設定されている。低}¥?i ll 皆音1I は比較的大きな空間を確保でき

るよう、| 渚高4.2 m、スパンは10. 8mとし、上層階部は階高3. 6m、

スパンは7.2 mと3.6111の組み合わせとなっている。

スラフゃ厚は240 mmを碓保し、 耐震壁をなくした純ラ ーメン構造

となっている。 また柱や梁の型枠にはプレキャストコンクリートを

捨て型枠としてｊｲ ｊ い、 ｾ ｉ ｾ 体の精度を 向 上させるとともに鉄筋のかぶ

り厚さを確保している。スラブの一部分、主には共用廊下部分を逆

スラブとし、配管スペースとした。配管を住戸内に引き込む;場合も

梁貫通をさけ、住戸内の床仕上げ面を上げることにより 、すべて梁

の上部を通すこととした。また配管は全てフレキシブル配管とした。

さらに天井似IJ では梁の中央部分の梁成を小さくし、その部分にダ

クトの給排気口を設置することによ って梁貫通を避けている。これ

により、従来の集合住宅では最も可変性の低かった水回り杢1mの間

取り変更も可能となり、ダクト ・配管の更新 ・変更に伴って躯体を

傷つけることもなく、 ｾｉｈＪ の耐久性を確保することにもなる 。 クラ

NEXT21 外観

NEXT21 スケルトンの骨組み

デイングとして位ii ' 1 付けている主に外壁に関わる部材 ・建材に|期し

ては、ある規格によって部品イじするシステムズヒγレテーィングを採用

した。これにより、外壁部材の取り外し・取り付けが容易になり、

外壁の配置替え・更新や再利川が可能となる。躯体 ・住戸分離方式

における住戸部分の設計の仁Irlll立・フレキシピリティを確保すると

同時に、廃材を削減することになり 、将来、部品の市場が成熟すれ

ば建築コス トのi'i lJ 械も期待 山米る。

3. 第 2 フェース‘居住実験に向けた改修

1  ) 住戸分割リフォーム

1999年 9 月より、建設省総合技術開発プロジ、エク卜 「長期刷用者11

住戸の標準断面図

32 強策と社会 ・2000.6
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rl1型集合住宅の建設 ・再生技術の開発J におけるモデルプロジェ

クトとして、前項で述べた建築システムのフレキシビリティやス

ケlレトンのキャパシティを検証するための改修工事を笑施した。

改修工事の対象はNEXT21の'1 ' でも 11えも広い「三世代ファミリ

ーの家J (190. 15 ni) とし、これを 二つに分ける住戸分割リフォー

ムを行った。

1t 戸を分割するにあたっては、 lji に戸境壁を立てるのではなく、

立体街路 (共用廊下) を延長する形で外部空間を設けている 。 こ

の部分にはリフォーム前の 「三 世代ファミリーの家」にあ ったj ド

戸型シンクとベンチ ・ 植栽を設置し、井戸端杢間として入ｽ，ｾ者の

ふれあいの空間となることをWJ 符している 。床パネルに模様をつ

け、ゆるやかに井戸端空間への誘導を行うとともに、同側の住戸

には IJf J日昔日を設け、住戸から井戸端査 IIIJ の気配が感じられるよう

配l邑している。

今回の リフ ォームにより、本内空 II¥J が室外杢問に転じる古15分が

ある 。床下には深さ 60 c mの空11¥j があ るが、まず住戸の外壁総とな

る 部 分 に 基 礎 を 打 ち 、 そ こ に 新 た な 外 壁 を 設 置 し て い る 。

b  

改修前「三世代ファミリーの家J 平面図 改修後の平面図

( ，ii 側tt戸「次世代 「家族j の家J)

EXT21のクラデイングに| 刻する建築システムで'Ii 音15，'，7，化と乾式

工法が基本であるが、基礎については、室外空11¥j とな る部分のス

ラブ面に施す防水工事を基礎の立ち上がりまで行い、完全なもの

とするために湿式としている 。新たに室外空間となった部分の|階

下は室内空|尚であるが、リフォーム当該住戸のみで工事を完結す

るため、スラブ上に断熱材を世く形となった。 これに| 刻しては雨

水などが流入した| 僚に水はけが思くなり、断熱性能も - 11寺的に下

がることが考えられ、室内空間を室外空間にする| 時の課題として

今後検討の余地があろうかと考えられる。

2  ) 新たな住戸計画に関して

2 つの住戸の北1l11J は、 実験コストを抑えるためにインフィルの

ほとんどを再利用しているが、南側住戸はインフィルを - 1if:' し、

水廻りも含めて全く新たな住戸計画を行っている (設計 ・近角建

築設計事務所)。 住戸計問にともない、部品化されたタは壁は順調に

はずされ、移動を完 f しているが、コストを抑えるために移動は

最小限に留めた。

住戸の計画にあたっては、少子高齢化 ・女性の主| 会参加の進

行 ・単身者の増加と いった社会的背景を考慮し、従来の専業主煽l

のいる核家族のみを対象とした住宅計画ではなく、 Ifll 縁関係や家

族の役割分担にとらわれない多機な家族形態に対応した住宅計闘

をめざした。 この住戸は、「次世代 (家族〉の家J と名つ手けたが、

f次世代 〈家族>J とは、単身者の共同生活も含む多様な家族形態

をさしている。

北側と東側の 2 つの例室は I1立した個人の部屋として、外部と

直接つながる出入 11 をも ち、とくに北n!I J個室は在宅オフィスとな

ることを想定して外部空間と同じ床レベルとなっている 。( 家族)

の共用部となるリビングスペースは、 くつろぎのtJ)jーとして r¥'I 'JV
、天

井を確保している 。 また、様々な家族の生活に対応するため、 rl :l

1たのサニタリ一、浴室のコアを除いて壁、収納家 J1、そしてキッ

チンも含めて全て可動とし、 nJ 変性の高さを確保している 。司動

壁や収納を移動させることにより、子供ができた 11寺に子供部屋を

増やすだけでなく、単身者の共同生活や、高齢者が自分のプライ

ベートな杢間を硲保しつつ、住宅の一部をコミュニテイに| 泊欣し

ながら生活することへの対応も可能としている。

4. 終わりに

改修工事の実施により、 NEXT21の建築システムのフレキシビ

リテイは検証できたが、現在は特殊な事例であることから、コス

トは割高になっている 。 また、実際のリフォームは周回の住戸に

人が住んでいることから、工事騒音の問題や新たな室外空 111] の断

熱方法については施工に l則する諜題として検討の余地があると思

われる 。 さらに l ∞年間のスケ j レトンの使用に|努して、当初Jの設計

者や施工者がいなくても適切なリフォ ームが実施できるためには、

モデュールなどの建築システムに関するルールブックは非常に重

要な資料となる 。 これに| 期しては、 NEXT21のルールブックを参

照しやすいものとする改訂を現在試みている。 ( かもみどり)
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集合住宅

都市公団におけるスケルトン&インフィルの取り組み

一 高 見 フ ロ ー ラ j レタウンー

佐 藤 勝 紀

都市基盤整備i公団関西支社

1  . 高見フローラルタウンにおけるKSI 住宅の取り組み

都市公団では平成10年度から KSI住宅( 公団型スケ j レトンイン

フィル住宅) の研究開発に着手し、技術センターに実験械を建設、

民間の技術提案によるインフィルの共同研究 ・試作をはじめ幅広

い分野'で、の研究開発が行われている 。平成11年度からは都心部に

おいてKSI 住宅の建設を試行的に実施しており、関西支社では高

見フロ ーラルタウン七番街17 ・12号棟をモデルプロジェクトとし

て取り組んでいる 。

高見フ ローラルタウンは] R大阪駅の西約3. 5kmに位置する大規

模工場跡地及び木造住宅と小規模工場の混在地域を、大阪市 ・大

阪市住宅供給公社 ・都市基盤整備公団が協同して再開発し、職住

近接の良好な住宅地として整備を行っている地区である 。昭和58

年度から事業に着手し、現在は超高層住宅がランド‘ マークとなる

花と緑の豊かな街として成熟してきている 。七番街17 ・12号棟は、

超高層住宅に隣接して建設する 14階建て ・120戸/ 棟の高層住宅で

ある 。

高見フ ローラルヲウン

高見フ ローラル タウンにおける 取 り組みでは、 KSI住宅が試行

実施段階であることから、その設計要件を満たす耐久性 と更新性

を備えた良好な長期的ス トックの形成を図ることを主眼とし、 実

験的試行ではなく、公団の賃貸住宅として供給 ・管理して いくた

めの実用性 ・汎用性を確保するとともに、間取りの可変性を活用

した商品企画の充実を図っている 。

< KSI 住宅の必須要件と要素技術>

1  . 構造躯体の耐久性を 100年とする

100年間の長期的な耐久性を持つスケルトンとするため、コンク

リートの水セメント比を55%以下とする 。
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2 . 小梁や段差のない大型一枚床板とする

平面計画上の制約を少なくし間取りの可変性、インフィルの更

新性を確保するため、床板に段差なしのボイドスラブを採用する。

3 . 排水共用立て管を共用部に設置する

排水ヘ ッダーと 緩勾配排水システムを併用し、住戸外部のメ ー

ターボックスに排水共用立て管を I本に集約して設置する 。 この方

式により 、①水まわりの配置を含む間取りの可変性を機保するこ

とができる 、②共用部からの点検 ・清掃が容易となり保全性を向

上させる 、などのメリ ッ トがある。

4 . 電気配線を躯体から分離する

照明などの配線についてテ ープケーブル工法を利用した直天井

方式を研究開発中であり、テ ープケ ーブル工法が電気事業法にお

いて認可されるまでは二重天井方式とする。

5 . 床先行内装工法

jj!Z式遮音二重床の高さを約300mmとすることで排水管を横引きす

る床ふと ころを確保し、従来の間仕切壁先行工法に代わって床先

行内装工法を採用し間仕切壁の更新性を確保する 。床先行内装工

法では、床下地工事、内部造作工事の施工性が向上するメ リッ ト

がある 。

< 実用性・汎用性の確保 >

l  都心居住のニーズに応える多彩な商品企画

高見フ ローラルタウンは利便性とアメニティを併せ持つ集合住

宅地であることか ら、52ばから 87ばまで 6 段階の住戸規模を計画

し、多様化する家族形態やライフスタイルに応えるものとする。

2  経済性の追求

耐震壁付きの壁式ラ ーメン構造とし、階高を3，000mmに抑えるな

ど、経済的な椛造計画及び仕様を採用し、 KSI 住宅の普及 ・定着

をねらうものとする。

3 . 原状回復義務の適用

退去H守の原状回復義務を適用する現行の供給・管理手法を前提

とする 。

4 . 住宅性能の確保

間取りの可変性を活用する場合に上下階の水まわりのゾーニ ン

グを重ねるよう配慮するなど、従来設計における住宅性能を確保

するよう努める。

< 間取りの可変性の活用 >

l . 住棟 ・住戸の配置に応じたプランバリエーションを実現

高見 フローラルタウン七番街17号棟は淀川に面した立地にある

ことから、上層階には淀川方面への眺望、開放性を活かしたリピ



ングアクセスプランを計画し、中間階には標準的なプラン、さら

に下層階には大空間が魅力のユーメイク住宅プラン出 を計画する

など、 KS1住宅の可変性を活かして商品企画の充実を図っている 。

2. メニュー賃貸住宅方式を導入

高見フロ ーラルタウン七番街では、昭和63年に入居した 13号棟

の 11借住戸においてフリープラン賃貸住宅方式を試行実施してい

る。 フリ ープラン賃貸方式は、インフィルを入居者の所有 ・管理II

とし、退去時に公募により決定する入居者にインフィルを譲渡ま

たはこれが成立しない場合は公団が査定して買い取るというシス

テムであり、供給 ・管理上の課題を残している 。

今回12号棟では、 3階までの住戸についてスケ Jレトン部分のみ

先行施工し、募集時に公団が用意したプランメ ニューを入居者が

選択した後 インフィルを施工するメニュー賃貸住宅方式を導入し

ている 。メニュー賃貸方式は、コーポラティブ住宅のように入居

者の個性を十分反映させる自由度はないが、住宅選定順位によっ

ては希望するプランを諦めなければならない現行の供給方式に比

して、当初入居者の満足度を高めることが期待されることや、将

来入居者の入れ替わりがあっても公募に支障のないプランとして

供給可能である ことが見込まれるため、 KS1住宅の特徴を活かし

た供給方式として試行的に実施するものである。

2 .  KSI 住宅のこれかうと課題

< 都心居住を推進するた めのK SI住宅の役割 >

1  . 都市基盤としての集合住宅

長期的に都市景観を持続させる耐久性と地域構造や需要などの

環境の変化に柔軟に対応する更新性を持った建物は、者11市の歴史

を刻み込み、都市への愛着を喚起させる役割が期待される。

2 . 都心部における賃貸住宅への需要に応える

者1I心部における良好な賃貸住宅ストックの現状は貧しいが、定

期借地 ・定期借家という新しい制度のもと、資産の所有から活用

へと意識転換が進んでいくとすれば、人の流入 ・流出が激しく 、

多J様化 し且つ変化 していく都心居住のニ ーズを満足させるものと

寝室をさり

げなく区画

リビングアクセスプラン

( 12F - 1 4F )  

標準的なプラン

( 6 F - 1 1F)  

して、更新性と可変性を持つ賃貸住宅への需要が期待される。

< KSI 住宅の課題>

1 . コストの低減

KSI 住宅とすることにかかる コス トを一般の住宅のプライスに

上乗せさせて反映することは公団の事業環境上許されるものでは

ないため、耐久性や更新性を評価したLCC的な観点からの検討が

謀題である。

2 . 具体的な更新計画を設定

将来のリニュ ーアルについての具体的な計画を設定 ・更新して

いくことにより、更新性を確保するために必要な要素技術を洗練

していく必要がある 。そのためにも現在公団で、行っているリニュ

ーアル事業との連携を図っていくことが課題である。

3 . 間取りの可変性と遮音性能

水まわりを含む間取りの可変性を自由に活用するためには、上

下階の遮音性能についての十分な検証が必要であり、公団の技術

センタ ーにおいて今後取り組んで、いく 。

4. インフィルのユーザー支援と新しい賃貸住宅の供給方ず

インフィルの可変性をユーザーが活用するに際し、間取りや家

具配置などインテリアプランニングについてのアドバイスを行

い、可動間仕切りなどのインフィル部材について、その性能 ・仕

様 ・価格などの情報を提供していく体制づくりが課題である 。 ま

た、将来インフィル産業が成長し、ユーザーがインフィルを 別途

買い取る、借りる、 DI Yするなどの新しい賃貸住宅の供給方式が

成立することを視野に入れ、今後KKSI研究会( 公団関西支社SI研

究会) において、民間と協同して研究を行っていく 。

注) ユーメイク住宅

内装や設備を簡略化したコストとプライスを低減する住宅とし、入居

者が自ら間仕切りや内装をライフステ ー ジに合わせて、楽しみながら手

を加えることのできる夢のある住宅というコンセプ卜のもと、平成 7 年

度より供給を開始した。 J-&体的な仕様は、 ① フリースペースと呼ばれる

大きな空間を持つ、 ②寝室となりうる個室が 1 室ある、 ①水まわりは固

定、が基本である 。

( さとう かつのり )

畳き

ン

一

置

コ

ナ

ソ

一
パ

コ

ロールスクリ ーンで

緩やかに区画

された子供部屋

可動間仕切

収納

く夫婦 2 人+ 子供 1 人〉く夫婦 2 人 S OHO>  

ユーメイ 7 住宅プラン

( 2  F- 5  F)  

⑥ 

間取りの可変性を活用した K SI 住宅のプランパリ 工 ション
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集合 住 宅

スケルトン・インフィル方式; こよる集合住宅の現行法制度上の課題

小西 二郎

(州 市 im者I)ili 開発建築コンサルタンツ大阪事務所住計画室点門役

1  . はじめに

スケルトン ・インフィル方式による集合住宅の現行法制度上の課

題を考えようとした場合、まずスケルトン ・インフィル方式による

集合住宅( 以下スケル トン住宅という ) をどう捉えるかという IIi 'JJ 直

に直面する 。昨年建設省が作成したパンフレットでは、「スケルト

ン住宅は、長持ちする仕組みを取り入れた集合住宅」であり、 「建

物をスケルトン部分とインフィル部分に分離できる集合住宅」であ

るとしている。 また「スケ lレトン部分は100年以上長持ちする耐久

性を重視し、インフィル部分は住まい手の生前や社会の変化に対応

して自由に変えられる可変性を重視して造られる」 としている。

この定義は物理的な物の造り方だけを言っているものではない。

建設、供給、利用、維持管理、流通のすべての場面において、集合

住宅をスケルトンとインフィルに分VJm. 独立させることを想定して

いる。

わが国の法体系は、 l つの物に 1 つの所有権というオールマイテ

ィな権利を与えて成り立っており (一物ー権主義と 言 う) 、物の所

有権が社会の流通の基本単位となっている。すなわち、スケルトン

とインフィ lレが独立した所有権の対象となれば、スケルトン住宅の

目指すところであるスケルトンとインフィルの分離 ・独立の実現性

が高まる。一方、土地や建物、すなわち不動産の権利には、不動産

を所有する権利と、所有せずに利用する権利が存在する。所有する

権利は所有権、利用する椛利は土地の場合は借地権 (賃借権または

地上権) 、建物の場合は借家椛となる 。スケルトン住宅を考える場

合、スケルトンとインフィルの所有権の分離 ・独立とともに、不動

産ースケルトンがっくり山した空間 ーを平IJ )FJ する椛利を独立 したも

のとして確保することが必要と考えられる。

本符J で、は、まずスケルトンとインフィルの所有権の独立について、

次にスケルトン上の居住空/11 ] を利用する権利について現行法制度上

の謀題を整理する。一方、集合住宅は一般に賃貸住宅と分譲住宅に

区分されるが、 主として前者は 「借地借家法」、後者は 「建物の区

分所有に閲する法律」に律せられるため、別個の法的謀題が生ずる

ことになる。 したがって、ここでの整理も 111苦住宅と分譲住宅に分

けて考えることにする。

2. スケルトンとインフィルの所有権の独立

( 1  ) 賃貸住宅の場合

賃貸住宅は、 一般にスケルトン、インフィ l レとも賃貸住宅事業者

(11貸人) が所布するものとな っている 。賃貸住宅において、イン
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フィルがスケルトンから独立した所有権の対象と成り得るかについ

ては、民法242粂の 「附合」の問題を考えなければならない。附合

とは複数のものが合わさって分離が不可能となり、または蚊損しな

ければ分離できない状態となることで、インフィルがスケルトン

(不動産) に附合すると、インフィルは独立した所有権の対象とな

らない。一方附合しない場合は、インフィルはスケルトン( 不動産)

とは独立した所有権の対象となるが、それは動産となり登記をする

ことができないものとなる。すなわち賃貸住宅の場合、スケルトン

に附合するインフィルはスケルトンの所有者 (賃貸人) の所有とな

り、居住者など賃貸人以外の所有とすることができるインフィルは、

登記することができない家具等の動産となるもののみとなる。

但し、附合の 1:1" にも 「強い附合J (動産が不動産の同体的構成部

分となり、附合した動産の独立性が完全に損なわれること、例えば

建物に塗られたペンキ、土地に混ぜられた肥料など) と「弱い附合」

(動産の不動産への附合で強い附合でないもの、例えば土地に植え

られた出作物 ・* 樹、土地に設置された立看板など) の概念があり、

弱い I(付合の場合には、賃貸借契約の中で、その動産の所有権を賃借

入が保持することは可能と考えられる。そのことにより賃{ 告人の所

有するインフィルの範聞を家具などのレベルから内装などに広げる

ことは可能である。 しかしながらそれは l 対 l の賃貸借契約の上で

成立するものであり、当事者間にのみ有効で、動産となるインフィ

ルと同様に所有権を登記することはできない。

( 2  ) 分譲住宅の場合

分譲住宅 (区分所有建物) は、区分所有法に基づき、 1つの建物

の中で、複数の区分所有者が専有部分を対象として独立した所有ttli

(区分所有権) を有するものとな っている (一物一雄主義の 111[ ーの

例外となる) 。分譲住宅において区分所有法上、スケルトンに対応

する部分は、区分所有者全員の共有に属する共用部分と位置付けら

れ、スケルトン部分は独立 した所有権の対象とはならない。すなわ

ち区分所有者でない者がスケルトンを所有することはできない。

(区分所有法には管理所有という概念があるが、実質的所有権は区

分所有者にある。)

インフィルについては、賃貸住宅の場合と同様に、インフィ l レが

附合すれば独立した所有線の対象とならないが、分譲住宅の場合、

インフィルの専有部分への附合と共用部分への附合が考えられる 。

専有部分に附合するインフィルは、専有部分と 一体化し区分所有椛

の対象となる。すなわち分譲住宅の場合、区分所有者は、インフィ

ルを専有部分として、スケルトン (共用部分) から独立した所有権

(区分所布椛) を有することができる 。但し、共用部分に附令する



インフィルは区分所有者の共有となり、スケルトン (共用部分)

から独立した所有権の対象とはならない。

共用部分に附合するインフィルとは、玄関扉やサッシ、非構造

躯体である外壁、戸境壁などが考えられる 。 これらの部分は 2 次

躯体や、クラデイングと表現されている 。 これらの部分をスケル

トンと捉えるか、インフ ィルと捉えるかは議論の分かれると ころ

であるが、スケル トン住宅をより有効に機能させるためには、可

変性を重視すべき重要な部分として考えられる。

3 . スケルトン上の居住空聞を利用する権利について

(  1  ) 賃貸住宅の場合

賃貸住宅の場合、スケルトン上の居住空間を利用する権利は、

借家権という権利となる 。{ 昔家権は、民法上、地上権に相当する

物権として定められておらず、 登記や自 l主lに権利の処分を行うこ

とができない。( かつて住都公団が借家権を登記して自由に処分で

きるスケルトン賃貸住宅を構想したが実現しなかった。)

( 2  ) 分譲住宅の場合

分譲住宅の場合、スケルトン上の居住空間を利用する権利は専

有部分に対する区分所有権である 。 これは一物一権主義の 11佐ーの

例外として、 l つの建物の中でそれぞれの専有部分を対象として

登記でき、独立して自由に処分できる権利として存在する。

*  *  *  

まとめると、賃貸住宅の場合、| 府合しないインフィル (動産)

とスケルトン (不動産) は独立した所有権の対象となるが、附合

するインフィルは独立した所有権の対象とならない。 またスケル

トン上の居住空間を利用するための権利である借家権は、登記及

び自由な処分ができない権利である。

分譲住宅の場合、附合しないインフィル (動産) に加え、専有

部分に附合するインフィ lレ( 不動産) が独立した所有権( 区分所

有権) の対象となるが、スケルトン (共用部分) は独立し た所有

権の対象とはならない。

一方、スケルトン上の居住空間を利用する権利は区分所有権と

して、登記及び自由な処分ができる独立した権利として存在する。

また独立した所有権の対象となるインフィルのうち、専有部分

に附合するインフィルは専有音15分として登記できるが、附合しな

いインフィル (動産) の登記はできない。

登記ができないということは、権利関係が不安定であることの

ほかに、抵当権設定が不可能で金融担保能力が無いということに

なる。

すなわち、賃貸住宅、分譲住宅のどちらの法体系からも、スケ

ルトンとインフィルについての権利の分離 ・独立を十分な形で笑

現することはできない。現行法制度はスケルトンとインフィルを

分離 ・独立したものとして扱うような体系となっていない。 した

がってスケルトン住宅が目指しているスケルトンとインフィルの

分離・独立は、建設、供給、利用、維持管理、流通の各場面にお

いて何らかの支障を来すものになる。

ここでそれらについて多くの例を説明する余裕はないが、例え

ば建設段階における建築基準法上の建築確認においても、スケル

トンとインフ ィルは一体のものであり、インフィルが完成してい

ないと建物として完成したものとして扱われないという問題があ

る。すなわち内装制限等を受ける建物でインフィ lレが完成してい

ない建物を使用する場合は、仮使用承認を受けなければならない

ことになる 。平成 9年の建設省通達により仮使用承認制度の運用

改正が行われ、当初の仮使用申請以降のインフィルの審査手続き

の簡素化が図られることとな ったが、あくまでも未完成の建物の

仮使用承認であり、承認期間の上限も設けられている。

またインフィルがないとスケルトンは借地借家法や区分所有法

の適用される「建物J に該当せず、「工作物」となる可能性もある。

さらに先ほどから述べている登記の問題や、税制、融資、建築基

準法や消防法との不整合も生じる。

4. おわりに

すべての法律はイメージしているものがあってつくられている 。

そのイメ ージすべきものが刻々と変化してきている。

かつて大都市の居住形態はほとんどが借家居住であ った。区分

所有制度は借家居住の問題点の一部を解決するためにつくられた

ものである 。区分所有制度が定着し、大都市の居住形態として賃

貸住宅と分譲住宅の中間的なものとして 、スケルトン住宅の必要

性が認識されるようになった現在、それに対応した法制度の整備

が早急に望まれる 。 また一方で、、新しい方式を社会に定着させる

ことによって、法律的に| 度l床な部分を笑践的に解決していくこと

ができる。

我々はそういう意味からも、スケルトン住宅の考え方を取り入

れた集合住宅の開発により 一層の力を注ぐ必要があると考えてい

る。 (こにし じろう )

37 



オフィス

インサイドアウトデザインのすすめ

ーオフィスにおけるスケルトン& インフィルー

加藤 カ

i京都工芸繊維大学助教授

1  . オフィスにインテリアは在るか?

敢えて、多くの批判や郷撒、それに無視す らも承知の上でこの小

論を書きたいと思う 。あるいは八つ当りに近い見当違いな立見とい

われでもかまわない。何故ならば、これまでの日本のオフィスや建

物の造られ方に対し、強い異議 ｉ ｾ Ｚ ｉ し立てをしたいが為である 。

オフィスについていえば、この十数年間、我が国ではニューオフ

ィス運動の展開や、 F M (ファシリティ ー・ マネージメン卜 ) の手

法 Ｑ ｾ ｦＮ Ｑ 拓の制度運用も図られた 。 これらの動きは、人の働く場として

の、あるいは人の居住する場としてのオフィスを、少しでも良くし

ようとする人々の熱意や努力 ・立志の力によ って支えられてきた。

いっとみ あだば&

むろん中には、こうした動きはバブルのー11寺の徒花、あるいは情報

化の進展の 1:1"でのつかの間の余波程度としか受け止めず、流れに釆

じて儲けにあやかろうと、群がり踊 った人々も 居たことは維かであ

る。

それはそれでもかまわない。オフ ィスに対し多くの人々の眼差 し

が少しでも向けられたそのことに意義は十分にあ ったのだか ら。 し

かし、こうした動きの中でオフィスは実際のところ多少なりとも改

善 されたのであろうか? 本質的な改良は成立 し得たのであろう

か。否、どうにも l附に落ちない怪しさの気分が胸に残る。

ところで、ここでいうオフィスとは、一般的な事務所ピルそのも

のをさしているのではない。ここでのオフ ィスとはピルの内側のオ

フィスワ ーカーが日々、じかに働き、生活するその内なるインテリ

ア空間のことを指しているのだ。オフ ィスビルをみれば、情報化装

備は確かに整い、外観だ、ってスマートに、個性的な装いをまとい立

派とな った。また、リフレ ッシユコーナーやレストスペースなど新

しい空問機能もつけ加えられて、それはそれ相応に良くな っている

と批定できる。

だが、オフィスワ ー カ ー の働く内なるインテリアの空間は 、 キ ｉｾ も

変らず、国民服などと侮蔑の立|床を込められてH手ばれる標準仕上の

ただ広いだけで、の っペりとした、取り付くしまのない、どこも皆

同じ室内景観の基準階が大量に生み出され、さらにまたいずこで造

られでもほとんど変り映えもしないオフィス家具がただ配置の妙だ

けを競って並べられただけで整然としてはいるが、基本的に無個性、

無性格、無表情のオフィスで人々は働かされ続け、一向に改善され

た気配もない。

はたして、このような日本のオフィスにインテリアは存在するの

か ? インテリアデザインという装置を何処か遠くへ置き忘れたか

のような状態が旧態として回り続けている。
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2 . 基準階・標準仕上という無為・無策

日本のオフィスは一般基準| 情なる愚策のH音黙の呪縛に、 l段々とし

てとりつかれ、それがH佐- !!!f，二の正義だとでも 信 じられ造り続けら

れている。

はたして、均質空間などという不確かな了見の空間が世界に存在

するものだろうか? 誰もが、いかようにも使用することが可能な

どという、そんな人を見下した御都合主義的空間が有り得るのだろ

うか。誰が何H寺の頃からかあみ11¥したのか匁lれないが、フレキシピ

リティ ーなどという 美名にス ッカリかどわかされて、日本のオフ ィ

スは無節操にも基準階、標準仕上げという無為なる空間が大訟に何

んの疑いもなく生み出され、横行している。

あらかじめ一方的な想定のもとで設定されたモデユ ールなどとい

う入居者の都合などは無視された取り決めによ って生み出された空

II Uである。モテe ユールなどという寸法の調整だけで、テナントやワ

ーカ ーの要求をすべてカノくーしきれるものだろうか?

実|祭に、働く場の内部の状況を少し詳 しく調べてみれば、たちど

ころにそんなお粗末な申し合せの虚偽はすぐに見抜ける。

例えば、個室をイ午るために設ii 1 すべき間仕切の位置は笑| 祭にはき

わめて限定された範囲の 11" に押 し込められて、何処でもどのように

でも Il tj {j 了切は随意に立てられますなどというフレキシピ リティーの

仮想設定は反古にされる。現実には1m仕切の立つ範囲はきわめて

定の個所に限定されて、均質とはほど遠い。

さらに、家具の配置もモテe ュ- ) レの民に知らず知らずに i絞って、

制御、支配、従属される。この結果、こともあろか、不自然に何事

にも利用も出来ず、どうにもままならない空虚な余剰空IJI Jが彼方こ

ちら溢れ出る。ただし他方では人の通路巾も満足に確保できない狭

小の重複空間がこれ又、そこここに生じ空間利用の不均質さには目

を誼うばかりで、フレキシビリティ ーとは名ばかりである。 さらに

は均質空間とはほど遠い室内環境条件の不均質さに悩まされる人々

の場所も生み出される。

標準仕上げの基準階とは例えれば、ご くごく平均的と思われる一

握りの人間集団を想定して、同じJJ 匝を大量にこしらえた上で、これ

を大小、男女、老若、太痩、長短、重!陸、美醜など、 全ての人を一

括、無理矢理に着させようとする }j 策に似て、どこか特妹な同の何

か自由 とはほど遠い政策と同質の、あるいは類似の所業に似ていな

いでもない。

まさか、我が国のサラリ ーマンなる者、皆一様にネクタイを締め、

どぶネズミ色の背広を着た、! ! ! f，性格、無個性なる人間集団だから 、



その空間も同程度に扱 っても良いなどと考えている訳でもないだ

ろうに。それにしても、いかにも身勝手な、 一方的、無為無策無

謀無茶な話である。

3 . インサイドアウトデザインを!

欧米ではコア& シ ェルと呼ばれる「内装をほどこさない状態で

オフィスはテナントに貸出され、テナントは独自に自前で内装 ・

インテリアを組織 ・企業に応じてしつらい、使用される j のが通

常である 。いわゆるスケルトン& インフィル (S &I) の方式でオフ

ィスは造られる 。だが、日本は、前述のように自由を疎外され続

けてオフィスインテリアは提供される。

理由は何もない。ただ正義と信じられ続けた悪癖を崩すのが嫌

なだけである。

S&I のメリ ットは数々挙げられる。例えば躯体と内装を分離させ

ることによりロングライフな建物を生み出すことになり、今を話

題の環境問題の解決の有効手段になり得る 。情報化の急激な進展

で行方もま11 らぬ方途にも内装でi機敏に対応可能という機動性をも

発揮できる 。あるいは内装で企業 ・組織のC1、個性化 を押し図る

ことも可能だ。それで、もオフィスのS&I は一向に進展しない。今は、

法的にも問題はなく、構法的レベルの課題すら解決は容易だ。だ

が、オフィスのS&I の採用は、日本の建築 ・不動産業界のあり方そ

のものを根底からゆさぶる作業にも通じる 。だから、強くためら

い、尻込みしているだけだ。S&1はゼネコンの傘の下で脈々と築か

れてきた、この業界の古い中央集権的体質から脱却、機能分化、

権限委譲を進める構造改革になり得る 。 うがって見れば、そのこ

とが嫌なだけだ。

さらにまたS&I は設計業態、施工体制、管理区分、所有方式に至

るまで、さまざまな方面に波及をおよぽす起爆剤になり得る拡が

りを持つ。それが恐しいだけだ。しかし、 S&1の一番肝心なことは、

何よりも、建物の内iftlJ で暮らし、住まい、働く人々の要求をじか

に汲み取り、自 l主|性を回復するという、これからの時代の建築づ

くりの可能性を示唆する大きな要素を苧んでいるのである。

建物の、その造り方を変えなさい。インサイドアウ ト、すなわ

ち内側からの要求によ って造るようにすれば、この建築業のこの

どうにもならない閉塞! 惑をも打破することが可能だ。

3. インテリアがます‘先にあった。

多くの人は 「建物という器がまず先に存在して、その器の中身

がインテリア 」だと思っているのに違いない。だが、この思考は
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正しいようで、本質ではない。元々、まず人聞が居て、だからこ

そそれに相応しい空間、すなわちインテリアがあり、そこで始め

て建物が存在するのであり、 Jllfl 序が逆である 。 これは手前ミソな

理屈ではない。その証に人間の住まいの始原を思い浮かべれば良

い 。 人間の楼 ・ 居住の最初は ｩｾｊ 穴で、外観など持たない・・内なる

空間" だけであった。その洞穴の内なる壁に向って人聞は、生の

存在の明証を刻み付けた。他者と自己とを区別 ・同化する為の傷

跡を残した。アルタミラの洞穴である 。瞬間、剥き出しの日' 常が、

[ [ 立しく輝く感動の空間に変じた。すなわち、内なるインテリアが

先に在った。

人間は「内なる自由な空間を得たいが為に建物という探を造り

上げた」のである 。今、このi光|恕たる古層としての空間の業に再

び思いを馳せることが重要だ。

*  *  *  

高度情報社会にあ って、すでに既存のオフィス形態と 言 う建築

の形式性は解体、放散し、新たにワークプレイスなる H寺空を超え

た抽象的形相に転じて来ている。

好む、好まざるを待たずに、オフィス機能は、 一方ではSOHO、

モパイル、パブリックなどに拡散、社会の末端にまで深く浸透。

他方、必要な残るべき機能だけが、厳しく淘汰、厳選されて中心

の核としてのコアオフィスに集約化される。

容赦のないフェーズにオフィスを取り巻く状況は移行している 。

このような時節だからこそ、すでに破綻をきたした生温るい慣習

の呪縛と訣別、新しいパラダイムに対応する敏捷さが必要である。

衰弱し、停滞した時代だからこそ発想を飛朔させ、自由と個性の

要求に挑む努力が求められる。

(かとう っとむ)
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ンフィルの設備設計

オフィス

オフィスにおけるスケルトン&イ

今井 宏郎

日建設計設備統括部長
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e- busi nessが始まった

今や巴- businessが大はやりである。アメリカはインターネ ッ ト

を使った巴 businessの環境で、大いに経済が発展し、史上にないほ

どの経済勝者とな っている 。

e  - business におけるオフィスを e- workplaceというようであ

る。 しかし e- businessで、いわゆる mobi le環境で、仕事する場合、

仕事で、は場所を問わないのが特徴である 。 自宅であろうと車で移

動中であろうと、携帯電話が無線通信手段となり、パソコンを使

ってインタ ーネッ トで会社オフィスや世界中と接続可能である 。

宿泊したホテルでも 容易にパソ コンが接続可能にな って。仕事の

場所は問わない世界が出現している 。

Wor ks u巾 c e Ar ea  

(24"  X 72" )  

個人に属する空間、個人に占有された机はなくな っても 驚 くべ

きことではなくな った。電源とモジ‘ ュラ ーがあればどこからでも

関係者とコミュ ニケーションが出来、図書館に行くよりも早くデ

ータの入手が出来、情報と仕事が一体にな ってオフィスがどこか

らでも自分とつながってくれるのである。e- businessが進歩を遂

げると 、オフィスは ・・となるのであろう 。

2 ，スケルトン&インフィルとは何だ

e- pl ace  Mobi l e  Workstati on(Open  Workstation) のイメージ

自由性を尊重 した建築 と考えると、その設計コンセプ トの明確な

考え方が生まれてきて、それぞれの手法が成立するのではないか。

作業空間が個人の Workpl aceで、はなく誰でも自由に使用できる

Freeplaceとなり、自由気ままに利用できる Drop 111 0節目となる

のではないかと思うがいかがか。

オフィスで働く人々の仕事の仕方が変われば、 Workpl aceも変

わらざるを得ないといえよう 。いままで情報化の過程はインテリ

マルチメデ ィア、シェアー ドテナントサービス、ジェン トビル、

1NS、情報通信革命、インタ ーネッ トなどめまぐるしく 言葉が氾

離してきた。そして、10年以上模索が行われてきたが、パソコン

がここまで身近になりオフィス 事務機器の独占的位置を占めてし

しかし、決して時

代に逆行するスクラ ップアンドビ、ユルドではなく 、資源の有効利

用になる リサイクル (撤去 ・解体したものを再利用する ) が基本

に無くてはならないで、あろう 。

そこでのスケルトン& インフィルの設計は、まってはもう 人々は後戻 りできないであろうし、手放せないであ

ろう 。

このオフィスの変化 と大いに関係していると思われる建築的な

もの造りの概念が建物の 「スケルトン& インフィルJ 設計という

3 . スケルトン&インフィルの設備設計

ことではないか。 この概念で考えられ、 設計されたオフ ィスビル

があるかというとまだ関係者は率直にイエスと 言いがたいのでは

ないかと思うが、電気や機械設備ではその性格上基幹設備である スケル トン& インフィ ルは、新たにオフィスを造ろうとする オ

ーナーにとって、

(  1  ) 投資が従来より減少することでないと魅力はない。

(  2) オフィスを入手する人にと って考えにあう 事務室を造る こと

- 11寺側インフラと 二次11l1J 内装設備に分かれた考え方が行われてい

る。技術的には基幹設備の一時側イ ンフラのみを用意したオフィ

スの形態といえればよいのではないか。それほど難しい諜題では

ができることでないと 意味はない。

( 3  ) 利用が気ままなら、間仕切りも 気 ままにな って欲しい。

と言えるが、建築に関係している我々はどうすればこの要求に

ないかもしれないところがあり、時代変化のーっと考えて対応で

きるかもしれない。 しかしスケルトン& インフィルという来だ

新しい概念が、建物で生活する人々の要求を扱み取り 、各個人の

建築 と社会 ・2000.640 



応えることが出来るのであろうか?

特に設備関係施設は、

(a)  I容量」 という枠で制限をもっていること 。

(b) 水という漏れると困る ・被害が出る要素があること 。

(c) 換気という空気を媒体に使うため工夫がいること 。

など頭が痛いことおびただしい状況である 。 ところで、話を現

実社会にもどすと、貸オフィスピルの貸方基準では、昔から裸貸

という方法があり、いままで社会が受け入れている区分がなされ

ている 。 これは設備原単位なるもので 「容量J の制限つまり縛り

がかかっている 。縛りの範囲内で対応できるテナン卜が入居出来

るわけで、あるが、若干の枠外対策も工夫可能で、あるので、それな

りの副! 通性があるといえる 。 しかし、設備コア設計の融通性がそ

のビルの利用限度を決めているといっても過言ではない。

4 . ところで

ビル設備は ＲＰｾＳ Ｐ 年経過すると何らかの機器更新、改修が必要

になる 。そのとき、当初の設備コアの「容量が十分」であるかど

うか、なかなか自信は持てないものである 。スケル トン& インフ

ィルにおいては入居者が特定しにくい分だけ当初からこの悩みが

発生してこよう 。テナン 卜がオフィスに限られるならそれなりの

設計が可能であるが、飲食J; 5 舗、物販庖告ili 、診療所、集会所、研

修所、ホール、宿泊所何でも対応できますとは言い難い。

もう 一 つ困ることが現実には発生する 。 通ｾ Ｎ 、 その部屋内に限

定した改装を予想しがちであるが、その上下階の床、天井の中に

設備の配管をしないと対応できない場合が発生する 。特に水の配

管、排水管は水勾配のため、下の階の天井内を走ることになろう 。

これらをどう解決するか、大改修ならともかく l つの部屋、組織

のために今仕事中の他の部屋、 他の[ 併におよぶ工事が出ることは

許し難いことであろうが、現笑は解決しないといけない事実でも

ある 。

5 . 何が解決策か

思いのままに部屋を造りたいとの素朴な希望を 叶えられるとい

った大胆な解決策があるはずもないことは百も承知 lで、 この間い

に答えないと行けないのであろうか。スケル トン& インフィルの

設備設計では、これもこの新しい概念にそって設計方法まで新し

く生み出されるのであろうか。

予測するに解決策は多分そんなに大変なものではないのであろ

う。 世の中のその他の事象や人 1M] の行為と同じく 、設計の組立、

企画が建築関係者だけの手に委ねられている現実の流れから変化

して、利用者や生活 ・活動 ・働く人々が意見を言い、計画に参加

し、自分で建築関係者とほぼ同じ情報を得て、判断して納得して

造りあげていくのではないか。一方、 e- busi ness仕事で、は場所を

問わないのが特徴であることを考えると 、制約条件が少ない分だ

け普通の人々の所に近づいているわけで、諸条件を整理し、解り

やすく示せばお互いの垣根がとれ、共同して作り上げることも可

能であろう 。

6 . まとめ

スケルトン& インフィル設計が明確なものではなくオ ーナーや

設計者で異なっていると予測できるが、少なくとも現在標準設計

していて、それを入居者が取り壊して自分に合う部屋に作り替え

る無駄をなくさなくてはいけない。入居を取り 止め出ていく場合

は原状復帰してまた標準設計にもどすことも利用価値が高ければ

価値があろうが次の入居者次第で利用が変わることを考えれば、

次の人に設計を委ねるほうが合理的なのかもしれないではない

か。

コンピュ ータの世界では長い間プロトコ Jレ (通信手段) が異な

れば、全てのデータがそ こでせき止められ、流れていくことは出

来なかった。インタ ーフェイスを組上げ両者の理解できる変換器

で翻訳して接続は出来たが、それがばかに高価であった。インタ

ーネッ トがそれを釆り越え 、ルールを公開しト ランスペアレン 卜

なものにすることに成功した。両者が会話できる ことがそもそも

の解決策である ことだとすると、スケル トン& インフィル設計は

まさにそれなのではないだろうか。

利用者や生活 ・活動 ・働く 人々が希望を 出 し、計画に参加し、

自分で建築関係者とほぼ同じ情報を得て 、判断 して造りあげてい

くことで、無駄が、捨てる物がなくなり、資源の有効活用になり、

環境維持に貢献する ことになって行こう 。 ところでインタ ーネッ

ト上には、我々の建築情報は少ないようだ。

人々が情報を得る手段はインタ ーネッ トが最も優れている 。建

築関係者はプロの情報を惜しみなく発信すべきではないか。

( いまい ひろお)
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オフィス

オフィスデザインにおけるインフィルの展開

村上 三吉

コクヨ側大阪設計部第 1 グループ謀長

1  .標準内装仕上のオフィステナン卜ビル

広告iliテナントビルの床、壁、天井があらかじめ決められた画一的

な内装仕上になっていたらどうであろう 。広告i I i で、あれば誰が考えて

も不合理に思う 標準内装仕上ーもオフィステナントピルの内装と

なると、建築設計図書のなかの基準階平而図というお馴染みの表記

のなかに内装仕上が、どの階も同じ標準仕上として取扱われてしま

つ。

ここで反論が聞こえてきそうな声として、一一 いくら仮使用承認

制度がで、きて、オフィスヒ、ルもスケル トンで考えられるといっても、

やはり中が仕上がっていない と引 渡しができないし、クライアン ト

の要望( 仕上がっていないとお客さんに物利二をみてもらえないから

売込めない。) もあって標準内装になるのだーーというのをよく聞く 。

そういう背景が' 凶習的にあって、使う立場のカオがみえないうち

にカオをつくってしまうオフィス建築が出来上がる 。者11市形成する

建築の外皮として多感な' 情報発信をするオフィス建築だが、内似IJ を

考えるとき、はたして使う立場のひとたちゃつくる似IJ はどう感じて

いるのだろうか。

我々 、オフィス設計に携わる者は、企業がオフィスに対して持っ

ている問題に日々、設計提案活動をしている。オフィスメ ーカーや

オフィス関連企業に所属している 、その設計者は相当数になると思

われる。その数が必要とされるほど企業の動きつまりオフィスのか

たちが頻繁に変化するのである 。インテリアのジャンルは住宅、庖

告ili 等その他いろいろあるが、オフィスほど動きの多い( 統合、分散、

移転、レイアウト変更等) ジャンルはないのではないだろうか。そ

れほどに企業は日々変化を求められるものなのである 。経済環境、

社会環境、情報 (技術) 環境に即応していかなければ企業が成り立

っていかない現実がここに出てくるからである。

変化し続けなければいけないオフィスにインフィルの対応が画一

的なものであっていいのかどうかを考えなければいけない時期がき

ていると思うのである。

2 .標準仕上貸しはアウトサイドイン設計

オフィステナントピルのスケル卜ン貸が前述の状況を打破する格

好のシステムと考えるのであるが、標準仕上貸とスケル トン貸の設

計を進める |緊の考え方を比較しながらインフィルの展開を考えてい

きたい。まず両者のシステムの違いについて簡単に図示 したものが

図 1である 。標準仕上貸は賃貸借がきわめて簡単であるが、独 自の

内装 ・設備を行うためには、一旦標準仕 |二を撤去、その上で独自の
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内装 ・設備工事を施工し、さらに退去時にはそれらを全て撤去し、

再び操準仕上に戻すことが行われていた。

標準仕上貸の一般的なオフィス設計ではまず第一に建築躯体、内

装及び設備関連の把握から入る 。これはテナントである企業のプロ

グラムを設計に落し込んでいく過程で現状設備の増移設を出来るだ

け少なく計画する ことや、退去時の原状回復工事の負担を軽くする

ことを念頭においているからである。

そこで繰広げられている ことは、本来必要なスペースで立ち上げ

たい間仕切壁ラインが照明や空調、スプリンクラーに干渉して部屋

を広く或いは狭くせざるをえなかったり、なんとか設備の聞に間仕

切壁ラ インが引けると思ったら部屋の照明が部屋|料に偏っていたり

で天井伏図なんて表記できない天井デザインが出来上がってしまう

(写真 1)。

また、天井 までF I Xする 必要がある部屋の壁が標準に レイアウ

トされている設備の増移設、復旧工事の費用を考えて欄間オ ープン

になってし まったりする( 写真 2)。必要とされるスケ ールやスペー

スで計画されていく壁ではなく 、標準天井設備でラインが動く壁が



写真 1 標準仕上天井を優先した応援室

写真 2 話し声が気になる応接室

オープンな執務スペースのレイアウト寸法までいじめていくことが

よくある。

このように現在の標準仕上貸でのオフィス設計は外因要件が前提

とされるインテリアプランニングが行われている。つまり外から内

へアウトサイドインの設計の考え方ですすめられているのである。

3 .オフィスデザインはインサイドアウト設計

それに対して、スケルトン貸のテナントオフィスビルの設計を想

定する場合は、内似1) から外へすなわちインサイドアウトの設計手法

が必要となる( 図2)。この考え方は、前述の標準仕上貸のようなす

でにある標準設備で、オフィス言| 画が歪められていくということはな

し、。

インサイドアウト設計では企業 ・組識の業務特性、行動特性、関

連特性の把握から始まり、その分析結果からワ ーカー及び組識にと

って必要な企業固有のファニチャ ースタンダードやスペーススタン

ダードが求められなければならないし、アウトサイドイン設計では

考えられなかった設備スタンダー ドの設定も抽出されなければなら

躯体

外装

J

源

ρ

資

J

t
固

み

直

・

ス

手

J

イ

ン

¥

.

・

7

イ

¥

オ

ド

様

イ

仕

サ

準

卜

標

ウ
乍

六

内装

設備

家具

情報機器

人・ワーカ 企業・組織 社 会 自 然
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ない。各スタンダードより必要或いは見直すべきスペースやファシ

リテイが予測し計画しやすくなる。これは、アウトサイドイン設計

でみられるようにテナントビルのスペースにあわせてあげくのはて

にデスクをひとまわり小さくしなければいけないといったようなワ

ーカーの生産性を全く顧みないものになることを防いでくれる。

つまり、ビ、ルにオフィスをあわせるのではなく、オフィスからど

ルをあわせにいくことが必要となってくる 。

スタンダード‘ の一要素が備わってはじめてオフィスの言 1- 画が考えら

れるし、人間を中心に考えたオフィスが計画されていく 。

また、スケルトンを考えた場合のインフィルのハード (床材、壁

材、天井材、照明 ・空調の機器等) は、昔、家のヲ |っ越しのときに

は畳も持っていくことが出来たように、オフィスの移転時には家具

だけでなく、インフィルのハードの移設も可能と考えられる 。この

リユースは、経済性のみならず、当然、環境面にも波及するシステ

ムになってくる 。また、オフィスをインサイドアウトから考えてい

くと、その評価! i や計画、実施、維持がスム ーズにながれていく 。つ

まり 、F l V I 管理が可能となり F l V I のシステムにのってくる。

スケルトンの考え方をもったオフィステナントビルでインサイド

アウトから考えられることが、拡大縮小や統合分散等の多様なカオ

をみせるオフィス戦111告に、確実でスピーデイーなリスポンスが得ら

れることになり、企業戦略の一翼を担う ことができる戦略的資源と

なっていくのである 。

(むらかみ さんきち)

43  



オフ ィス

オフィスのスケルトン貸しに対するビルオーナーとしての見解

吉田 武

森トラスト附常務取締役

オフィスのスケルトン貸しは、環境への配慮として、また外資系

企業の要求などにより、不動産業、ビ lレ賃貸業からの検討も行われ

ている。平成 8 年には、 (社) 東京ビルヂンク事協会の議論としても取

り上げられた。 しかしピルヂング協会として明確な方向性は示さ

れておらず、それぞれのオーナー独自の判断に任された形となって

いるのが現状である。そのような状況の中、業界大手の森トラスト

株式会社に現在のオフィスにおけるスケルトン貸しについての考え

方を伺った。

インタビ‘ ュ ー形式で、常務耳跡事- 役吉田武氏に森トラストとしての

見1拝を語っていただいた。

オフィスへのスケルトン&インフィル導入

まず、環境対策などの社会的要請や独自の内装を造れるなど

の要求から、特に住宅などでスケルトンアンドインフィル( 以下

S &I ) の議論が盛んになってきていますが、オフィスにS&I を適用

することに対する姿勢を伺いたいと思います。

吉田 原則として環境対策上からも、テナントニーズからも 、さ

らにオーナーの立場からもオフィスにスケルトン貸しを適用するこ

とは望ましい方向と考えます。し か し 現笑には様々な問題があり 、

実現は難しいのが現状です。 まず、 一枚のビルを借りている企業の

数が 1社、多くても 2，3杜の場合はオフィス空間をスケルトンで

提供することは比較的容易です。本社ビル的に丸ごと 一械を借りて

いただく場合などは特に適していると思われます。 しかし、多くの

テナントが入居しているビルでは難しいと 考えています。なぜなら

ば、そうしたビルではテナントが順次決まっていき、各テナントの

入居時期がずれるため、他のテナントが執務中に大規模な内装工事

を行うことになり、音の問題、養生計画の問題などが発生します。

これらの問題を考慮して、夜間、土日などで工事をおこなうと期間

が長期にわたるために、現笑的ではないと考えています。また、賃

料起算日の見解でもテナント、オーナー闘で食い違いや問題が起こ

るでしょう 。これはビル業界全体に共通する問題です。

しかも、完全なスケルトン貸しが有効で、あろうと思われる、天井

まで落とす大規模なインテリア改装を希望するテナントは全体の10

ｾＱＵＥ で、思いの他少ないのも現実です 。

しかし、確かに経済活動のグローパル化に伴い外資の参入は非常

に盛んになっており、スケル トン貸しのニーズは内外とも大きくな

ってき ています。そこで、我々としては完全なスケルトンではなく、

標準仕上げとスケルトンの折衷案のような形態が望ましいのではな

いかと考えています。それは、空調などの基幹設備は据え付けるが、
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床、壁、天井の最後の仕上げをしないもの、つまり、テナントがカ

ーペ ットの種類や色、壁や天井の仕上げなどを選べる方式です。造

語をつくれば“ ハーフスケルトン" あるいは“ クウォ ータースケル

トン " とでも名付けましょうか。これな らば一般的なビ‘ ルにも応用

できます。一方賃貸料に関していえば、折衷的スケルトンをおこな

った場合、オーナー工事の減少する分、賃貸料A をその割合に応じて

値下げすることになるのですが、試算によるとその額は大変小さく、

ビル賃貸市場に大きな影響を与えるものではありません。

スケルトン貸しの契約形態

一一契約関係について伺いたいのですが、先ほどの完全なスケル

トン貸しが成り 立つと思われる 、 l 社もしくは 2，3社に対してス

ケルトンでオフィス空間を提供することを想定した場合、様々な契

約形態がでてくるのではないかと考えますが、どの嫌になると思わ

れますか。

吉田 現在まで、テナント募集当初から完全スケルトン貸しを基

本とした物件はなく、それに基づいた特殊条件による契約の実績は

ありません。スケルトン貸しを希望する外資系などともケースパイ

ケースで、契約を行っています。テナン卜とオーナーとで契約条件を

話し合い、その時点でのビルの工事進捗や、テナントの内装図面の

決定H寺期など様々な条件を踏まえて、そのつど契約条件を検討して

います。一部にスケルトン貸しを採用したテナントの場合にも、原

則は通常の賃貸借契約です。

引き渡し基準には二つの方式が考えられます。一つは内装標準仕

上げのスタイル、もう 一つはスケルトンのままとするスタイルです。

ビルオーナーとしては次に入るテナン 卜がスケルトンでの引き渡し

を求める可能性は低いので、内装標準仕上げを引き渡し基準の原則

とし、入居時は内装標準仕上げ分を減額し、また退居時は原状回復

して返していただくことが望ましいと考えます。

我々が現在進めている( 仮称) I丸の内 1 - 1計画J ( 東京駅八重

洲口) では現在多くの外資系テナン卜と交渉を行 っており、なかに

はスケルトンの状態で引き渡しを求める企業もありますが、やはり

引き渡し基準を変更する予定はありません。

ー一一森 トラ ス トとしては、このようなスケルトン空間を提供する

形の仕事は これから多くな っていくとお考えでしょうか。また契約

条件の変更はあるのでしょうか。

吉田 いえ、部分的にスケル トンを採用するケースはあると思い

ますが、完全スケルトンがこれか らのピ、ル賃借の標準にな っていく

とは思いません。グロ ーパルスタンダードが進むなかで、ビルの契



約形態においてもこれまでのような賃貸借契約ではなく定期借家

契約を結ぶよう変更していく予定ですが、基本は これま でと変わ

らないと思います。

工事区分、発注形態の変化とコスト削減

一一工事区分やその費用負担、また発注形態についても検討を

進められているかお聞かせ下さい。S &I や折衷的なスケルトン貸

しになると、当然テナント工事に宇 ｉｾ い分離発注になるわけですが、

分離発注により数多くの会社に受注のチャンスが生まれ、それが

各社の競争を呼びコスト削減に繋がるといった発想はいかがでし

ょうか。

吉田 今までのオフィスビルは原則的に総合施工会社に一括発

注していることが多いと思います。以前より当社は建築と設備は

分離発注が望ましいと考えて笑施してきました。S&I はともかく、

通常のテナント工事においても当社は内装部門があり、自社で受

注することを基本にしております。後々のメンテナンスまで責任

を持ちたいと思うからです。いずれ折衷的スケルトン貸しの形態

に移行したとしても、この発注形態を変更する予定はなく、その

点で、は当社は他社とは少し違うスタンスかもしれません。 さて、

ご質問の分離発注の市111分化によるコス ト削減のシミュレーション

も行ったことがあります。 しかし、大きな効果が期待できない結

果に終わりました。 もちろんもっとシビアに見積もりを査定して

いけば効果は上がるのかもしれませんが、価格だけでなく信頼で

きる技術力の確保も考え合わせれば、施工会社選定や各工事問の

調整などさらに労力が必要となるでしょう 。

スケルトン貸しのインフラ設定

一 ー もうひとつの大きな問題として、仮に完全なスケルトン貸

しを行うとして、設備対応、の為、建築躯体にどの程度余裕が必要

だとお考えですか。大きすぎれば無駄ですし、足らなければ機能

しません。

吉田 先ほど申し上げたように完全なスケル トン貸しは難し い

と考えますが、仮に完全なスケルトン貸しを行うとするならば、

建物躯体が長寿命化する 一方で設備は時代に伴い要求が大きく変

化す るため、我々にとって一番重要な問題となっています。 ビル

建設当初から、長期にわたってテナントの要求に応じられるよう

なインフラが必要です。環境 ・コストなどの配慮から、超高層ビ

Jレなどは短期間で建て替えることは不可能と考えるべきで、それ

を見越した将来にわたる計画が求められています。

最近は、地域による家賃相場という発想ではなく、各々のビル

単体の持っている様々な条件で価値が決まってきている H寺代です。

インフラに対するテナントの要求水準が高くなっているため、

我々としては立地や誘致しようとするテナントの業種によりビル

個別に必要なインフラ粂件を想定し、決定しています。現在、共

通して具体的に提示できるものは階高で、 4 . 2 m を基準にしてい

く考えです。産業構造の変化から、生産の場としてのオフィスの

位置づけがより強まっています 。 とくに情報配 ｋｻｾ 等にかかわる階

高の設定には非常に要求が高く 、テナント のニー ズに応じるには

床下の配線スペースと天井高を十分確保するために階高 4 .2 mが

必要になります。すでに新規物件では実施していますが、当面は

これ以上の階高は必要ないだろうと思っております。これからの

ビJレには空調室外機設置空間や非常用電源設備の設世スペースの

確保なととも必須条件だと考えます。 しかし、その面積や容量につ

いてはまだまだ模索中といったところです。

設備に対する建築躯体の余裕がどのくらい必要なのかは大変革IE

しい問題ですが、情報化に対するテナントの要求などにも先が見

えてきた感があります。我々としてはビルに応じた適切なインフ

ラをある程度は設定できるようになってきたと思っています。 ビ

ル管理の立場からも設備に関する全体計画をこれからなお一層検

討し、決定していくつもりです。

一 一 ビルオーナーの立場としては、現状を踏まえると完全なス

ケルトン貸しは難しいとのことですが、標準とスケルトンの折衷

案として“ ハーフ スケル トン" あるいは “ クウォ ータースケルト

ン" といえるようなものは有効ではないかというお考えを伺えた

ことは、将来が楽しみです。本日はありがとうござし、ました。

(談 ・聞 き手/ 編集委員 対11 J，) t之、安部文将)
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トピックス

小学校の再生一太田市立休泊小学校の例-

白 江 龍三

白 江 間三五.l! 築 研究 所

ストックとしての既存建築物

建築の椛造体を社会的なス トックとして位ill 付けようとする H寺、

1=1  ;本では大きな|符害が 2 つあった。一つは伝統的なスクラ ップアン

ドビルドの社会胤i.¥VJ で、あり 、もう 一つは大きな地震のたびに行われ

た梢造基準の見直しに伴う 椛造性能の陳腐化である。これ らは限界

設計によるひ弱な躯体を持った膨大な訟の既存不適格建築物とし

て、日本の建築ストックに影を落としている。建設に伴う環境への

影響を考慮すれば、これらの建物を全て建直す事は不可能に近い。

日本の社会はスクラップアンドビルドを続けるうちに、意図せぬ巨

大なストックを形成してしまっている。既存不適格建築物をスト ッ

クとしてどう蘇生させるかと 言 う事は、新築の建物のあり方を考え

ると同等以上に、重要な課題になっている。

学校建築における状況

第二次世界大戦後の復興の過程で、標準型とも 言 うべき鉄筋コン

クリ ート 造の校舎が沢山造られたが、そのほとんどが今日の構造基

準に不適合にな っている。このような校舎が上|本全国で2α 均株近く

あると 言われている。これ らの校舎はl昭和25年に日本建築学会が作

成した 「鋼筋コンクリー卜校舎標準設計医U をモデルとして造られ

ている。これは教室の形式がlj 災前の計画に端を発する 一斉授業型で、

その後の応急復興の段階等を通じて見直されることなく継承された

ものである。このため、 生徒の個性や自主性を考慮 した今日の教育

スタイルに適合しておらず、耐震性の問題の他に、計画面でも不備

を抱えている。 また築後20年を超えた建物が多く、老朽化 も進んで

いて、経年変化、社会情勢の変化、 耐震性不足の 3 ｽｾから改修の必

要性がある。

しかし阪神淡路大辰災後、こ れらの校舎には早急な耐震性向上が

求められ、構造面の問題だけが強くクローズアップされた。現在は

構造有I i 強が独立して行われる:;;1 1 - が多く、構造学的視野の中だけの対

応が進んだ結果、機能而 ・意匠面での問題をさらに悪化させ、校? ?

としての総合的性能の而からは好ましくない事態が発生している。

学校建築に限らず、耐￭ＮＮｾＪ ｩｉ￬強は建築の 計画面 ・ 意匠面に彩科を与

える性格のものであり、構造分野単独の枠を超えた、新しいlT)( り創l

みが求められる。

休泊小学校の改修への取り組み

イ木i自小学校の改修では 1/Ii造体の耐震補強と共に、建物の補修、さ

らには面積拡大や機能の拡充・強化とい った計四面の改修を同H寺に

実施して、総合的な視点から校舎の蘇生をめざしている。一般に改

修は、建替えができない場合の次普の措置として受け取られがちだ

が、総合的に取り組むことで、新築と同等の効よ|ミを生むことができ

る。 しかも、それまでの建物の歴史を継承することで、新築にはな

い文化的厚みを獲得する可能性がある。改修の対象となった校令は、

巾央付近に階段室を持つ北側廊下の 3府の建物で、廊下に面して教

主主が配置され、教室の南側にバルコニーが付 く典型的な標準設計学

校建築である。この計画では耐震補強に関連した 3 つの方法で空/I U

に加工を加え、機能の再編と意匠的な側面からの蘇生を試みた。

改修後の全景
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補強に関連する 3つの手法による空間の加工

まず、基本的な補強工法として、プレースを用いないアタ ッチ

ドフレーム工法を考案した。これは建物外部に補強用のフレーム

を付加する工法で、イ木泊小学校の場合には、校舎の南北而に辿物

を挟み込むような形で設世している 。南側のアタ ッチドフレーム

は、バルコニ ーの先端に設世しているが、これが新たなフ ァサー

ドを形成した。 さらに教室 とアタ ッチドフレームに挟まれたバル

コニーが、 自立 したス ペースとして意識 される列柱空間に変化し

た。

第 2 に構造上の障害である腰壁を撤去しているが、これにより

南北方向の空間の流動性が生まれ、廊下一教室一列柱杢 II IJ 一階段

室と繋がる空間の相互性 ・回避性を右IJ り出している。第 3 として、

過重量の問題をかかえた階段室 と便所のコアを、吹き抜けがある

鉄骨階段に改修している 。 この結果既存の校舎にはなかった縦方

向の空間の動きが導入できた。

各室の機能の再編

普通教室

教室は南北方向の間仕切り壁や腰壁を撤去して、廊下から教

室 ・テラスへと連なる開放的な空間に作り変えている 。廊下似IJ の

x:*は透過性のあるプラステ ィッ ク素材の大型スライデ イングドア

に変え、開放すると廊下と 一体にな ってオ ープンスクール的に使

える 。教室の後ろにはワークス ペース的な利用を考慮、したアルコ

ープを設け、廊下にはベンチを設けるなど、限られたスペース の

ｉｾ Ｚ ｉ で 一 斉授業型から脱却した教室を計画している 。

限られた面積のため、ワークスペースの確保やクラスルームユ

ニ ッ ト化、オ ープンスクール化は望めないが、むしろこの程度の

変更のほうが、既存の建物を使 ってきた先生方の感性になじみ易

いとの評価をいただ、いている。

特別活動教室

親子図書室を改装して設けられた特別活動教室は、生徒の自 主

的な行動や小グループでの活動をf f . 識した教室として、自 1' 13な雰

囲 気 をめざしている 。 ｪ 政墜を撤去して、 Ｑ 菊 ｾ｛ｉ ｊ の校庭に向けてス ペ

ースを拡張しているが、I竹築部分は床の高さやテクスチャーを変

えて、同じ部屋でも場所によ って雰囲気が異なる空間を作り出し

ている。

放送室側の壁には大きなガラス窓を設けて、 D J ブースのよう

な放送室ができた。廊下との隔壁は他の教室と同様に大型のスラ

イデ イングドアを採用して、開放すると廊下をとり込んだ大きな

先問になる 。親子図書室の書籍はここに残されたが、廊下から見

えて開放的な雰囲気のため、利用率が上がっている ようだ。

職員室

従来の校長室と職員室の| 同壁を撤去して、オ ープンオフィス的

なワンルーム空間に変更している 。 さらに南側へ面積を拡大して

いるが、これはアタ ッチドフレーム工法の採用で可能にな った。

吹抜と鉄骨階段による重量の軽減

4揖造補強の考え方

教室は開放的に生まれ変わ った。廊下は教室と 一体にな ってワークス ペース的に

使える 。

特別活動教室は 、テラスにつながる開放的 コーナー や図書室的空間からなる変化

のある教室。DJ ブースのような放送室もできた。

職員室はオ ープンオフ ィス裂に改修された。内部には生徒のコーナーもある 。
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船のデ ッキのような

空中広場になった。

階段室と便所があ

った コア を改修し

て作られた鉄骨の

円形階段。

企
-
-

縦

方

向

の

空

間

の

抜

け

空間の回避企

内

エ
の

ゑ

貫修

ε
w
m

v

t

 

猛

る

-
E

の

え

ス

見

一

が

ぺ

一

ス

リ

・

リ
ノ

抜

ポ

の

ン

閉

問

、

ン

昆

E

V

F

縦

方

向

空

間

の

抜

け

提

銭

)

釦

阿

川

田

川

河

野

げ

は

F

ぺス
抜の空

48 湿簸と社会 . 2000.6

また、広い一体空間の特性を生かして、職員室の中に生徒のコ ーナ

ーや相談室を設けて、職員室のあり方自体を生徒に近づける工夫を

している。

耐震改修に求められる新たな枠組み

建物は構造的、機能的、芯; 匠的に新築と見まごうはの、りによみが

えったが、製造 ・建設過程で大量の二般化炭素を発生させる構造躯

体は、既存のものを再利用している 。この事業は、新築に比べると

資材使用量は少ないが、特殊な工法の lif l発やその是非の議論、前

例のない事業形態を役所の事務体系に位i置付ける努力など、膨大な

ま1.1的エネルギーが投入されている。 さらに工事自体も高粕度が-要求

され、手作業の比率が高い。このプロジ、エ クトのように、環境負荷

を伴う資材の使用を最小限に留めながら、知力や労力などの人力を

フルに活用して人間活動を活性化させる事業は、エコロジ-11寺代の

繁栄のあり方のモデルでもある。

休泊小学校のような総合的な視点での耐震改修への取り組みを、

日大の| 羽沢教授は、 「太田方式」 と名付けた。 しかし今 Hの耐震改

修は、椛造に特化した視点を基本にして、補助金が活用できる枠内

だけの事業に留めようとする行政の姿勢など、太田方式が笑現でき

ない環境が出来上がっている。休泊小学校の事例は、海外からの問

い合わせを含め、大きな関心を集めている。耐震改修には本件のよ

うな企画が実現できる新たな枠組みの構築が望まれる。そしてこの

ような考え方の変化は、社会的スト ックとしての構造体のあり方を

考え促進する 助けになるはずだ。 ( しらえ りゅうぞう )

建物は新築のように蘇 ったが、思い出の風景は保存された。

太田市立休泊小学校建築概要

設 計 日 本 建 築 都 市 診 断 協 会 (S COA)

白江龍三 ・田中雅美・岩本弘光 ・宮崎均

監 理 太田市教育委員会学校管理課/ 日本建築都市診断協会

施 工 石 橋 建 設 工 業

所 在 地 群 馬 県 太 田 市 能 舞 町3816- 3  

敷地面積 19，844.00m'  

建築面積 1，016. 84m'  

延床面積 2，306.47 m'  

4昔造規模 補強方法・ア空 ッチドフレーム工法、 3 F 、P H 1  F  

工 期 1998年 6 月- 1999年 2 月

最 寄 駅 J R龍舞駅

j量 影 松 岡 満男建築写真Z事務所



大阪市の中間検査制度

椎名辰之

大阪市計画調盤局建築指導部指導課主査
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れか早期のものを特定工程とする。

5. 適用の除外

建築基準法第85条第 4項の規定が適用される挫錠物には、この中

rlfl 検査ilil]/支は適用しなL、

ｾ 築 基準法による 『 中間検 査 制 度 ｪ は、阪 神 ・ 淡路大震災を契機

に 「建築物の安全性確保」の重要性が改めて認識されたことにより、

法改正が行われ創設されたものである。大阪市では 「安全で安心な

まちづくり 」を進めるために、平成12年 5 月1 日からこのililJ 度をス

ター卜させている。

法

令

コ

ー

ナ

ー

l 安全で安心芯まちつ、くり

大阪市では、 中間検査制度を社会的に影響の大きい一定規模以上

の建築物の安全性を確保する手法として、そしてさらに市民の生活

の基盤である住宅の安全性をチ ェッ クし、 市民の生命や財産を守る

手法として有効に機能させたいと考えている 。

「安全で安心なまちづくり J というフレーズにおける 「安全」ゃ

「安心j という 言葉は時代のキーワードであり、守ら れるべき大切

なものが当然守られなくてはならないという考え方がその背景にあ

る。中間検査制度が今という 11寺代において、ひときわ重要ななl床を

持つものとして位置づけら れることを期待したい。

rl :1問検査1111]/支を実効性あるものとするには、建築主をはじめとす

る建築物の関係者に対する広報活動が重要と考え、ポスターや リー

フレ ットを作成して掲示、配布している。しかし、も っと範囲を広

げた市民全体のレベルにおいては、 中間検査そのものの技術的な意

味よりは、 中間検査という特殊な切り口によ って見えてくる建築物

の現状を通じて建築基準法という建築ルールの社会的なな義に気づ

いてほしいのである。

大阪市における 中間検査制度は始ま ったばかりであるが、この1111J

度を核としながら 「建築物の安全性昨保」という考え方の市民や佳

築関係者への定着を促 していきたい。建築基準法という建築ルール

の社会へのよりい っそうの浸透と、誰もが建築物の安全性を享受す

ることができる社会の実現を願っている。

l 広報活動

l おわりに

l 大阪市の中間検査制度の概要

対象建築物や特定工程など、大阪市長が指定した内容は次のとお

りである。(正式な内容は、大阪市の告示を確認いただきた L、)

対象建築物の建築主は、 特定工程に関する工事の終了H寺点で挫築

主事または指定確認検査機|刻の中|昔|検査を受ける義務がある。

1. 中間検査を行う区域

大|波市の全区域

2.  1  1:1  1:I1' J検査の施行日及び期間

平成12年 5 月l 日から施行し、 期間は施行の日から 5年I旬、この

IJli I)J r は、施行 日以降に確認申詰古を提出するものに対して適用され

る。

3.  I:]: II /'，]検査を行う建築物の桃造、 用途及び規模

ーの辿築物l における新築、 増築または改築にかかる部分が、次の

各号に掲げる桝造、 用途及び胤般のものが対象。

(1) 地l精を除く |省数が 3 以上で、かつ、延べ面積が500平方メー

トルを J国える建築物

(2) ( 1)に掲げる建築物以外の建築物で、住宅の用途に供する部

分を有し、かつ、 地階を除く |渚数が 3であ って、主要構造部の全部

または一部を木造としたもの

4 . 指定する特定工程及び特定工程後の工程

下 記の 別 表において、Ｈ ｾ ミＩ 欄 に掲げる建築 物 の 構 造 、用 途及び

規模に応じ、 同表( ろ) 欄に掲げる工程とする 。ただし、 別表 (p)

欄(1)にjg げる建築物にあ っては、当該建築物の 3階の部分の構造が

同表( ，、) 制 ( ア) から( エ) までの 2以上に該当する場合においては、

いずれか早期のものを、同表( ろ) 欄に掲げる工事を 2以上の工区

に分けて施工する場合においては、 2以上に分けた工区のうちいず たつゆき)( しいな
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特定工程及び特定工程後の工程

(¥、) ( ろ)

ill 築物の椛造、問途及び規模 ｾ，ｾ礎工事に ｉ ｾ ｉ する 工 程 lli て方工事に関する工程

特定工程 特定工程後の工綜 特定工程 特定工程後の工務

基礎 (杭基礎を除く 。基礎の配筋を桜うコン 足以工事( - 11' 淵盤工法の場合 壁の外装または内装工事 (粋

(ア) 木造

以下この表において問 クリ ートの打設工事 においては、壁体の組立及び 組壁工法の場合においては、

じ) の配nJj 工事 !五似工事) 枠組を確iう屋内fJIIIのぽまたは

天;) 1を詑iう工Ilf)

( イ) 鉄骨'逃

基礎の西占fl1i工l!f 基礎の配nJj を桜うコ ン 3附閑仮の取り付け工事 ｾの外装または Ｑ Ｊ Ｑ 装工事

クリートの: t Tr&工事

( 1  ) 地階を除 く

U'iJ空の国dlii 工事 基礎の自己怖を穆iうコ ン 311J!i のはり及び床の西日筋工事。3階のはり及び床のコ ンク リ

階数が3以上で、

かつ、 延べ而fl 'lが

クリートの打設工事 ただし、当該配筋工事を現場 ートの打設工事。ただし、 当

500'1<  Ji メートJ レ ( ウ) 鉄筋コ

で行わない場合においては、 該コンクリート の打設工事を

を必える必身糊 ンク リート造

3階のはり及び床版の取り付 現Jct¥で行わない場合において

け工 '!f は、 3階のはり及び床! 振のl攻

り付け部分を桜う工事

(エ) 鉄骨鉄 占 ｈｩｦｾ の問団Ｗｊ工事 基礎の配I l I iを被うコ ン 3附のはり及ひ7木の目。nJj 工事 31惜のはり及び床のコンクリ

nJj コンクリー タリートの打投工事 ートの打設工事

卜造

(2) ( 1) に指げる建築物以外の l.'il t封J A (村強壁工法の場合 壁の外装または内装工事( 枠

蹴 鞠で、住;宅のFf I 途に供する部 においては、白体の組立及び 組壁工法の場合においては、

分をイI し、 かつ、 I出荷を除く附数 出担ι U!f) 村唱五を桜う屋内fJII Iのりt または

が Ｓ であって 、 主 ｾｬｩｬｪ 治部 Ｓ の全部 天 井を磁う工 ｾ Ａｾ Ｉ

またはー怖を木造としたもの

別表



免制震併用耐震改修工法
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FLEX工法

( 1階での耐震改修部材の配置)

⑮ 鋼板補強柱

⑨f;官図3

⑨ー

1! 

「寸

寸 1 一一寸

t至宝

@  

⑧ 

@  

守→
r  ⑨ 

1

1

「

ィ

，

J

立@

?寸]

T  FE! 

i q 

JLjl 

if t  

G土立

Ir 

⑨

 

⑨

 d

'
回@ー=ー⑥

Ａ､ｾ路信用金庫本 ｊ ［ＡＵ (SRC造、地上 81潜 - 地下 11街、 12，ω1 m2) の

耐震補強工事において、 11街を水平方向に適度に柔らかく 、かつ粘

り強くなるように改修して建物全体の耐震性能を向上させる構造シ

ステム( 免l / l 1J 震1弁用同協改修工法) を開発した。

耐震補強に対する建築主の要望は、以下の通りであ った。

・営業スペースである 21緒以上には耐震補強を施さず、施工時も通

常通り営業できること( 1 1暗主用途は駐車場)

・震度 6 - 7 クラスの大地震でも建物が大i成、 j州政しないこと

・できるだけコストのかからない工法とすること

l 改修工法の選択

構

造

の

頁

かくし、建物の固有周期を長くした。

. 一方、 残りの1筒6本の柱を厚さ 9 mmOの〉鋼板巻きで

水平岡岡剛リl性と粘り強さを保t持寺させ、多くの地震エネルギーを吸収でき

るようにした。 さらにこの効果を高めるため、エネルギー l吸収性能

の高い粘性体l/l IJ 振壁を要所に配置した。

これらの工夫により、大地震( 最大入力述! 皮; 良i

いても 11階』街皆の最最.大オ水t 平変)形杉は1日3c叩m程度で、あり、通常の免震工法の

ように50cmといった大きな水平変形を発生させずに、上階の地震

H寺被筈を建築主ニーズを満足させる状態( 建物が大破、崩;殴しな L、)

にまで低減し ている 。ただし本工法の場合の上|惜の被害程度は、免

震工法に比べ大きいことには留意する 必要がある 。

FLEX工法

(免制震併用耐震改修工法)

4 図 4

基礎免震工法では、既

存基礎の下に新たな基礎を

構築し、これらの新旧基礎

の聞にも1層ゴムを設置する

ことになるが、大地震[1寺に

は地 FI 絡を含む既存建物全

体が40-50Cl l l 水平に変位

するため、外周到1とのクリ

クリアランス

新設基礎 積層ゴム

図 2 基礎免震工法

アランスが不足することになる 。

このような技術的問題 を解決するため、新しい精進システム

(FLEX工法 ・FLEXl BLE ISOLATION  SYSTEM) を考え出した。

l  改修後の耐震性能

改修後の建物の大地震H寺市、目針生能は次のようになる 。

• 2階以上の柱に、ひび割れ( 層間変形角1/150) 程度の被害は発

生するが、鉄筋の25出や破壊には至らな L 、。

・各階に発生する加速、度は、通常の市懐構造建物の40%程度の小 さ

な値となる 。

・最大水平変形/ 1 寺( 1 1精で'13cm) においても、鋼板巻き柱と積層ゴ

ム設置柱で建物を安全に支持できる 。

rで---- 図5に示すように、 2 階で通

常の銀行業務がおこなわれてい

るなか、 11省で1: i' 1 I 晋ゴム設置工

事を 2台/ J ! ! ! ! のぺースで施工し、

平成12年 4 月に仕上げを含む全

工事を完了した。

図 5

建築主ニーズに対し免震工法の採用を検討したが、従来型免24改

修工法では、コスト以外に、次に示す問題点があ った。

・中間| 潜免震工法の場合( 図， )  

中間階免震工法では、特定の一

つの|結( 今回は l 階) で、すべて

の柱、壁を水平方向に切断し、切

断した柱に積層ゴムを設置すると

とになるが、その階は柔らかくな 積庖ゴム工レベ タ

り、大地震/1寺に40- 5Ocmの大きな 図 1 中間階免震工法

水平変形が発生する 。このため本建 h却の場合、仕上げおよび既蒋エ

レベーターの変形追随性能確保が困難になる 。今回は敷地境界と建

物が近接しているため、変形H寺に 211
皆より上部が敷地外にはみだす。

・悲礎免震工法の場合( 図 2 )  

ひでし)( おくも と積層 コム設置工事の手順

I  FLEX工法

FLE工E法の要点を以下に示す( 図 3，4)。

.  ，階を柔らか くして建物の固有周期を長 くする ことにより、地震

/1寺に建物にかかる水平方向の力を小さくするとともに、 地震力が上

階に伝わりにくくする 。

.  ，階に適度の水平剛性と粘り 強さを持つ部材を配置 して地震エネ

ルギーを吸収することにより、 1 / 1 皆に発生する変形を最大10数c m

以下とする 。

具体的には、今回の両ねZ改修で、次に示す工事をおこな った。

・既存の l 階 R C壁の左右端および上端にスリ ッ トを入れ、 R C壁

を l 階柱および 2階梁から切り離した。 さらに l 階の44本の柱のう

ち28本の柱の柱頭部に積層 ゴムを設置 して、これらの柱が水平方向

の力にほとんど抵抗しないようにした。これらにより、 l 階を柔ら

建築と社会 ・2000. 650 
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倍の給湯圧力となった電気温水器

岡部正義

三菱電機総群馬製作所専人

近年、f J J ; : I 境共生住宅」が注目を集めている。また、 「環境共生住

定 ［ｬｩｉ ｊ ，ｴｴ ｾＱ 融資 ｦｬ ｩｉｊＱ変 ｪ の拡充にも見られるように、家庭内での省エネも

t! t 進されている 。こうしたなか、火を使わないので安全 ・安心かつ

深夜屯力を利用するので省エネ性- 経済性に優れた電気温水器が、

「環境共生j 型給湯器として脚光を浴びている。

一方、 2 世帯住宅の増加や建物の高層化等で、台所、浴室を 2階

に設iEする 1主宅が} 曽)J [ I 傾向にあるとともに、シャワーを使用する，頻

度もm加している 。従来の電気治本音* では給湯圧力の関係から 21桁

のシャワーには給湯加圧ポンフ。が必要だ ったが、 一昨年の12月に規

制緩和の一環として 「労働安全衛生法施行令J が改正され、従来の

Ｇ ｉ Ｇￚ気 ｪ ｬｬｾ 木 Ｖｾ の倍の給湯圧力となった 「 高圧力型電気 ｹ｡ 水器 ｊ の製

造 ! 仮先が可能とな った。

l 規制緩和の内容

一昨年12FJ の 「労働

安全術生法施行令J 改

正により、 「ボイラー」

区分の一部が温水ボイ

ラーに限り「小型ボイ

ラー j 区分に規III IJ 緩和

された( 図 1 ) 。この

範附で製造 ・販売され

る Ｑ 甘気 ｩ ，ｾｾＪ 器Ｈ小型沼 ｬ

水ボイラー) を、従来

高E刀主電貫足水量

フー
ボイラー

(法第37圭)

10 

(1 kgf /crn') 

o  2(40kW) 4(80kW) 6  (120kW)  B(160kW) 

E緬描m' (州

図1 r高圧力型電気温水器J ボイラ ー区分表

のもの( 簡易ボイラー) と区別するために業界統一名称として 「高

圧力型活気温水器」と呼ぶ。

次に、主な椛造に関する規制緩和内容及び留意事項( 労働省通達

Ｑ ，ｾ党第 ＶＹＵ 号の Ｕ ) について説明する 。

( 1) 温水温度自動制御装置

必圧)J 型電気温水器温水のI品j皇fl lII御装置は、缶体内の溜t水7由主を

1∞℃未満に保つためと、給湯圧力アップで潟水温度がが1: 点に迷し、

缶体が破裂に至る危険を ｬｾ￭ ｊｬ 二 することから、 二 つ以上の別の方式を

fli l ! えることにな っている。この二つ以上の別の方式とは、 一つはサ

ーミスター等で混度を検知して Ｑ Ｑｉ Ｑ 胤 ｬ する ｾＱｬ子式、もう 一 つは膨張

式 ・パイメタル式サーモスタッ卜、自動1，'i!J変安全弁等の機械式であ

る。

ここで' I ' u子式とは、感潟亥子がlli. VJ r 変化に対し、抵抗値等が変化

する特性を利丹l し、回路内で増幅変換処坦! し、熱源の運il去、停止を

行う JJ 式である 。機械式とは、機械的作用で直接接点を入- 切し、

熱源の運転、停止を行う方式と溢度変化で感熱体変位を利用 して弁

を ｉｊ ｦＮｉｉ ｾ Ｚ Ｑ させ、缶体内水を排水する方式である 。

， ＧｾｾｲｅＩｊ 型電気渦水器で 、 は、主にサーミスターの電子式、パイメタ

ル式サーモスタ y 卜の機械式の二つの方式を備えている。

( 2) 付属品 (水高計、温度計)

ｦｬ Ｂ ｾ 造 ｪ 品Ｚｭで 、 小型 湖水ボイラーには必ず取り 付 けることになってい

る; f<11，diJ I'，滅度計は、次のような装世をつけることにより確実な動

作を行わせることができる。ボイラー水の水位が正常範囲を逸脱し

た( 空炎き状態) ときに自動的に主主報を発する装置を設けた場合は、

ａ＼ ｲｾ Ｍ Ｚｊｉｻ ｉ を設けなくても差し支えない 。 ボイラー水の温度が正常範回

を逸脱した (100'C以上) ときに I I動的に里子報を発する装置を設け

たJJ;1合は、 ilIl J変計を設けなくても差し支えな L、。

これらを踏まえ、高圧力型 ｭ 気焔水Ｊｾでは、水高計は主に水位ス

イッチまたは電極で缶体内の水位を検知してリモコンでf予報を発す

る方式、 ｪ 品 ｊ ｊｲ ￟ｩ は缶体に接触している ｩ ｾ ｬｊｾ センサーで検知してリモ

コンでy品度表示を行P ，正常況必範囲以外は答報出力する方式を備

えている。

l 改正法令施行に当たっての留意事項

ｲ ｦ｛業者が高圧力型電 気 ｪ Ｚ ， ｾｩ 水出を使ｊｬ ｉ する場合、次の Ｔ つの事項を

実施する義務がある。

( 1) 設iE報告，所帖! 労働基準l誌'間宮i こ設世報告』を提出する。

ＨＲＩ 定 ｊ ｾｉ 自 主点検，取扱業務に労働者 ｡ をつかせるときは 、安 全のた

めの定期自主点験を実施する。

(3) 特別教育，取級業務に労働省をつかせるときは、安全のための

特別教育を実施する。

(4 Ｉ事故報告，破裂 Ｇ ＱｾＱ 政が発生したときは所 Ｑ Ｑ 悲 労働基準舵 Ｇ 白還に・ ｬｾ

故報告己? を提出する。

なお上記事項は、家庭問として使mする場合は適用されない。

設

備

の

頁

l 特長

三菱i--; l 1機が|昨年10，1より発光を| 井H治した 「高圧力型電気治水協J

フルオート エコオート( 6機極) は、お客綴が要求する給湯機へ

の性能向上に応えるべく高圧)J 型'，'U気hTl 水器の構造を掠り込み・2

|析でも ポンプなしで快適シャワーが可能" を業界で初めて実現した

(図 2 、 3 、 4 )。

- 手洗い程度芯5

3階給湯もOK!

.  2階では、給湯

加圧ポンプなし

でシャワーが使

用できる。 • 
3.5m 

以内

!被

図2 2階給湯における高圧力タイプの配管システム 図3 本体外観

図4 従来の電気温水器とのシャ ワー比較 ( 2階シャワー使用時)

これにより、集合住宅や 戸 生ｾて住宅への設置台数が急述に 噌 して

L、る。

( おかべまさよし)

建築と社会 ・2000.6 51 



井 上 稔

松下電工(閥コーテインク事業権進部

建築外壁用光触媒コーティング材

217 
決 施工材料の頁

フレッセラ

コーティングシステム断面図

有機塗薮

有機基材

界主主川口初涜倉ＮＮ 【 ｊＨ ｉＹＹ 年 Ｕ 月悔・ ｾＹＹ 盗事 Ｙ ｊｬ Ｉ

-， . 圃

図 1

l はじめに

近年、建物外壁の材料には、高耐久性や不燃性のイメージから、

セラミックと ｌ 追う呼称に総私される ＱＱ ＱＡｾ機 」 材料を ｐｒ に使用して

いる場合が急増している 。この傾向は、特に戸建て住宅で顕著であ

るが、非住宅では昔から、タイルやアルミカーテンウオールのよう

な、 ｍｾ 機あるいは金属が使われてきており、塗料等の表面化粧材は

有機から無機への世代交代の流れが出来つつある 。当社においても、

無機系コーティングへの取り組みが十数年前から行われてきてお

り、当社の住宅部材、照明昔日具への展開が図られてきた。

当社では# 空機系コーテインク可dの常温硬化技術を完成させたのを

機に、建築分野( 特に、現場塗装分野) への展開を進めており、

「フレッセラ J という名称でPRしている 。

光触媒と従来塗装との比較

施工後

弊社川口物流倉庫

施工場所 白外装 &，ooorri

下地 ; P C+ F R CI こ有機塗装

仕織 無機着色3コート

図 2

フレッセラは、 一般に無機の欠点である、破すぎるゆえのクラッ

クの発生や、光沢、着色等の意匠性に乏しい点を改良するために10

ＭＲＰＥ の有機成分で変性している 。 従って、無機とはいわずに ｉ Ｃｾ

機系j と読んでいるが、この無機というイメージを債なわないため

に 「燃えな L、」 ということに主題をおいて開発してきた。この燃え

ないという性能が、後述する光 ｉｾｾ ｬ 媒で、酸化分ｦＹＡｲ，されにくい重要なポ

イントとなってくる 。

また、ごのような1!! ¥機含有量の多さは、優れた耐候性にも現われ

ている 。

サンシャインウエザオメーターによる促進耐候性試験のデータで

も、塗料市場で最も殴れているといわれているフッ素系塗料と 比較

しでもひけをとらない性能を有している 。

l 無機系コーテインク材の墓本性能

施

工

材

料

の

頁

塗装建築物への リニ ュー 7 ル施工例

ド層( 分解プロテクト層) として、先の無機系コーティング材をそ

のまま使用している 。

図 2 のように、従来有機塗料とフレッセラ P では、雨自Jji汚れに大

きな差が出てくる 。

フレッセラは下地材に合わせて、数種類のシステムを用意してい

る。図 3の例に代表されるように、多種の物件に対応、できるよう設

計されている 。 光触媒タイプ以外にも、高 ｴｾＱ 水性で落書き等の汚れ

を拭き取りやすくする「フレッセラ DJ 等で、構造物への多種多様

の汚れに対応できる 。「フレ ッセラ j シリーズは公的機関等 (*1) に

よる試ｾにも合格しているコーティング材であるが、従来塗料に 比

べて薄く透明のJI具を形成させるため、試行品質の確保の為に、責任

施工体11，IJ をと っている 。施工は、松下電工エンジニアリング(関及び

認定施工! 古でおこなっている 。

図 3

l 応用事例

l 光触媒コーテインク材「フレッセラ PJ の概要

上で述べてきた無機系コーティング材に光触媒を複合すると、汚

れに対して格段にすばらしい効果が現れる 。光触媒とは紫外線が当

たると酸素ラジカル等の活性種が発生し、それらによって有機質汚

れを分解してしまう仕組みである 。(図 1 に 劉l限椛造図を示す)

汚れ成分には、 NOx、オイル分、タール分のように分解できる

汚れの他に、砂などの無機の汚れも含まれている 。これらは安定し

た材料であるので分解されずに表面に留まってしまう 。従 って低汚

染性は、有機成分を分解することでまず塗JI 英国と汚れとの付着力を

弱め、無機成分と 一緒に雨で流し落としてしまう作用を利閉してい

みのる)(いのうえ

土木J I j 防汚材料柑主 I 極合絡

防火性能試験 (建設省告示1828号規程)

鉄道車両HI 材料燃焼試験 (不燃性)

優良景観材科 llE奨品 (武w! 材料推進協議会)

。主主肢の経口議性試験 (LD50>2α均mg)

( *  1)  

る。

このように、優れた防汚効果を持つ光触媒て、はあるが、大きな二

つの欠点、も持ち合わせている 。

第 l の欠点、は光触媒塑I英中で、光触媒がパインダーとなる樹脂を分

ｪ 狩してしまう 。 フレッセラは、先の通り、 ＱＡＡｾ 機成分を多く含んだ燃

えにくい高耐久の樹脂であるため、その心配がな L、。

さらに第 2の欠点、は下地を分解してしまうことである 。図 1のよ

うに、例えば有機塗装やプラスチックに直接コーテインクーした場合

は、変色やチョーキング等外壁の傷みが早くなってしまうという本

末転倒の結果になってしまう 。これを防ぐため、フレッセラコーテ

ィングシステムでは、分解さ れやすい有機層と光触媒! 替の聞にガー

建築と社会 ・20∞552 



やさしいケンチク文章術 圏

実例その 2 ・炊飯器のパンフレッ卜より
山田 修

修 建 築 事 務 所

1)  rかまど炊き」のごはんがおいしい

J長ガス 会社の大イベントが大阪ドームであり. 見学に出かけた .

そのときもら った炊飯器の宣伝文が写 1 のものである .

ごはんがおいしいの?

写 1

と阿 じ/Q. 埋. ガスのハワ

フル在員でつつみ依きす

るから . お事のひと純ひ

と粧を しっかり . ふっ〈ら

炊き 1:げます.

数枚が重なり ，かまど飯炊; 1 告の 、ド分を折半した両開きの表紙デザ

インは. 気が効いていた .

わたしは ，その文章を次のように1ft 敵する

Iなせ， iかまど炊き j のごはんがおいしいの?

「かまどで焚いたごはんがおいしい! J のは ，強い炎が炊飯がま

を包み込んで過熱するからです

強火による一気の過熱が ，コメに水分と熱を与え. 芯まで、ふ っく

らと炊きあげま す.

ガス炊飯協は“ かまど焚き" と 同 じ原足li です

写 2 H電車の車内注意文

f急停車することがあります 事政防止の

ためツリ手などをお持ちくださ L寸

事故防止 は，客1)[11のために呼びかけるこ

とが第ーであ る. iおつかまり 」は' 出習上の

「お持ち」にした .

「ツリ手」は 「つり手( 現物はこの部分赤

字)J でもよい. が y 写真は白黒で表現され

るので，カタ仮名に変化 させた.

ガスのパワフルな炎が ，コメのひと粒ひと粒をし っかりと包み焚

きしますj

「たく j には 「炊く ・焚く . ;(;'(く - 議く j がある . ここ では か

まどから浮かぶ火のエネルギーを I.Bすため . i焚く j を使 った. む

かしの木を燃やす (木を二つ並べて Fから火をつける ) イメー ジも

伝わ ってくる

写 1 の右の文章は. 主訴を雌立 した それと原文の左の文章に形

をそろえている( ー・ です ".... ます. ) ，iふっくら J の二度使川

はやめ 「しっかり j にまとめた .

般 市ｾｾ文は，タイトル 以 外の本文の ｪ 英字 使 用率が Ｒ Ｖ ( %) ゆえ。 視

覚的観察からもバランスがとれている .

j英字は ，見て分かりやすいが戸がない. ひら仮名は 戸を伝える

が読みにくいーこ の両者のバ ランスは，文部. を沓く上で大切である .

原文の 「ひと粒ひと粒J はよろしい . 気に入った . iひとつぶひ

とつぶ」では読みにくい. i一粒ー粒j は回すぎるし， i一つぶ一つ

ぶJ ではピンとこない . r粒」のi英字そのものが ，コメの一粒を忠

l 、1'1.' 1させ ，炊きあが った米の立つ姿まで自に浮かぶ.

漢字を使う ときは，その字: の怠J宝と 周辺の字との釣り合いを考え.

LU所に応じた漢字とひら仮名の使い分けをしなければならない

「一粒の雨が落ちてきた」の助手ヤは 「ひとつぶの雨が落ちてきた」

の方がよい

2  ) 日常のステッカーを見る

次に . 日頃わたしたちの周辺で兄られる 「ステ ッカー (注怠文)J

の実例 (写 2 ー写 4 参照) を示した

いずれも，写真説明間の，わたしのff t破文を r J 内に記してい

る ちょ っ と気をつけ れ ば，文 Ｍ ｾｾＺ 訓 練の場はど こ にで も 転が っ てい

るものだ (ゃまだ おさむ)

』ーー

で を 吸

下 便 殻

き器ふ

い日

てカゃ

なム

い等

写 3 I ショ ッピングデパート便所の注意文 写 4 図書館便所の注意文

I手洗いは， 必ず励行しましょう j 文頭に

主語を 出 し，すなおな文訴におきかえた .

「くださ Lリ より 「しましょう J の方が柔

らかく，客1J!1Iの自主的行動 が生ま れよう ，

「必ず」 を 「必 らず」 とした公の表示が， 他

所で見られた注記、すべし.

rl吸いがら ・紙くず ・ガム等は， 便器に姶

てないでください j

むずかしい泌字は使わない . r下さ L、」よ

り 「くださ Lリ の 方 が ，捨て る以下の文を

一気に読ませる

行 ｊｭｾ 文は ， i英字使用率20%ゆえ，視t' t的

観察が 0 1< だ

や

さ

し

い

ケ

ン

チ

ク

文

章
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防災編

意匠設計者のための防災設備の要点 圏

小野慎吉

総下電工0帯電材分社

I  ｾ縛灯の語

不特定の人が出入りする建物Jには、仙の消防用設備と同じく、消

防法において誘導灯の設置が義務付けられています。その設置には、

建物の用途や大きさに応じて設置すべき誘導灯の区分が定められて

おり、特に多数の人が出入りするような建物である釈や空港、およ

び避難が困91ft. と考えられる高層建物や地下街などでは他の建物j より

もさらに厳しい設置基準が定められています。また、誘導灯を設置

する場合、誘導灯の区分に応じ誘導灯の有効範囲が定められており、

設置する種類によって誘導灯の設置|間隔が異なってきます( 表 1)。

表 1 誘導灯の有効範囲
(1Ff.立 m)

区分 有効範ILt I

A 級 60 

伽 f叩 困
s k:& 30 

150X 

シンボルのないもの 表示聞の縦、j-法

避難口 C 級 15  

誘導n

A 級 40 

避難の1…固 または

100 X  

シンボルのあるもの

B級 20 
表示面の縦、j-法

園

A 級 20 

通路誘導灯 ￟ｫｊｾ＠ 15  

50X 

表示前の縦寸法

C 級 10  

有効純I l Hにおいて、上ぷのどちらを選ぷかは設i白石ーの選以による。

l 誘導灯の消灯と消灯システム構閥列

誘導灯は24時間常に点灯していることが原則ですが、無人の場合

や、外光によ り避v!ll 口または避難の方向が識別できる場合、 利用形

態により特にH音さが必要である場合などには、その期間においての

み自動火災報知|設備と連動 して点灯で、きることを条件として消灯す

ることが可能です。

誘導 ｦｊ を消灯する場合は、 ｉ ｾ ｉ 動 火災報量 ｛Ｑ 設 備 の火災信 一 号に連動し

て点灯する必要があり、通常は自動火災報Y-i] 設備と誘導灯器具のW'J

に誘導灯を制御する誘導灯信号装置ーなどを介して誘導灯の点灯 消

灯のiIl iJ 御を行います。誘導灯用信号装置は、後に述べる点滅型誘導

灯や誘導音(，J 点滅型誘導灯のllil 胸lにも使用されます( 図 1、2)。

l 令判中- 4 J

点検スイッチ

減光ランプ点検側( 緑)

点滅ランプ通常側( 赤)

点検切替スイッチ

減光ランプ通常側( 赤)

卜56寸点滅ランプ点検側( 緑)

消灯ランプ( 赤)

点灯ランプ( 緑)

通電ランプ( 赤)

復帰スイッチ

括スイッチ

手動スイッチ

P C出力周端子台

手 動 施 錠 ( 照明)

出力周端子台

減光信号出力用端子台

電車用緒子台

( 15A 送り付)

移報用端子台

施錠( 照明) 用端子台

図 1 誘導灯用信号装置の例
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困

図2 誘導灯用消灯の システム例

l 長時間崩鰹誘導灯の設置

誘導灯は、 ; 弔問電源が辺、Jfliされてから20分間作動できる容量の非

常電源を有することが義務付けられていますが、遊興11に長時間要す

る次の防火対象物には、非常電源の容量をω分とすることが定めら

れています。

ア) 令別表第 1 ( 1) 項から (16) 項に掲げる|勿火対象物で

a) 延べ面積 5万平方メートル以上

b) 地階を|徐く |街数が15以上であり、かつ、延べ面積が 3 JJ 平

方メートル以上

イ) 令別表第 1 (16 の 2) 項u山下街) で延べ面秘千平方メートル以上

l 機能侍縛灯の設置

誘導灯には、非常時にキセノンランプがフラッシュして避難口の

方向を示す点滅型誘導灼( 図 3) や、キセノンラン プのフラッシュ

に加えは|ミ常口はこちらです」といった音声でお知らせする誘導音

付点滅型誘導灯( 図4 ) などがあります。これらの誘導灯に特に設

置の義務付けはありませんが、光ノイズが多い ｊ ｊ［ Ｑ 所や視聴党にｼ節干 ｾ ｴ

のある方が使用する|リJ火対象物への設置をおすすめします。

醤 声 ス ピ カ 部

図 3

キセノン点滅部

誘導音付点滅型誘導灯の例

l 講標識の設置

誘導楳識とは、採光が十分な場所に設置する灯火を有しない標識

板のことをいいます。誘導jtlJ 識は誘導灯と同じく安全な避難誘導を

行うことがその目 的です。誘導楳識には塗料に務光材料を含有し、

畳1M] の外光で苔光して夜間1に光る蓄光式のものもあります。誘導標

識は屯源供給も必要なく非常に薄型、軽量で、あるため、壁面に両国

テープで回定したり、木ネジで直接留めるとい った簡単な方法で取

り付けが可能です( 図 5 )。

取付用両面テフ

林ジ用穴← 闘 会

( おの しんど)



講 演 会 設 計 者 の た め の 写 真 術 パー トE

吉村行雄・設計に役立つ写真の撮り方

R E P OR T  酒井重治

事業委員

日本建築協会事業委員会

「設計千iのための写兵術パート II J 講演会が、吉村行

総 Ｍ 竹 Ｇ ｾ ｉ Ｚ Ｇ て務 Ａ 日五ｴｒ ｆＮ ｾ ｬ 長を ｪｻｻ ，、て日本住築協会で開催さ

れた。

liii 同のアンケートや質疑をもとに、今回は基礎的なテ

クニックに重点を世いての誠泌会とした。 レジメに沿い、

具体例として約 170枚ものスライドを映写しながら解説

された 。 写ＡＧＮ｛Ｚは竹 Ｇｉ Ｇ｟｛ 務Ａ占設日 ｼ 胞工の囲内主ｾ築作品と、

ヨーロッパの ｲＦｾ 築ぎ ｩ ーから選ばれたものである 。 ヒルパーサム市庁舎、設計 W.M デュ ドウ

l ステ ッブ 1

刃

m
刀

O

刃

↓

ヒルパーサム市斤舎の多 目的ホールの柱列

- タiRの織影にタ1 "1や夕焼けも利川するが、タイミングの点で前も

って11寺山! の想定が必要となること

.  1"1光の反射光と透過光を |白l叫に平'1川する場合も、 H寺問のタイミン

グが重要

・手前の1) 目口音1I越しに向こうの住: 抑制; をmる「切り取り」という傾

縁効果手法

・スライドフィルムの.11/1合、蛍光灯の色 ill i正のためにN l ( マゼンタ)

30科度のゼラチンフ ィルターがイT効で、ある 。

.  jl J ! ，然の組み合わせをノ|ミかし、人や風 ・影 ・!l鳥・自動車なども写し

込むことで、写真効果を 117i めることができる 。

手振 りを まじえ て講演する吉村行雄氏

.  ｾ 焚型写真ではスケールＡ必の Ｑ ＭＢ ， し Ｉｪ ・ ライテイングの重要性、太 ｼ 以

と同じ ｩｩ ｴＳをつくることが ｊＳｦｾＡ 必を持たせることになる 。 また人の ｮ

の高さで帰ることも大切

・ 資料としての写 ｊｾ は、点正Ａ師から Ｑｍ ったり、スケールの分かるも

のを lJ!1Iに置くとか、フ。ロポーション ・寸法が分かるようにする [ 夫

いよいよ難しくなって、ステップ 3 クラスになると空間 を似る、

すなわち空気感の表現を考えることが求められる 。 また、建築以外

のものを掛ることがセンスアップのためには重要であることもつけ

加 えられた。fij ll えばストリートフ 7 ニチャー、電話 B OX ' ポスト、

自動車 - 等、ポイン卜を絞ってJli tる、あれもこれもと欲張って写し

込まないで、寄って似る、 一歩fIiiに宅f って撮るよう心がける乙と 。

以 後に、 ｈ ｩｾｩ［Ａ 三の動機は何か Ｈ Ｎ ＨｲＱ を出りたいのか、 何 に感動したの

か、 何 に使うのか、 何 を伝えたいのか、どうしてこれを似るのか)

を最も大切な事柄として挙げて、講演をしめくくられた。

*  

10分間の休憩で・告ビールやジュースで喉をうるおして後の質疑

応答は、 :j: J]級から上級まで幅広く活発に行われた。 また今回のアン

ケートによると、秋ごろの ｾｍ 似合 っ たＡ胞の項目には多数の参 加 者 Ｑ 盟の

ステップ 2 では、バランス フ。ロポーションを考えながら航るこ

と、また?7:点は天気の良い Hに太陽を117にして掛ることが多いが、

逆光や反逆光を利則すれば、空気! 必や宅1/'，1を表現でき深四気のある

77' 点となること、あるいは対比 を忠誠することによって新! i ，! 下な榊|ヌ|

ができること( 色の対比あり、構成やコントラスト、テクスチュア

の対比などがあるＩ 。 時には、￯Ｚ Ｑ ｾ あがりや虹、異常気象などにもシ

ャッターチャンスはあると汽われ、￯Ｚ Ｑ ｾ あがりを ｭ えば空気が澄んで

キレイな巧Ｇ点が ｾｍ れるらしい 。 ｾ築 ＷＷ 点も ｬｉ ｩ Ｇ ｩ 天ばかりがシャ ッター

チャンスではないということ 。

一万レンズの選択では、! よ11
1なら 24- 28111111、望遠では 100-

200111111 が通常使用するのに適しているそうである 。露出はカメラ

まかせではなく、そのH寺に応じて補正が必要で、あること、特に長II ，'P

r : 日以山( 10秒- 1 分以上) の似合などはプラス補正が必要で、あるこ

となど、 ｩｦｾ ， Ｇ ｉＧ ， ｦ ｬ ｬ￬ 正の話に入 って、少しｩＱ ｭ しくなってきた 。 ちなみに

吉村誠r: mはストロボはできるだけ快わず、自然光で織るようにして

おられるので、 IIli いところで・は当然長11寺川路出になると話された。

l ステ ップ2

回答があった。
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カメラは水平にWi えることがJFF盟だが、人は! i (i でも癖

があって、どうしてもわか lEに傾くらし L 、。特に縦{ 立世

に桃えるときが日ff しい カメラ JII の小さなぷ準昔日をとり

出 し、カメラの頭のところにさし込んで水平に保つ実演

をされ、そんな器具まであるのかと驚かされた 。 また、

ｾ築写真には 三 附 ｬ は絶対必須だが、見学会や旅先ではミ

ニ 三 ｉｕｾｉ の百 ｾｲｆ ｉ を ｴｲｊ ｊ められた 。 Ｒ ｦｩｦｩｾｲｴ のミニ 三 間 ｬ を壁や位に当てたり、

休に、"， て、いろいろな帰り方を実演されたので、よく 里f! 解できた。

写点のピンボケは、ほとんどが l t辰れによるものだそうで、桝え

るときのヨ ｾｩｪ ，ｴが大切、 Ａ ＿下かにゆ っくりシャッターを 切ること 。 あい、

てファインダーをのぞいての話では、述ｻ［ｾ .  rl '影 近影が刻lみ介わ

されたぢ点を心がけること、また被写体の 'lil l J 線や中心線を探し、そ

れを意識して出ると 4由、のハ ッキリした写点になる こと、宅内でス

トロボを使うときはダイレクトに被写体に当てるのでなく、天)1に

向けて発光させ (J くウンス光という ) 、1m被光で、帰ると陰影を生か

したＷｊＺＡｾＮができることなど、キＩ ｽ 級行には興 味 深い話が Ｑ Ｑ｛ Ｑ けた 。

( さか l 、

15 2000"1ミ3)J 2911 (水 ) 1  

11 本 ill 築協会サロン

42 :¥" 

と き

ところ

参加I ' i

l ステッブ 3

- 横位置だけでなく、縦{立i丘もJ 1it ること

Ｍ 日 ｌ 、主ｾ物を ｈｩｴ る場合Ｈこ起こる ￆｉ 直線の上すぼみ現象を矯 ｴ ｅ する シ

フトレンズの必要性



4 月の出版委員会だより

R E P OR T  山 田 修

出版委員長/ 修建築事務所

日本建築協会出版委員会

か* が進まない。総)1ニil jj¥再11受賞を機に頑張 ってもらうよう {ぬ[1ftす

る。何とか 21世紀初日目には出版できそう、という 。が、 山山 が依

願した知人のため数年に及ぶ執筆Ｉｾ ｝ 問は気になる 。 「 仕事は忙しい

人に頼むJ がわたしの信条だが、忙しすぎる人は頼む方も考えねば

なるま L、

ぷは、著者と編集荷の共同作業の作品とはいえ、著者よりの盗事f，l

が強いため、著者にやる気がなければどうにも進まな L、。過去、議

題にのぼったもののii'i えていったテーマがたくさん存在する 。

その他 として 「挫築nJガラスの知識( 池内許可治者、日本板硝 子)J

「木の家をデザインする( 三洋文子著、 MS設計 )J r建築索材論( 1ニ

原正行着、竹 '1' 工務! 占)J m築胞工図の拙 き方とチェックリスト

( 小委員会)J が企画'1' である 。

今後のテーマと執市者選定では、 ①「 トラブル( 近隣・ 3走者 ・輸

入) を防ぐための建築知識( 出版委員会有志苫)J ②「施工閃-

製作図のチェ ックポイン卜 100条( 田中正司氏+ 竹中 ・大林 - 脱

ぬ ・昭和設計の作委民間J ③「建築工事の祭典ぱなし( 出版委

員有志Ｋ小委員会 ｾａＺＩ ｊ 各社より小委員を選出しＨ過半は ｌｉｾ ， 揃っ

た) 5月':1:'に第 11百|会合を 1) 日く予定、となっている 。

懇親会は、会議終 f 後、自由参加で定期的に行 ってきた。本 日は

新委員歓迎のなもあり、 lU般的の大巳で行う 。「大ごちそうがでて

きたから、己も大きくなる 。J

久しぶりに出席した人もまじえ、 卜名余の盛況である 。人数が多

いことは活況にもつながる 。 ビールで・乾杯したのち、自由な懇談会

となった。人は一緒に泊食をすると述帯感がでてくるし、話もくだ

けで、口の動 きが滑らかになる 。委員会で、は，' 1' ，なか った、また、 ，'1' ，

せなかった人生談議・職場の t附幸RWが、次からつぎへとはずんだ。

だから、ビール ・測は楽しみをもたらす判十j1tall となる 。

こんな会合は、委日会発足以来品脳流している 。場所は、お初j天事l'

哀の扇屋か、大口に回定しているのもよい 。 Ｉ ｾ ｉ 1回の会合は 「この

一杯会があるから楽し L、J という人もいる 。それは、それでいい、

と! 思う 。

人は、楽しい会合でない|浪り 「会に出ょう 」 という気は起こらな

L、ものだ。この辺りは、協会の他の会合も大いに参考にして実践し

ていただきたい、と版iう。この膨れ、は切なるものがある 。

l 懇親会での顔合わせ

平成 12年の初委員会が 4 H  20 円( 木) 17  :  30 - 19 :  00、当会会議

室で開かれた 。新委員として小島妓谷氏( 総村t五)、 fq' 木尚志氏

( 竹中工務1; 5 ) 、藤井克介氏( 大成建設) が加わ る。 これで 161ぅ梢

成の委員会発足とな った。

正副委員長の選出があり、委員長に 山田修( 修建築事務所) .日IJ

委只長に上原正行氏( 竹中工務庖) が選ばれる 。それぞれが後拶を

かね本年度の委員会活動のお願 ｌ 、をした 。 そのなかで、毎年の委 ｴｾ

交代があるとはいえ、少なくとも委日は数年続けてほしい、という 。

一年交代の委員では、ヒヤカシにな ってしまうからだ。

いまや、建築界の大不況を 'Iilhにして、来日入社員の激減 ・少子化現

象 本を読まなくな った現況など、出版界をとりまく状況は最悪で

ある 。学芸出版社の台所司P附も大変だ、と思う 。加えて、著者の選

定もむずかしくな ってきた。出版の魅力が失せてきたためである 。

しかし、文化的使命をもっ 「本の出版J は止めることができない。

協会の財政にもひびくだろう 。だから、委日の皆さんの強力な支え

が、どうしても必要となる 。

本 日の司会は、柏村典人氏( 今宮工山) にお目郎、した。当会の riJ

会 . J並行は、委員の持ち 回 りである 。ベテランの司会者だから、 H年

間通 りに、かつ、楽しい前向きの意見がどなたからも出てきた。作

委員は 「一言 はし ゃ べる 」 のが習↑ ｴｾ づいてきた、と思う 。 ありがた

いことである 。

l 新しい委員が加わった初会合

段初に、プリントにより吉田隆氏( 学芸出版社) から 「プロのノウ

ノ、ゥ J r建築技術選占j の経過報告があった。その概況を次に記す。

編集進行中のものは 「建物の汚れ一一 トラブル事( f IJ . 解決策( 上原

ffil J委員長+ 小委員会) J の話 数日前に初校が出て校正中 でめる 。

途中から当初校が回覧された。8 5判 170頁前後で 2色刷り、定{illI

は3500円の予定。小委員会は昨年 10回IJHかれた。手|湖・ヒマをか

けた労作で、関西のゼネコン 6社の委日による共同執筆である 。こ

んご、このような形態がとられる本が多い、と思う 。

その他、進行中のものは 「高齢化社会の住まいと暮らし( 太FIIHI

幸昔、松下電工高! J 研)J 今年 4 tli華宵が学芸に来社、本文原稿の

段終調盤を依頼 ':1:'である 。「椛造デザインへのアプローチ( 波辺J II

犬剖 ｊ 東京在住の方でＺＧ Ｎ ｴ，Ｇ昨造界で 、 ｲ，Ｑｩ ｗｾｾ '1' の第一入者ゆえ、なかな

l 活力が戻ってきた委員会

刃

m
刀

0

2

↓

おさ む)(ゃま だ

於 11本建築協会会議室 (2000. 3. 16)

における 会議風i立。

1 時間 30分にわたる会議は、真

剣にして、そのくせ温かみがある 。

よい情報をえようとするならば、

自らがよい情報を発信しなければ

ならない

題集と 社会 . 20∞656 



[お知 らせ]

n f o r ma t i o n  

学校トイレセミナー広島大会 j にーナード・チュミ r VE CT ORS A N D  E NVE L OPE S J  

学校 トイレ改善に向けて、学校関係者や行政、トイレ 第45回アイカ現代建築セミナーは 、ラ ・ヴィレ ッ ト公

関係者の認識を深め、快適なトイレ空間づくりを進め 園の主設計者であり、現在マイアミの建築学校を手が

るため、日本トイレ協会主催でセミナーが聞かれる。 けているバーナード・チュミを招いて、 7 月に大阪、

後援は、 制 日本建築協会中国支部ほか。 東京で開催される。入場無料。申込制。

日 時 2000年 6 月29日(木) ・大阪会場 (定員お3名)

セミナー/ 13 ・00- 17 ・∞ 日時 20∞年 7 月17日( 月) 18: 30- 20 :  30 

交流会/ 17 ・20- 18: 50 会場 フ工スティハル ・リサイヲルホール

会場広島県立産業妓術交流センター (広島県情報 大阪市北区中之島2-3-18

プラザ) TEL 082・240・0410 ・東京会場 (定員776名)

広島市中区千田町3不 47 (広島駅より路面電 日時 2000年 7 月18日(火) 18: 30- 20 :  30 

会場有楽町朝日ホール (有楽町マリ オン12F)

東京都千代田区有楽町2-5- 1

いす.れも 、申し込みは(榔庁建築社「ア イカ現代建築セ

ミナーJ係 ( =r 113- 8501東京都文京区湯島2-31-2) へ。

申込往復ハガキに希望会場(大阪か東京か) を明記し、

住所 ・氏名 ・年齢 ・勤務先 (学生は学校名) ・電

話番号を明記し、返信ハガキには送付先を記入

して 6 月30日(金) 必着で上記へ。ハガキ 1枚に

つき 1名厳守。

車任沼津 品行、広電本社前下車 ・徒歩 7 分)

参加賀 セミナー5000円(資料代含む)

病院建築基礎講座/ 福祉建築基礎講座

交流会費4000円( 自由参加)

申込先 日本トイレ協会 ( 干105- 0003東京都港区西新

係2・11-5、TEL 03-3580-7487)  

. 7'ログラム

①講演「 トイレが変わる、学校か孫える」里内勝氏

(滋賀県栗東町教育委員会教育長)

説日告「学校トイレの施設整備J (文部省教育助成局施

設助成課)

③報告「これからの学校トイレ計画J 小林純子氏 (設計

事務所コンドラ代表)

任〉報告( 予定) 広島市/ 広島県吉舎町/ 償須賀市

都市マス・フォーラム

日本都市計画学会関西支部・自主研究「都市計画マス

タープラン研究会」の主催で 、関西90市町村へアンケ

ー卜した調査結果をもとにフォーラムが開催される。

テーマ「市町村独自の都市計画時代にむけて 、都市計

画マスタープランの策定状況と市町村の創意

工夫J (総合司会横小路敏弘氏)

内 容 (1) 基調講演「都市マスタープランの到達点と

今後の課題j 森村道美氏

(2) 都市マスの策定状況と創意工夫

.  [ " 調査結果報告J 漬国学昭氏

.  [ " 都市マス事例J 尼崎市

.  [ " 主要駅区分の地域別構想による街づくり j

北出芳彦氏

(3) パネルディスカッション

パネラー : 森村道美氏、北出芳彦氏、小山潤

二氏、朝平武文氏、演国学昭氏

コーディネ タ . 土井幸平氏

日 時 2∞0年 6 月29日(木) 13 : 20- 17:  00 

会場大阪府職員会館一大阪府新別館北館一多 目的

ホール

会 費 2000円(当日 ・学生1000円)

定 員 400名

申込み氏名 、年齢 、所属・ T EL/ FA X を記入して 、

FA Xで06- 6945-5899 (側関西総合研究所 ・松

元) まで。

初心者を対象に、基礎的な知識を平易に解説する紛 日

本医療福祉建築協会 (J IHa)の講座が開催される。

会 期 2∞0年 7 月10日( 月) 11 日(火)12日(水)

会 場 建 築 会 館ホール (東京都港区芝5-26-20)

定 員 180名 (先着順)

受講資 ・病院建築一 7 月10日と 7 月11 日一

一般40∞0円、JIHa会員20000円

・福祉建築一 7 月12日一

劇場を経験しよう V

世田谷パブリ y クシアヲーは第 5回舞台技術者養成講

座を、 側セソン文化財団との共催で開く 。

劇場技術面の問題や技術の再認識、他分野の知識を理

解する機会として、 3 コー スに分かれた「公開講座j で

は、舞台技術者、劇場関係者はもちろん 、一般の参加

者も視野に入れて、講座参加者を募集している。

. 公開講座Mみる j ー募集人員30名・全 6 日間

宮沢賢治『ネネムj 公演の舞台稽古見学と話。

日H寺 7 月17日、18日、19日、21 日、27日、28日

場所 世田谷パブリ ツクシアタ ーと 生活工房セミナー

ルームA (キャロ y トタワーくり つく5 F)  

'/!i 用 金 6 日間7000円

・公開講座Brさわる j ー募集人員20名 ・全 2 日間一

稽古場と劇場で行う舞台照明の基礎と応用。

日日寺 7 月24日、7 月31 日 10 :  00- 17  :  00 

場 所 稽 古 場Bとシアター卜ラム

費 用 全 2 日間3000円

・公開講座Crきく j ー募集人員60名・全 4 日間-

8 月 2 日 学芸/ 松井憲太郎、演出/ 如月小春ほか

8 月 3 日 舞台機構の安全/ 藤本久徳ほか

8 月 4 日 劇場建築/ 本杉省三、舞台照明/ 中川隆一

8 月 5 日 著作4色/ 福井健策、評論/ 内田洋ーほか

場所生活工房セミナールーム

費用 1 日券2500円、全 4 日間12テーマ通し8000円

申込みは先着順で、往復ハガキかF AXで 5 月22日から

開始。詳細問い合わせは 、申込先の世田谷パブリ ツク

シアター技術課 ( 干154-0004世田谷区太子堂4・1・1、

T EL  03- 5432-1522、F AX03- 臼32- 1529) へ。

一般24000円、 J IHa会員12000円

・病院+ 福祉 ( 3日間)

一般60000円、J IHa会員30000円

申込み 受講申込書を郵送.or FAXで下記あてに。

日本医療福祉建築協会事務局 ( 〒108- 0014東

京都港区芝5-26-20建築会館、 T EL 03・3453-

9904、FAX 03- 3453- 7573)  

講座内容の問い合わせは上記へ。

E MSの初級者セミナー

防住宅 ・建 築 省エネルギー機備は 、住宅・建築業界

における環境マネジメントシステム (EMS) 研究会の研

究成果を 、初級者向けの「基礎セミナ-J で発表する 0

・ 「環境マネジメントシステム基礎セミ ナーJ

東京/ 2000年 7 月 4 日(火) ・全共連ビル

名古屋/ 2∞o年 7 月 6 日(木) ・愛知厚生年金会館

大阪/ 20∞年 7 月 7 日(金) ・大阪国際交流センタ ー

内容 任耳東焼、 リサイクル及びエネルギー施策の概要

c?)!.東境マネジメントシステム概要と背景

@I景境マネジメントシステムの必要性と効果

任溶査登録制度

定員各会場とも 100名

受講 1名15000円

申込は申込用紙 (要請求) にて、 倒河主宅 ・建築 省エネ

ルギ一機構 ・建築研究部 E MSセミナ ー係 (T EL 03・

3222- 6693、FAX03- 3222剖 96) へ。

海岸通りギャラリー今秋開業ヘ

大阪市の大阪港築港芸術家村計画に先立ち、民間の住

友倉庫は現代美術展示のため、約30年間使った営業用

倉庫の構造体を再利用して 、倉庫の イメ ジを生かし

たレンタル展示空間を今秋スター卜させる。

この「海岸通ギャラリ (CAS O) J は、地下鉄中央線大

阪港駅より徒歩 5 分のところにあり、天井高5. 8m、延

床面積147唱 145m、レンタルス ペース 4 室、大阪府常

設展示室、ギャラリ ヤマクチで構成される。

問い合わせは 、(附主友倉康開発事業部 (T EL 06- 6581-

1187、F AX06-6581剖 70) へ。

建築と社会 ・2000. 6 57 
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HA S S 2 0 6シンポジウム

1991年の改定を経て、“ HASS206- 2000給排水衛生設

備規準 ・同角早説" が今回全面改定されたのを機に、 紛

空気調和・衛生工学会は改正点をめぐるシンポジウム

を、東京、大阪で開催する。

・東京会場 (定員100名)

日時/2000年 7 月 4 日(火) 13: ＰＰ ｾ ＱＷＺ＠ 00 

場 所 /工学院大学0312教室 (新宿区西新宿 1-24-2 )  

. 大阪会場 (定員50名)

日時/ 2000年 7 月24日( 月) 13 : ＰＰｾＱＷＺ＠ 00 

場所/ 大阪管工事会館 (大阪市北区豊崎 3-8  -11)  

参加賀 4000円(当日払い、消費税込み)

テキス卜は別売り (空調学会会員は3600円)

申込み 参加者名・所属 ・連絡先・希望会場 (東京or

大阪) を記入し、 FAXか郵送で下記へ。

(被空気調和・衛生工学会 (FAX 03-3363-8266、

〒169-0074新宿区北新宿 1-8- 1  )  

フロクラム

・改定原案の概要、給水、給湯等の規格及び技術要

項/ 山田賢次氏 (西原衛生工業所)

スポーツセンターに「コスモアートj 第 1 0回松井源吾賞受賞者

住吉スポーツセンタ ・住吉温水プールは、大阪市住 1991年、松井源吾氏の早稲田大学退職を記念して創設

吉区浅香 1丁目の大和川近くに、 6 月にオープンする。 された「松井源吾賞」の10回目 の受賞者に、構造設計の

この 1階のエントランスホールの壁一面を飾るのが、 3氏が選ばれた。第10回選考委員は菊竹清司11、青木繁、

スマ・ブライトアート研究所を主宰する土屋誇満さん 内井昭蔵、草葉基成、佐々木睦朗の 5氏。

の制作した「コス モアート Jである。これからの公共施 ・梅沢良三氏 (1944年群馬県生まれ)

設は、施設そのものが「情報発信体j であるべきだと考 1968年日本大学建築学科を卒業。同年木村俊彦情造設

える土屋さんは、壁画制作にあた って心に語りかけて 計事務所入社、丹下健三都市建築設計研究所を経て、

くる「驚きのある芸術J を目指 したという 。 1984年梅沢建築情造研究所設立。主な作品に 、藤沢市

工ントランスホ ル壁面の 5個の[ コスモアート」が空 湘南台文化センタ一 、那須野ヶ原ハーモニーホール他。

聞に放つ光は、飛刻する若い命のはつらつとした姿を ・金田勝徳氏 (1944年東京都生まれ)

抽象化して表現したものだと語る土屋さんは 、EXPO' 1968年日本大学建築学科卒業。同年石本建築事務所入

70生活産業館の[ 夜明けJ を手がけて以来、89海と島の 社、ティー・アイ・工スエンドパートナ スを経て 、

博覧会ひろしま「深海のシンフォ ニ j 、国際花と緑の 1988年権造計画プラス・ワン設立。主な作品に浦安市

博覧会EXPO' 90住友館のブライ トア ト「花 ・いのちj 、 総合体育館、 日動笠間美術館、愛知淑徳大学 8号館他。

門真市南部市民センタ の「森林回廊j 、OCATの「空の ・榊原信一氏(1946年東京都生まれ)

カレイドスコープJ などのア ー ト作品 を生み出した。 1970年早稲田大学大学院修士課程修了。同年総本匠構

作品は ホームページに l 造設計研究所入所、現在同社取締役設計本部長。主な

E- mai l : sba@art - t uchiya. com 作品に、長野市立博物館、国連大学本部施設、東京国

UR T.http: //www.art-t uchi ya. com 際展示場他。

- 排水 ・通気等の規格と技術要項/ 大塚雅之氏 (関東 東京建築士会入賞作晶展ーギ‘ ャルリー・タイセイ展覧会一

学院大学)

- 衛生器具、特殊設備の規格と技術要項/ 高地進氏

(蔵前工業高校)

大阪府、景観形成地域を指定

大阪府は、大阪中央環状線、国道423号、308号、26号

の 4路線に沿った地域を、 4 月10日に「景観形成地域j

に指定した。 7 月 1 日以降、同地域内で一定規模以上

の建物を建てる際は、事前に大阪府などへの届け出が

必要となり、基準に基づいて指導を受けることとなる。

. 景観形成地域の指定範囲ー届け出の必要な地域

①大阪中央環状線等 (池田市住吉 2 丁目~泉大津市綾

井問。大阪市械は除く )

② 国道 ＴＲＳ 号線新御堂筋 Ｈ 神崎 ｉｉｉｾ 箕面池田線の区間 Ｉ

@ 国道308号 (東大阪市域~国道|日170号の区間)

④国道26号第二阪和国道 (石津川 ト 岬町淡輪の区間)

以上の、道路及び道路の端から両側150mの範囲内の高

さが20mまたは建築面積2000rri を超える建物、工作物

について着工30日前までに届け出が必要となる。

「景観指導基準J では建築物について、「著しく突出し

た意匠としないH 著しく派手なものとしないH 敷際

には緑を適切に配置する j などの配慮を規定している。

問い合わせは、 E  一一一色 川 4 一

大阪府建築都市

部建築指導課景

観推進グループ

(TEL 06・6941 ・

0351) へ。

58 趨祭と社会 ・20∞6

7 月 1 日「建築士の 日」記念行事として毎年、東京建築

士会は「住宅建築賞J I建築設計競技」の二つの賞を実

施しているが 、今回は入賞作品を、ギャルリー ・タイ

セイで展示する。入場無料0

・東京建築士会入賞作品展 『住宅建築賞J +  r建築設

計競技一地域に開かれた多世代交流センタ j  

会期 ＲＰ ∞年 Ｖ 月 ＱＹ 日 Ｈ 月 Ｉ ｾ 7 月 7 日(金)

10 :  ＰＰｾＱＷ ・∞ 土日は休廊

会場ギャルリ ・タイセイ (TEL 03-5381・5510)

新宿区西新宿1-25-1新宿センタービル17階

展示 ・ 「住宅建築賞J 7 点

ウイ ークエ ンドハウス/西沢立衛一金賞

仙川の住宅/ 佐穣光彦

建築リフォーム&リニューアル展

6 回目を迎え 、今回は「リフォ ームビジネス最前線

21世紀の住まいとは l ユニバーサルデザイン 楽しみ

の空間を考える J をテーマに、医療業界関係者やビ ル

オーナ にまで対象を広げた展示内容としている。

会期 ＲＰＰＰ 年 Ｖ 月 ＲＸ 日 Ｈ 水 Ｉ ｾ ＳＰ 日 Ｈ 金 Ｉ

10 :  ＰＰｾＱＷ＠ :  00 

会場東京国際展示場「東京ビ y クサイトJ 東展示ホ

ール (東京都江東区有明 3・21-1 )  

入場料 1000円 (税込み)

内 容 の 主空間を改善し、暮らしの快適性を満たす

建材・工法、②介護保険導入に伴う住宅及び

医療 ・福祉関連施設のりフォーム技術、③ ビ

ル、マンションの良好な運営を図る維持管理

システムやリフォーム技術

ナチュラルシェルター/ 遠藤政樹+ 池田昌弘

鎌倉山の家/ 手塚由比+ 手嫁貴晴

RIGATO F/ 篠原 (隈) 聡子

T平面の家/ 岩岡竜夫ー奨励賞-

s- t ube/ 納奇新奨励賞一

. 建築設計競技 9 点

鳥巣良太 (大林組) ほかー金賞一、小I11次es (日

本工業大学) ほかー銀賞一、森篤子 (大林組) ほ

かー銅賞 。佳作の前川哲 (東京大学大学院)、

飯山千里 ( 日本大学大学院) 、浅羽昌之 (ARCHI-

STUDI O) ほか 、吉川幸雄 (工学院大学大学院)

ほか、関谷浩史 (慶! 日産義塾大学) ほか 、浅利徳男

(大林組) ほか

rPr i me一記憶された色と形J

それぞれ全く異なる表現方法を用いながらも、「色J

「形J Iサイ スJ や「プロポーションj とい った造形的な

問題に常に関心を向けつつ、同時代的な感性を作品の

中に映 し出す作品をつくり続けてきたアーテ イス 卜6

人。堂本右美(油彩)、 松井紫朗 ( インスタレーション)、

間島秀徳 ( 日本画)、 近藤正勝 (アクリル函)、 前田哲明

(彫刻)、 押江千依子 (油彩)。

6人の絵画26点、立体作品 3点、が東京オペラシティの

シン 7'ルで光に満たされた展示空間に現出する。

会期 ＲＰＰＰ 年 Ｕ 月 ＲＷ 日 Ｈ 土 Ｉ ｾ 7 月20日(木)

ＱＲ ・ ＰＰ ｾＲＰ Ｚ ｏｏ Ｈ 金 ・土 曜は ｾ ＲＱ :00)月曜休館

会場東京オペラシティアートギャ ラリ

新宿区西新宿 3-20- 2  TEL  03-5353-0447 

入 場 料 一 般700円、大 ・高生600円、中・ 小生500円



Amer i can Wo o d  Desi gn Awar ds  2 0 0 0受賞者決まる

A meri can Forest &  Paper Associ ati on (全米林産物製 ・Amer ican Wood Desi gn 01 the Year 

紙協会) 及び米国木材製品協会は 、アメリカ産木材を Best  01 Resi dential  r印絡の家」

巧みに活用した日本の建築作品を表彰するAmeri can 一高野テザインプロテe ユース/ 高野祐之+ 青戸信雄

Wood Desi gn Awards の第 1回受賞作品を発表した。

6 月6 日には、パンパシフ ィッ クホテル横浜に駐日米

国大使トマス ・フォーリ一氏らが出席し受賞者に賞を

綬与したあと 、受賞者によるプレゼンテーションやパ

ネルデ ィスカ ッションが行われた。

. Meri t Award 

「吉備高原小学校J ( シーラカンスアンドアソシエイ

ツ十中国捷夫研究室) 、「併眼寺鐘楼堂J (栗林賢治)、

r MAYUMI YAの工房J (久保清一+ 香川員二 +森田真由

きれのいえ

美) 、「喜連舎J (中東霧ー)、 「静かな家J (河西立雄)、

. American Wood Desi gn 01 the Year r傾斜地の木箱J (葛西潔) r東京オペラシティビルコ

Best 01 Non Residential  r小町の舎j ンサ ー トホ ル. タケミツ ・メモリアルJ (柳津孝

一田中俊彰設計室/ 田中俊彰 彦+TAK建築研究所)

第 1 回 『印揺村野外芸術展INいには野』で作品公募

千葉県印施都印纏村は、新しい街“ いには野" の誕生

を機に 、 本年度より 、 “癒しＢ“健康Ｂを テー マに ｲ ｾｄ

B蓄村野外芸術展 INいには野j を開催する 。村民に芸術

に接する機会を提供し 、青少年の情操教育と村の芸術

文化振興に資することを目的とするもので、全国から

パフリ ックアートを公募している。

設置場所 いには野地区 (北総 ・公回線「印纏日本医

大」駅周辺) 内 2 カ所一都市基盤整備公団販

売センタ 前広場と美瀬の林公圏内ー

応 募 資 格 不 問。応募者人につき未発表作品 1点

応募期間 2∞0年 5 月15日(月)- 9月 1 日(金)

応募作品 50cm立方に納まる重量20kg程度までの模

一一一一i nformati on

型。材質不問。実物大に完成させたときの

明細 (寸法・材質 ・4誇造など) を明記した図

面を合わせて提出

応募申込応募申込書を事務局運営担当に請求の上、

必要事項を記入し 9 月 1 日(金) までに郵送

で下記へ申し込み。応募料無料。

ｲ ｾｄ 熔村野外芸術展 ｉｎ いには野 ｪ 事務局担当

(〒150-0001東京都渋谷区神宮前5-2-8パブ

リックア 卜研究所内、TEL03・3407-9132、

E-mai l :ini wano@publicart. co.j p)  

審査委員 大西長利 (東京釜術大学)、 金子高明 (都市

基盤整備公団)、 北詰栄男 ( メタルア トミ

ユージアム) 、北森義明( j l! 買天堂大学) 、佐藤

鎌一 (印綴村長)、 島田勝吾 (彫刻家)、 高柳

和江( 日本医科大学)、 建畠哲 (美術評論家)、

タナカノリユキ (美術作家)

なお、f印絡村野外芸術展INいには野j は平成12年より

3 カ年にわた って開催し 、第 1回 ・2 回では第 3 回の

指名作家となる入選者各 2名、佳作各 6名を選出。第

1回入選者各 2名は、実物大作品を来年 3 月中旬まで

に完成させること 。

デンカC S Aファミリー製品

-安二J nCSA ( 膨張 |生 j昆和材 ) コンクリートのひびわれ防止に

・安二 ｊｮ ｬｊｾ ，ヨニ ｊ Ｈ グ ラウト用無収縮材 Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・安二 ｊｮ 守 Ｒ ーテ・ ｊ Ｇｊｾ Ｈ意 義主＿＿ヤ Ｉ コンクリート躯体の漏水補修に

・安ニJ nES(土質安定用急硬材 ) 地盤補強用薬注入

・安ニJ nr l ooo(製品用超高度混和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

ノ、イモメント製造用に

電 気 化 学 工 業 株 式 会 社

近 畿 地 区 販 売 庖

浜 宗 産 業 株 式 会 社

T E L 本 社 ・京都・ 網 野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞鶴 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社 小 浦 産 業 株 式 会 社

T E L 大阪 ( 0 6) 6 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L 東京 ( 0 3) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

T E L 大阪 ( 0 6 ) 6 4 4 3 - 6 1 8 1  

光 洋 物 産 株 式

A

Q

玄
ネ土 東 郷 化 成 株 式 ネ土

A

Q

玄

T E L 大 阪 ( 0 6) 6 2 5 2 - 6 0 0 0  
T E L  滋賀 ・守山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  

T E L  大阪 ( 06) 6 8 7 7 - 1 5 8 1  

強築と社会 嗣2∞0. 6 59 
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2694 安 佐 北 区総 合 福 祉 セ ン タ ー

設 計 広 島 市 、 村田相 互 設 計

施 工 : 鹿 島 ・砂 原 ・錦 建 設 工 事 共

同企業体

a  広， Ｈｾ Ｑ Ｑ￯安佐北灰 可部 三 丁 ＱＱＱＹＭＲＲ

b. 2，026.41  m'  

c. 1，095.82m'  

d. 7，985.94m'  

e. SRC、日 I F、 8 F

[  平成 Ｙ 勾ミ ＷＩＱｾ 平成 ＱＱ ＱＱ￴ 9  JJ 

こ の 施 設 は 、 広 島 広 域 都 市 圏 北 部 の

拠点地区に計画されたコミュニティ 、

文 化 及 び 保 健 福 祉 活 動 の 拠 点 施 設 で

ある 。

建 物 は 6 つ の 異 な る 施 設 を 共 有 す る

複 合 施 設 で あ り 、人 身 が 多 数 利 用 す

ることから 、 1 踏 は 、 ふ れ あ い の 場

としてロビーを配し、「総合設計制度J

の 適 用 に よ り 設 け た 公 開 空 地 と の 一

体利用を考慮している 。

外 観 デ ザ イ ン に つ い て は 公 共 建 物 と

し て の 象 徴 性 を 持 た せ 、 尚 か つ 地 域

の 歴 史 や 自 然 景 観 を 尊 重 し 、 町 並 み

との調和に配慮したものとしている 。

建 物 の 屋 根 ・バルコ ニ ー ・公 関 空 地

等 は 、近 く を 流 れ る 川 や 川 舟 を 表 現

す る と 共 に 、曲 面 を 使 った デ ザ イ ン

は 福 祉 施 設 と し て の や さ し さ を 表 し

ている 。 こ の 施 設 が 人 々 の 集 う 街 中

に建つオアシスになれば幸いである 。

2695 リ ミ ヱ ー ル 野 口

設 計 ・大 成 建 設 四 国 支 底 一 級 建 築

士事務所

施 工 : 大成建設四国支 底

｡ 行川 ｾＱＱｴｬｪ 総 ､￯ 多賀町 ＳＭＱＶＭＱＸ

b. 507.IOm'  

c.  254.65m'  

d. 693.50m'  

e.  RC、4 F

[  ミ Ｑ ＼ ＱＦＱＱ 年 ＵＩｊｾ 平成 Ｑ Ｒ 年 ｉ )-J 

閑 静 な 住 宅 街 に 建 つ 転 勤 等 の 単 身 者

向 け の ワ ン ル ム マ ン シ ョ ン で す 。

3  ｾ担イプの住戸言十 Ｑ Ｘ 戸に＿トリエを

併殺し 、角地、 T 字 路 と い った敷地環

境 に 配 慮 し て 全 体 を 構 成 し ま し た 。

「街の美観に貢献したい j というオー

ナ ー の 意 向 の も と 、 打 放 し コ ン ク リ

ー ト を 基 本 と し た モ ノ ト ンのシン

プ ル な イ メ ー ジ に 、 ガ ラ ス / 光 の 腕

き を 意 総 し た 建 物 を 目指 し ま し た 。

ガ ラ ス ブ ロ ッ ク 、 乳 白 色 の ポ リカー

ボ ネ ー ド 板 、 ガ ラ ス 質 の 花 尚 岩 、 そ

してエン トラ ン ス の 関 口 部 に は オ ー

ナ 一 手 作 り の ス テ ン ド グ ラ ス を 取 り

入 れ て い ま す 。 硬 質 な 建 物 と は 対 照

的 に 、 外 情 に は 使 い 古 さ れ た 枕 木 、

杉 板 の 黒 木 甥 、 インヲ ーロ ッキングブ

ロック、高低木の植裁を配して周囲の

環境に落ち着きをもたらせています 。

全 体 ボ リ ュ ーム は 街 並 の ス ケ ー ル に

合わせた分節を施しています。
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2696 宇 部 郵 便 局

設 計 : 中国郵政局施設部

施 工: 大末建設・増岡組 ・井森工業

共同企業体

a. 111目以宇都市常磐田T2- 10-2

b. 4，322.01  m'  

c. 2，983. 66m'  

d. 9，502.04m'  

e. RC( 一部S) 、 4F

I  平成 9 年10)=J ｾ平成 ＱＱ 年 Ｓｊｊ

2697 川 西 市 立 川 西 小 学 校

設 計 : 宮本工務設計事務所

施 工 : 浅沼組

a  兵h] l 9;l 川西 di 栄般 1- 1ー l

b. 17，243. 00m'  

c. 3，684.30m'  

d. 7，298.55m'  

e.  RC、 3F

[  、 ｼιｪ 或 Ｙ 年 Ｙｊｊｾ 平成 ＱＰ 年 ＱＱ )j  

2698 松 本 東 住 宅

設 計 : 神戸市住宅局営絡部

施 工: 溝口建設

a  只Jil U;l 神戸市兵庫区総本通 2 f l l  

b. 951m'  

c. 417m'  

d. 1  ，237m'  

e. RC、4 F

[  平成 10年 3 月~平成 11年 4 JJ 

2699 J R紀 鈴 本 線 ・ 海 南 駅 舎

設 計 : 西 日 本 旅 客 鉄 道 大 阪 建 築 工

事所、ジエイア ール西日本

コンサルタンツ

施 工 : 鉄 建 建 設

a 和歌山県海南市名高 187 - 8  

b. 4，813. 29m'  

c. 1，913. 97m'  

d. 1，779. 1  Om'  

e  鉄道向負担下、 RC、 3F  

f. ミ]ZJ!l( 9 年 10月~平成 11年 1J I  

2700 エ パ ー ラ ン ド シ テ ィ 新 ・泉北

設 計 : 岸本設計

施 工 : 鉄建建設大阪支庖

a  大阪府和泉市室堂町 5 - 1  

b. 25，582.31  m'  

C. 8，007. 14m'  

d. 52，728.58m'  

e. SRC、 14F、 BI F

[  平成 9 年 10月~平成日年 3J I

2701 レジデンス羽衣ー ガ ー デ ン ス ク

エ ア

設 計 長 谷エコーポレー ション

大阪エンジニアリンダ事業部

施 工 長 谷 エ コ ー ポ レ ー ション

a  大阪附日石市羽衣 4 -629 - 50他

b. 10，824.95m'  

C.  4，782.09m'  

d. 25，857.86m'  

e. RC、 II F、 270戸

[  平成 10年 2 月~平成 11年 3J J

凡例

a. 所{E地

b. ｾ服地而阪

c. ill 築而l l ' l

d  延l車商政

e  構造脱模

ｦ 工 ｊｾｉ

撞 第 と 社 会 ・20∞6 61 



理事会

第 7 固定例理事会

22日 4 時- 4 時40分・於本会会議室

出席者市川会長ほか22名

議 事 (1) 役員改選の件

(2) 参与推薦の件

(3) 事務局職員任用の件

(4) 財産の管理方法に関する件

(5) 民間 (旧四会) 連合 ・工事請負契約約款委

員会委員の推薦の件

(6) 入 ・退会者承認の件

(7) 事業報告

第 8 回会勢理事会

22 日 3 時- 4 時・於本会会議室

出席者 岡本副会長ほか 5 名

オブザーバー/ 市川会長 三品副会長

殺 事 ( 1) 入 ・退会状況

(2) 平成11 年度活動の総括

評議員会

第 3 固定時評議員会

22日 5 時- 6 時 ・於本会会議室

出席者鶴田議長ほか12名

議 案 第 l 号評議員会議長及び副議長互選の件

第 2号 会 長 ・副会長友ぴ理事改選の件

第 3 号 理 事 補 選 の 件

第 4号 財産の管理方法に関する件

編集委員会

第12回編集委員会

13 日 6 時- 8 時・於本会会議室

出席者 宮田委員長ほか 6 名

議 事 ( 1) 4 月号「こころを癒す環境デザインJ 特集経

過報告

(2)  5 月号「測るー測定方法と測定結果が意味

するものー」特集経過報告

(3)  6 月号「スケルトン& インフィルJ 特集経過

報告

(4)  7 月号「法令」特集経過報告

( 5) 編集後記 (仮称) 掲載について

第11回広告企画小委員会

13 日 5 時- 6 時・於本会会議室

出席者宮田委員長ほか 7 名

議 事 (1) 4 月号広告経過報告

(2)  5 月号広告経過報告

( 3)  6 月号広告経過報告

(4)  7 月号「日建設計創業100年創立50年記念j

特集広告経過報告

(5) 作品作風関係報告

( 6) 独自特集経過報告

第11回会員企画小委員会

7 日 7 時- 8 時30分 ・於本会会議室

出席者塚口副委員長ほか 2名

殺 事 シリースものの報告と掲載予定

第 7 回計画分科会一建築計画系ー

62 謹援と 社会 ・2000. 6

月間の動き

9 日 7 時- 8 時30分 ・於本会会議室

出席者荻窪幹事ほか 10名

議事特集についてテーマの検討

「素材と技術が生み出すデザイン j 幹事会

158 6時30分- 9 時30分 ・於本会会議室

出席者大氏幹事ほか 5 名

議 事 頁 再 開 に つ い て の 内 容 検 討

第11 回設備分科会

16日 6 時30分- 9 時・於本会会議室

出席者谷津幹事ほか 4 名

議 事 ( 1) r設備の頁j の企画

(2) シリ ーズ頁の件

(3)  8 月号設備特集の企画

第 9回法令分科会

16日 2 時- 4 時 ・於本会会議室

出席者浜野幹事ほか 3 名

議 事 ( 1) 7 月号法令特集の企画

(2)  r法令コーナーJ の企画

第12回作品作風小委員会

23 日 7時- 8 時30分・於本会会議室

出席者前川副委員長ほか 4 名

議 事 ( 1) 作品の掲載状況 ・掲載予定の報告

(2) 作品の選定

(3)  r  g all eryJ 掲載報告 ・予定

(4)  r  Sket ch BookJ 掲載予定

第12団施工材料分科会

23 日 4 時- 6 時 ・於本会会議室

出席者小椎八重幹事ほか 2名

議 事 ( 1) 5 月号施工材料特集の企画

(2)  r施工材料の頁」の企画

事業委員会

第 7 回事業委員会

15 日 5 時- 7 時 ・於本会会議室

出席者多井委員長ほか 9 名

議 事 各 小 委 員 会 か ら の 報 告 と 検 討

第11 回若い会員の集い小委員会

1 日 7 時- 9 時45分 ・於本会会議室

出席者石井総事ほか 4 名

ゲスト/ 藤谷充代 円津喜屋

議 事 ( 1) 今後の企画について検討

(2)  r30' 5  E Y E 出版」について

第 7 回情報小委員会

8 日 6 時- 8 時10分 ・於本会会議室

出席者小笹幹事ほか 8 名

議 事 前回事業委員会の報告と今後の予定

第 7 回見学会小委員会

9 日 6 時- 7 時30分 ・於本会会議室

出席者福島副委員長ほか 13名

議 事 ( 1) 前回事業委員会の報告と実施報告

(2) 今後の予定、今後の見学会の候補について

検討

出版委員会

16日 5 時30分- 7 時 ・於本会会議室

出席者 山田委員長ほか 8名

【平成12年 3 月分}

議 事 ( 1) ( プ口のノウハウ ) と特装本の経過報告

(2) 今後のテ ーマと執筆者選定

(3) 第22回〈プ口のノウハウ ) 講座経過報告

第22回〈プロのノウハウ 〉講座

環境と共生する建築25のキーワ ー ド

24日 6 時- 8 時・於本会会議室

講 師 大 西 正 宜 氏 (大阪府立今宮工業高等学校)

受講者 12名

教育委員会

第46回工高生デザイン コンクール募集規定作成会

17日 6時- 8 時 ・於本会会議室

出席者 奥謝野審査委員長ほか審査委員 10名

片倉教育委員長ほか教育委員 7 名

議 事 工高生デザインコンクール募集規定案の検討

建築工事実務講習会

9 時- 1 7時・健保会館

1 日 施工計函/ 受講者53人

講師 施工計画 l 関川詞之氏 (大成建設)

施工計画 11 佐 賀 久 氏 (鹿島燈設)

8 日 積算 ・仮設見積/ 受講者53人

講 師 仮 設 見 積 金 湾 総 氏 (大林組)

積 算 業 務 高 熊 満 氏 (竹中工務庖)

講演会

設計者のための写真術パー トH

「設計に役立つ写真の撮り方j

29日 6 時30分- 9 時15分 ・於本会会議室

講 師 吉 村 行 雄 氏 (一級建築士 ・建築写真家)

|  受講者 33名

「一一 建築 クラブ

第335回朝食会

14日 8 時30分- 1 0時 ・於大阪全日空ホテル

演 題「現代日本の造形陶芸と寄神宗美作品についてj

講 師 寄 神 宗 美 氏 (陶芸家)

参加者 44名

入 会 者(敬称略)

[ 団体会員1 t . 土]

附大上建築工事底

[ 個人会員 14名]

内海慎介

{竹中工揖底)

薄 田 学

(竹中工輯直)

最上公彦

{竹中工揖庖植樹研買所}

門図富美子

{ カラーワールド}

渡部一弘

(車畑壇聾司区詰所}

江原啓吾

(廿中工務/6)

原田哲夫

(竹中工揖/6)

古川博司

(竹中工揖/6)

橋本健治

{埴童坦語研買踊)

青木隆男

(三重語眠大学)

大平滋彦

(竹中工輯盾)

人 見 亨

{竹中工楕庖}

前回俊雄

{竹中工棺底)

牧田寛治

(立草世十)



空調・ 衛生・クリーンルーム設備

( 設計・施工)

組朝日工業社

本ヰJ : - 本 l占

大 阪 支 社

士t ァ rt=

J ι  はこa

東 京 都 港区 浜 松 町 ト25- 7 -; I! 話03 (3432)  5711 

大 阪 市淀川 区 IJII ね1- 58- 59 屯 話06 (6302)  2270 

北海道/ 東北/ 北関東/ 繍浜/ 名古屋/ 中国/ 九1+1

電気・空調 ・衛生・防災 ・産業廃水設備

設 計 施 工

Ｎ，ヲイヲＺｊｾ朱式会社
本庖・大置本祉 干550-0002 大阪市西区江戸堀 l 丁目 9喬25号 電話 (0616441-8231

東 京 本 社 干 102守 0071 東京邸千代田区慌士見 2丁目 15雷 10号 電 話 (0313261 8231  

支 社 名古屋 ・福岡

宝 庫 札幌 ・仙台 ・新 潟 大 宮 千 葉 ・横 浜 金 沢 ・京都 ・神戸 ・天理 ・岡山 ・

広島 ・高松 ・熊本

営 機 所 稽広 ・函館 ・背森 ・秋回 ・盛岡 ・前線 ・長野 ・静岡 ・盟国 - r-l! ・富山 ・

出 張 所

海 外 支 盾

技術研究所

筒井 ・徳山 ・松山 ・高知 ・北九州 - 1鹿児島 ・那新

組川 ・福島 ・川崎 ・松江 ・徳島 ・下関 ・長崎 ・大分 ・宮崎

シンガポール ・ホンコン

千354-0044 埼玉県入I i i I t ' s三万町大下北本井390，括地電話ω492158 1511 

空気調和設備

給 排 水 設 備

電 気 設 備

i A '¥ 産 業 設 備

1 /言¥. 1 水 処 理 施 設

マ-----y 環 境 施 設

関 西 支 庖

本 社

支 l吉

三機工業株式会社

取 締 役 社 長 大 島 剛

取締役|則州支 J，lj 長 本 木 満

大 阪 市 中 央 区 北 浜 2 - 2  - 21  ; I! 話 06 (6202)  7554 

東京都千代山区布楽町 1- 4 - 1 -;1! 31. 03( 3502) 6103  

北海道 ・東北・!日j束・千葉・繊浜・北陸・名占屋 ・京部・神戸 ・四国・中国・九州

空 気 調和 設 備

衛 生 設 備 設 計施工

-令 三建設備工業株ま奮社

大 阪 支 庖

本 社

支 社

大 阪 市 北 区 紅 梅 町 3 m 5 号 電 話 (6352) 1 13 1(代)

東京都中央区日本橋蝋殻U l T2 - 22  m話 (3667) 3431 ( 大代)

名 古 屋 ・仙 台 ・札 幌 ・広 μ - 領 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・償 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・設 計 施 工

。株式会社三男空調

本 社

- *京本応

大阪本j古

文 m

大 阪 市 北 区 西 天 満 3 T 1l 13{昨20 号 電話i 06・6363-1671

束京都新宿区西新幹; N r 廿; IUi ピル ' 屯話03・3344- 79 11

大 阪 市 北 区 西 天 満 3T1 11 3待 20 号 電 話06- 6363- 137 1

仙台 ー 償 ￬ ｾ ・名 ， ｊ￭ｍ ・ Ｉ ［ Ｈ ｲＮｾ - ｾ，， Ｉｩ 広ぬ 福岡

ｾ＠ 空 調 衛 生 ・冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

倒 的 よ き 臓 へ 繍 で 挑 む

守 株 式 会 社 精 研

社

メンテナンス

東 京 支 社

大阪市中央区瓦屋町2 T 目 11番16号( オートセンターピJレl ・2階)

干542- 0066 電 話 大 阪 (06) 6768 - 5  0  3  1代 表

電 話 大 阪 ( 0 6 ) 6 7 6 8 - 1 6 5 1代 表

東京都文京区小石)111 丁目 12番14号( 日本生命小石川ピル 7階)

干112- 0002 電 話 (03) 5  6  8  9  - 2  3  5  1代 表

商昂は空気です。

¥! r -
熱と空気の工ンジ二戸川ーーーー

崎武書事土

制

2 - . L / 大気量土
・営車種目

空 気回和 股備 胎 t鼻水衛生館倫 撞袋股

備 公曹防 広関連 I i 備町位計 ι 副作・庸工

本社東京本庄 車軍縮新宿区酋新宿ト6-' n03-3340-' 85' ( 大代) 大阪本社世田- 6408- 3603(代)

大阪支社 世田-6' 咽 -585' ( 代) 名古屋支庖 n052- 2I ' -' 535( 代) 中国主庖 宮082- 247-5541

九州主庖 宮092-431-2147( 代) 官製所北聞東 ・横 浜 神 戸 東 部 岡 山 田 園

空 気 調 手[J -L.三さL 搬送機設備

給排水衛生 、てつ7 設 計 施 工

人に優しい環境づくり

第一工業構式怠租

大 阪 支 底 干 530- 0047 大 阪 市 北 区 西 天 満 3丁 目 6帯14号

本

お

Hl話 0 6 - 6 3 6 4 - 6 6 6 1 (代 表)

社 干 100-0005 .!l:o; m千 代 旧 区 丸の 内3丁 目 3帯I 号

HI 話 0 3 - 3 3 1 1 - 8 5 1 1 (代衣)

給 ・排 水 ・衛 生 ・ 消 火 ・ 空 調 設備

認西原衛生工業所大阪庄

大阪市北区中i : 116 丁 目 8 番 4 号 電 話 大 阪 (6458) 3628t1t 

支 庖 ・営 業 所 福 岡 ・京 都 ・天 理 ・川 西 ・神 戸

O Ku J U  

閣 ｾ 腕健脚鵡腕溺

「大規模天井無足場工法J

内外装創作パネル システム天 井 間仕切

悼式会社オクジ. ユー

本 社

大阪市北区西天満5丁目3昏7号 〒530-00.7

TEL(06)6312-4131 FAX(06)6312-7998 

東京九州・繍浜 ー名古屋 ・南九州 ・京都

あ 土

品 プ 切

る ー- 3 7_ 

出ワ吉t i Ｍｾ＠

E瓦喜i

お株 筆22

jl 号Fi ??

は云 孟主主

社言二五
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電 気 設 備 設 計 施 工

締 it 金量1 = 輿 話

代表取締役社長 上 田 正 雄

本 社 大阪市中央区北 浜3 - 6 - 13  ( 日上地泌 属橋 ピル)

貫工 話 o  6  (  6  2  0  5  )  3 6 7  1  ( 代)

支 I苫 束 京 都 中 央 区 日 本 橋 茅 場 町 2 丁 目 1 7 番 3 号

電 話 o 3  (  3  6  6  6  )  1  4 7 8  ( 代)

営 業 所 堺 ・ 泉 州 ・ 泉 南 ・ 滋 賀

電気位備・ 昔十装制御段備・空鯛段備・ 7 リー ンルーム段備・プラント役備

給排水衛生段備・エネルギー集中ｾ視 ｹ ステム位置十施工

23 三宝電機微式会社

S A NP O 

取 締 役 社 長 泌 納 禿 ー

往 〒ゆ{ ( ) 47式臨北区西玉置盟+ 臣室ピJレ) TEL06( 飽倒)1471・FAX06( 図64) 日33

支社 〒1缶- { l l l l 慰留麗E時 間 消 舟t i T E L閃 伽mお11' FAX閃( 加mα185

邑i 58j W 刊1i2-a47名古屋市北区金属3-12-14 T E U!i 2( 鈎1l 5131' FAX(!i 2(914) 万35

神戸支后 宇宙7- lllli 雨寺混E託罰I H- 刊K' Tピル TEL078( 842) 6411 'FAX078( 仰の倒16

層面究所 〒ゆ 4路大阪府堺市三宝旬七7 お9 TEL O万2(27)8400.FAX0722( 2711424 

11F T F明|

学校建築のトータルアドバイザー

黒 板 ・ 掲 示 板 ・ 家 具

電動黒板装置・サイン・スクリーン

干547- 0001 大 阪 市平 野 区 加 美 北3 - 4 - 5

T E L 0 6  ( 6792)  5858 F A X 0 6  ( 6792)  2810 

Di gi tal  Pri -Press 

凪ｾ匝劃凪 ｾωｾｾ

代表取締役社長 依 藤 孝 行

青葉印刷株式会社

干534- 0027 大阪市都島区中野町2丁目 10番11号

問1OIl e.06- 63 5 1・5 4 2 8 Fax. 06- 6351- 5299 
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人と都市の快適な環境をつくります

宮 . 禍 自 位 計 ・ 施 工 ・監理

・電気段備

費宜電 ・幹岨

動 力 制 圃 甚 置

電話. 腫進、イン タ- * ノ

防犯、前提

ゆ失監視制闇

γ ステム肘甚

- 空関・給排水・衛生1宜備

空担闘靭

エ嶋配管

水 晶理

コー ジエ ネレーンヨ ν

ク 'J ーンルーム

・プラント

プラント 計量

y ステムエ ンジニ アリ ング

- 情事雇通信段備

情岨温情Z事y トワー ク

情帽処理

通情ンステム

融通システム

・電力総且段備

畳宜電

聾空通配電

地中退配電

Ｍ 低 ｾＧ刊金 主主主｝ｦｊ ［Ｇｉｦ ＺＮ｟ ，，Ｍﾭ
日ｾＭＭＭＭＭＭＮＺ［Ｎ，Ｎ， ξＱ

φ 住 友 電 設 株 式 会 社 禁22;:221; 禁離主;:;i422JZ;;::;r

C H OY O 

人カ丸、る多彩なフィ - /.レドで、

新しい限界に羽白滅していますe

電気設備設計施工

朝 陽 電 気 株 式 会 社

代表取締役 山 本 貴 士

本 社 干 5 3 0- 0 0 0 5 大阪市北区中之島三丁目 2 - 4 (朝 日ピル)

T E L  0 6( 6 3 8 5)  1  3 6 1  ( 代) F A X  0 6( 6 3 8 5)  1  0 5 0  

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

関 西 支 社

取締役支社長 伊 藤 義 信

大阪市中央区高麗橋 4 丁目 3 稽 7 号 沿 話 大 阪 (6202) ＰＳＲＵｾＹ 悉

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 北海道・東北 ・丸ノ内 ・新宿 ・神奈川 ・東関東 ・北関東 ・中部 ・九州

Const ruct i on chemi st ry for the future.  

-・11

11

綜 式 会 事I 工 ヌ 工 ム ピ 一

線 式 会 事I ポ リ " リ ス 物 産

本 社 iIミ J;{ 都 港 区 六 本 木 3 - 16 - 26 

大阪支底 ・大阪市中央区北浜3-2-23( 信愛ピル)

T E L06 6202 3294 
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人と技術をクリエイティヴで結びます

， 

ケ日本テータネット株式会社

社 干530. 0043 大阪市北区天満トト 10 TEL. 06- 6352- 7502 FAX.06- 6355- 2714 

制 作 部 干530. 0043 大阪市北区天満ト9- 19 TEL. 06- 6352- 0943 FAX.06- 6355- 5533 

印 刷 工 場 干530. 0043 大阪市北区天海2- 5- 15 TEL. /  FAX.0 6- 6352- 1 551 
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S Y S T E M DE S K F RESCO 

“ コクヨフレスコテsスクシステム" は

働く人にとっての快適な環境づくりを追求した、

新しいオフィスファニチャーで-す。ハート× イフコレの木肌の温かみと

清潔感に溢れる風合いか、気分を明るく、さわやかに。

オフィス全体の雰囲気も和らけます。
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ビル関西統轄支底 大阪支底

大阪市住之江区南港北1・7-62
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